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三豊市
●三豊市消防団　高瀬方面隊（本部、第1～第5分団）
●三豊市消防団　山本方面隊（本部、第1～第4分団）
●三豊市消防団　三野方面隊（第1～第3分団）
●三豊市消防団　豊中方面隊（第1～第5分団）
●三豊市消防団　詫間方面隊（第1～第8分団）
●三豊市消防団　仁尾方面隊（第1～第4分団）
●三豊市消防団　財田方面隊（第1～第5分団）
●三豊市消防団　女性部

善通寺市
●善通寺市消防団　第１分団
●善通寺市消防団　第2分団
●善通寺市消防団　第3分団
●善通寺市消防団　第4分団
●善通寺市消防団　第5分団
●善通寺市消防団　第6分団
●善通寺市消防団　第7分団
●善通寺市消防団　第8分団
●善通寺市消防団　団本部
●善通寺市消防団　本部分団

丸亀市
●丸亀市消防団　第1分団
●丸亀市消防団　第2分団
●丸亀市消防団　第3分団
●丸亀市消防団　第4分団
●丸亀市消防団　第5分団
●丸亀市消防団　第6分団
●丸亀市消防団　第7分団
●丸亀市消防団　第8分団
●丸亀市消防団　第9分団

直島町
●直島町消防団　第1分団
●直島町消防団　第2分団
●直島町消防団　第3分団
●直島町消防団　第5分団

土庄町
●土庄町消防団　土庄分団
●土庄町消防団　渕崎分団
●土庄町消防団　大鐸分団
●土庄町消防団　北浦分団
●土庄町消防団　四海分団
●土庄町消防団　豊島分団

●土庄町消防団　大部分団
●土庄町消防団　女性消防隊　

小豆島町
●小豆島町消防団　西村分団
●小豆島町消防団　草壁分団
●小豆島町消防団　安田分団
●小豆島町消防団　苗羽分団
●小豆島町消防団　坂手分団
●小豆島町消防団　福田分団

さぬき市
●さぬき市消防団　津田第1分団
●さぬき市消防団　津田第2分団
●さぬき市消防団　津田第3分団
●さぬき市消防団　津田第4分団
●さぬき市消防団　大川第1分団
●さぬき市消防団　大川第2分団
●さぬき市消防団　大川第3分団
●さぬき市消防団　志度第1分団
●さぬき市消防団　志度第2分団
●さぬき市消防団　鴨庄分団

●さぬき市消防団　小田分団
●さぬき市消防団　鴨部分団
●さぬき市消防団　寒川第1分団
●さぬき市消防団　寒川第2分団
●さぬき市消防団　寒川第3分団
●さぬき市消防団　長尾第1分団
●さぬき市消防団　長尾第2分団
●さぬき市消防団　長尾第3分団
●さぬき市消防団　長尾第4分団
●さぬき市消防団　女性部

東かがわ市

高松市

●東かがわ市消防団　引田方面隊第1分団
●東かがわ市消防団　引田方面隊第2分団
●東かがわ市消防団　引田方面隊第3分団
●東かがわ市消防団　大内方面隊第1分団
●東かがわ市消防団　大内方面隊第2分団

●高松市消防団　東部分団
●高松市消防団　西部分団
●高松市消防団　南部分団
●高松市消防団　北部分団
●高松市消防団　女木分団
●高松市消防団　男木分団
●高松市消防団　鶴尾分団
●高松市消防団　太田分団
●高松市消防団　三谷分団
●高松市消防団　多肥分団
●高松市消防団　仏生山分団
●高松市消防団　一宮分団
●高松市消防団　川岡分団
●高松市消防団　円座分団
●高松市消防団　檀紙分団
●高松市消防団　木太分団
●高松市消防団　古高松分団
●高松市消防団　屋島分団

●高松市消防団　前田分団
●高松市消防団　川添分団
●高松市消防団　林分団
●高松市消防団　川島分団
●高松市消防団　十河分団
●高松市消防団　東植田分団
●高松市消防団　西植田分団
●高松市消防団　弦打分団
●高松市消防団　鬼無分団
●高松市消防団　香西分団
●高松市消防団　下笠居分団
●高松市消防団　国分寺分団
●高松市消防団　塩江分団
●高松市消防団　香川分団
●高松市消防団　香南分団
●高松市消防団　庵治分団
●高松市消防団　牟礼分団
●高松市消防団　広報指導分団
●高松市消防団　機能別分団
　（香川大学防災サポートチーム）
●高松市消防団　機能別分団
　（高松大学防災サポートチーム）

●東かがわ市消防団　大内方面隊第3分団
●東かがわ市消防団　大内方面隊第4分団
●東かがわ市消防団　大内方面隊第5分団
●東かがわ市消防団　大内方面隊第6分団
●東かがわ市消防団　白鳥方面隊第1分団
●東かがわ市消防団　白鳥方面隊第2分団
●東かがわ市消防団　白鳥方面隊第3分団
●東かがわ市消防団　白鳥方面隊第4分団
●東かがわ市消防団　女性部

●小豆島町消防団　池田分団
●小豆島町消防団　蒲生分団
●小豆島町消防団　中山分団
●小豆島町消防団　室生分団
●小豆島町消防団　二面分団
●小豆島町消防団　三都分団

●丸亀市消防団　第10分団
●丸亀市消防団　第11分団
●丸亀市消防団　第12分団
●丸亀市消防団　第13分団
●丸亀市消防団　第14分団
●丸亀市消防団　第15分団
●丸亀市消防団　第16分団
●丸亀市消防団　第17分団
●丸亀市消防団　女性消防団

琴平町
●琴平町消防団　第1分団
●琴平町消防団　第2分団
●琴平町消防団　第3分団
●琴平町消防団　消防隊

宇多津町
●宇多津町消防団　第１分団
●宇多津町消防団　第２分団
●宇多津町消防団　第３分団
●宇多津町消防団　第５分団
●宇多津町消防団　第6分団

坂出市
●坂出市消防団　西部分団
●坂出市消防団　川津分団
●坂出市消防団　番の州分団
●坂出市消防団　与島分団
●坂出市消防団　中央分団
●坂出市消防団　加茂分団

まんのう町
●まんのう町消防団　第1分団
●まんのう町消防団　第2分団
●まんのう町消防団　第3分団
●まんのう町消防団　第4分団
●まんのう町消防団　第5分団
●まんのう町消防団　第6分団
●まんのう町消防団　第7分団
●まんのう町消防団　第8分団

三木町
●三木町女性消防団
●三木町消防団　第1分団
●三木町消防団　第2分団
●三木町消防団　第3分団
●三木町消防団　第4分団
●三木町消防団　第５分団
●三木町消防団　第6分団綾川町

●綾川町消防団　綾南第1分団
●綾川町消防団　綾南第2分団
●綾川町消防団　綾南第3分団
●綾川町消防団　綾南第4分団
●綾川町消防団　綾上第1分団
●綾川町消防団　綾上第2分団
●綾川町消防団　綾上第3分団
●綾川町消防団　綾上第4分団
●綾川町消防団　綾上第5分団
●綾川町消防団　女性分団
●綾川町消防団　災害支援分団

●まんのう町消防団　第9分団
●まんのう町消防団　第10分団
●まんのう町消防団　第11分団
●まんのう町消防団　第12分団
●まんのう町消防団　第13分団
●まんのう町消防団　第14分団
●まんのう町消防団　第15分団

●坂出市消防団　府中分団
●坂出市消防団　林田分団
●坂出市消防団　松山分団
●坂出市消防団　王越分団
●坂出市消防団　女性分団

観音寺市
●観音寺市消防団　東分団
●観音寺市消防団　西分団
●観音寺市消防団　高室分団
●観音寺市消防団　柞田分団
●観音寺市消防団　木之郷分団
●観音寺市消防団　粟井分団
●観音寺市消防団　常磐分団
●観音寺市消防団　豊田分団
●観音寺市消防団　一ノ谷分団
●観音寺市消防団　伊吹分団
●観音寺市消防団　小山分団
●観音寺市消防団　上之段分団
●観音寺市消防団　下組分団
●観音寺市消防団　花稲分団
●観音寺市消防団　中姫分団
●観音寺市消防団　荻原分団
●観音寺市消防団　五郷分団
●観音寺市消防団　紀伊分団
●観音寺市消防団　和田浜分団
●観音寺市消防団　姫浜分団
●観音寺市消防団　和田分団
●観音寺市消防団　箕浦分団

多度津町
●多度津町消防団　第1分団
●多度津町消防団　第2分団
●多度津町消防団　第3分団
●多度津町消防団　第4分団
●多度津町消防団　第5分団
●多度津町消防団　第6分団

香川県全域MAP



高松市
『人がつどい 未来に躍動する 世界都市・高松』を目指す高松市は、
香川県の県庁所在地であり、人口は約41万人、面積は約375㎢で
す。四国各地への交通アクセスに優れており、四国観光の拠点とな
る場所です。高松市消防団は、37分団で組織され、「自分たちの町
は自分たちで守る」という精神のもとで地域に貢献しています。

秋の火災予防週間の取り組みの一つで、消
防技術の錬磨や体力および士気の向上、
団員相互の連携向上など、総合的な資質の
向上を図っています。

★令和５年度、高松市女性消防隊が第25回全国女性消防操法大会で
　優秀賞を受賞！今後の女性団員の増加を見据え、女性用トイレや
　更衣室を備えた屯所が完成しました。
★令和6年度は消防団員の確保策として、消防団加入促進PR動画を
　作成。また、消防団員用活動服を更新します。
★消防団員が主体となり、普通救命講習などを実施しました。

高松市TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【十河分団】
國方 裕希さん
【十河分団】
國方 裕希さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
消防団では、災害時の消火活動や防災訓練、小学校行事や地域祭りでの警備
を行っています。特に防災訓練では、授業参観で放水を実演するなど、地域の
防災意識を高める取り組みに参加しています。これらの活動を通じて、地域の
安心安全を守るだけでなく、住民との交流も深まり、地域に密着した防災活動
を展開しています。

■消防団活動の魅力は何ですか？
地域の安全に直接貢献できること、達成感を得られることが大きな魅力です。
令和５年度に行われた第5方面隊による操法大会では、朝早くから練習を行い、
県大会優勝を目指して練習を頑張りました。他の分団とも交流し、チームワーク
を感じながら楽しく活動でき、終わった時には大きな達成感を得られました。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

消防連合演習
年末の繁忙期に、火災の早期発見および防
火思想の普及に努め、高松市消防団が一致
協力して、分団管轄区域を巡回します。

年末夜警
毎年１月上旬に、高松市林町サンメッセ会
場にて消防出初式を開催。消防団員約
1,000名が参加し、式典や訓練などを実施
します。

消防出初式

私は丸亀市出身で、当初はその地域で生まれ育った人しか入団できないと思って
いました。しかし実際にはそんなことはなく、温かく受け入れてもらい、今では十
河分団の一員として活動しています。分団での活動や仲間との出会いは、自分自
身も成長させてくれます。訓練は大変ですが、ぜひ挑戦してみてください。

香川県全域MAP

高松市



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

13名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

連合演習や林野火災訓練など毎年の定例訓練に加
え、毎月第3日曜日の午後6時から定例会を開き、現
場想定訓練や地区内の消火栓位置確認、放水訓練を
実施しています。火災発生時には積極的に出動して
もらいたいですが、管内の全ての火災や行事に無理
に参加する必要はありません。仕事やプライベートを
優先しつつ、調整して参加していただけるよう配慮し
ています。

若い世代が少なくなってきていることや会社
員の割合が増えてきたことにより、日中の災害
には出動しにくくなってきているのが現状で
すが、所属団員は頑張って地域の安全のため
に活動しています。地域の皆さまで少しでも
興味をお持ちいただいた方がいれば、 毎月第
3日曜日の18時より訓練・定例会をしています
ので、屯所までお気軽にお立ち寄りください。

高松市花園町、観光町、上福岡町、塩上町
一部除、藤塚町、楠上町、多賀町、観光通、
今新町一部、御坊町、古馬場町、塩屋町一
部、福田町、瓦町、八坂町
【屯所位置】
高松市観光通2-5

当分団は、40代～60代まで幅広い年齢層の13名が在籍し、高松市の都心部を中心に活動しています。住宅
密集地や繁華街を管轄しているため、有事の際には消防署の常備隊と協力して迅速な対応が求められま
す。月に1度の訓練・定例会では、現場想定訓練を中心に行い、先輩方から細やかな指導を受けることで、冷
静に行動できる準備をしています。年齢を問わずさまざまな話ができる環境が整っており、チームワークも
年々向上しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
東部分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

0台

20名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

消防団は、火災時の消火活動や台風・大雨などでの
屯所待機、管内巡回を行います。また、春と秋の防火
週間、年末夜警など火災予防運動も行います。また、
地域の防災訓練にも参加しており、消防車を使って
の走行訓練など、分団単位での訓練を行っています。

火事や災害が起きたとき消防団は必要
です。時間がとられ大変な時もあります
が、消防団に入団し、私たちとともに活
動しましょう。

高松市新北町、瀬戸内町、茜町、西町、西宝
町、峰山町、昭和町、紫雲町、宮脇町、幸町、
浜ノ町、寿町、番町、兵庫町、古新町、紺屋
町、亀岡町、錦町、錦町、丸亀町、鍛冶屋町、
南新町
【屯所位置】
高松市番町2-19-12（1部屯所）
高松市瀬戸内町49-14（2部屯所）

団員の年齢層が幅広く、各自の都合などに配慮しながら活動できるよう心がけています。定期的に団員会
を開き、意見交換を行ったり食事会を開催したり意思疎通を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
西部分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

11名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

消防団は、火災時の消火活動だけでなく、台風や豪
雨時の警戒活動も行っています。具体的には、大雨
警報、洪水警報、高潮警報が発令された際に管内の
巡視を行います。また、春と秋の火災予防運動や年末
の夜警、年始の出初式にも参加しています。地域に密
着した活動として、小学校や地域コミュニティーセン
ターとの防災訓練、夏祭りの警備活動なども行い、
地域の安全確保に努めています。

南海トラフ大地震の予測により、世の中の防
災意識が高まっています。私たちの地域でも火
災や家屋の倒壊、津波などの被害が懸念され
ます。少しでも被害を減らすために、私たちは
積極的に活動しています。地域や家族を守るた
め、消防団として防災に関わる仲間を募集して
います。ともに我が街を守る活動に参加しませ
んか。入団を心よりお待ちしています。

高松市栗林町、桜町、藤塚町、楠上町、花ノ
宮町、上之町、中央町、中野町、中新町、亀
岡町、宮脇町、常磐町、栗林町、塩上町
【屯所位置】
高松市栗林町2-10-45

当分団は、高松市旧市街地南側の栗林小学校区を活動拠点としています。地域の特性から転入者やサラ
リーマンの団員も多く在籍しており、各自が仕事や家族を優先しながら、できることをできる範囲で全力で
取り組んでいます。月に1度、常会を開催し、その後に食事会や飲み会を行い、連絡事項の周知や団員同士の
意思疎通、親睦を深める機会を設けています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
南部分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

12名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

1月の消防出初め式は、消防団員にとって晴れがましいイ
ベントで、観覧者や特に子どもたちの盛大な応援を受けま
す。また、12月の年末夜警では、地域の皆さまが安心して
新年を迎えられるよう、夜間に巡視活動を行っています。
この時期は慌ただしく、団員同士の連携が重要です。さら
に、現場想定訓練や消防学校で基礎訓練を実施し、日々の
出動に備えています。消防活動には仲間が不可欠で、共に
支え合うことで困難を乗り越えています。

火災・災害には仲間が必要です。仲間確
保のため、地元地域の皆さまのご協力が
重要です。自分の街を自分の手で守るこ
と。それは、自身を守る・自分の家族を守
ること。消防活動は、それらができるの
です。我々は活動を続けます。一緒に活
動ができる仲間を待っています。

高松松島町、松福町、福岡町、朝日町、城東町、
北浜町、内町、通町、本町、鶴屋町、片原町、
瓦町、末広町、塩上町、築地町、新塩屋町、玉藻町
【屯所位置】
高松市福岡町2-10-15

分団長のもと、30代若手を中心に団員同士コミュニケーションがとれた信頼関係を築き、よくまとまって
います。団員の年齢や職種がバラバラな環境でも、うまく活動できるよう、定期的に交流会を開催して、意
思疎通を図るようにしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
北部分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

18名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

女木消防団は、人口100名未満の女木島で17名の団
員で構成されています。火災時の消火活動だけでな
く、救急搬送や梅雨や大雨時の災害待機も行いま
す。春・秋・年末年始には火災予防運動を実施し、自
治会や住民と共に地震・津波を想定した避難訓練も
行っています。月1回、消防車両や資機材の点検を実
施し、少数の団員で密に連携し、できる限り多くの参
加ができるよう調整しています。

高齢化が進む島内において、地域の安全
を守り、安心して暮らすためには消防団
の活動がより重要になっています。島内
に不在の団員も多く、有事の際に出動で
きない可能性があることが悩みですが、
消防団員一丸となって活動をしていきま
す。今後も消防団活動に関心のある方の
入団を心からお待ちしています。

高松市　女木町
【屯所位置】
高松市女木町2938-7（第1屯所 東浦）
高松市女木町2943　（第2屯所 西浦）

私たちは高松市北に位置する女木島を拠点とし、各集落に班長がいて班をまとめ、団員はそれぞれの都合
や得意分野を考慮しながら活動しています。高齢化が進む地域では、地元消防団の即応が重要です。島外
在住の団員も「愛する地域のために」と意識を高く持ち、積極的に参加しています。また、定期的に団員交流
会や旅行を計画し、団員同士の意思疎通を深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
女木分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

7名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

主に、警報発令時の島内巡回を行っています。また、
離島という特性上、火災だけではなく急病人の搬送
や救命処置なども行うことが多いので、定期的に救
命講習なども行っています。

現在男木分団には団員が少ないので
色々と不安に思うこともあるかと思いま
すが、新規入団の団員さんもおり、とて
も熱心に訓練に取り組んでくれていま
す。 島内の皆さまには何かとご協力い
ただくこともあると思いますが、よろし
くお願いします。

高松市　男木町
【屯所位置】
高松市男木町133-4

狭い地域に住んでいる人で団員が構成されていることもあり、団活動においても私生活においても、団
員同士仲良くしています。男木分団には女性消防団員も所属しており、男女分け隔てなく協力できる分
団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
男木分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

1台

32名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

毎年1月に開催される出初式は消防団の重要なイベ
ントで、団員や車両のパレードが見どころです。林野
火災や文化財火災予防訓練、春・秋の火災予防週間
や年末夜警も行い、当番制で活動しています。地域
密着型の取り組みとしては、地元小学校での防災訓
練や、校区のお祭りでのポンプ車両紹介や消防団加
入推進などがあります。団員同士が協力し、当番制
で無理なく楽しみながら活動しています。

現代では消防団活動が難しくなり、入団
者が減少していますが、私たちは「地域
住民を守る」という強い責任感を持って
訓練や有事の出動に取り組んでいます。
団員の中には職場が地区にあるメン
バーも参加しており、非常に心強いで
す。地域愛を持つ方々に、私たちととも
に活動し、消防団員として地域を守る仲
間になってほしいと願っています。

高松市勅使町、西春日町、西ハゼ町、東ハ
ゼ町、紙町、上天神町、田村町、松並町
室新町、上之町、三条町
【屯所位置】
高松市田村町264-4（第1屯所）
高松市勅使町898-3（第2屯所）
高松市田村町753-1（第3屯所）

当分団は、栗林公園の南側から広域地区までを担当し、32名の団員で活動しています。平均年齢は48.5歳
で、20代～60代まで幅広い年齢層が和気あいあいと協力しています。仕事を持ちながらの活動で全員が
集まる機会は少ないですが、年に1度の新年会で交流を深め、「地域を守る」という共通の思いを持って活動
しています。3つの屯所を配置し、昼夜問わず団員が力を合わせて地域の安全を守っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
鶴尾分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

0台

37名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

私たちは定期的に消防車の点検や放水訓練、火災予防
広報を実施しています。春と秋の火災予防週間や年末
には、管内を巡回し、屯所で待機しながら迅速な消火活
動に備えています。また、地元の防災訓練にも参加し、
住民との交流や防災指導を行うほか、台風などの大雨
時には増水に備え、土のう積みの準備も行っています。
肥後®の活動はFacebookでも紹介しています。
(https://ja-jp.facebook.com/taka.ohta2/)

消防団は、地域住民の生命と財産を守る
という崇高な使命を持って、火災に対する
消火活動だけでなく、地震や風水害の発
生時には地域に密着した防災活動によ
り、地域防災の中核を担っています。消防
団活動に関心のある方「自分たちのまち
は自分たちで守る」ための活動をしません
か？皆さまの入団をお待ちしています！

高松市太田上町、太田下町、伏石町、今里
町、松縄町、三条町
【屯所位置】
太田上町1045-2（太田分団1部）
伏石町1120-3（太田分団2部）

災害に対応する際は、団員一人ひとりの力を結実させ、一枚岩となって取り組むことが重要です。そのため
に、定期的に行っている広報活動や機関点検、放水訓練、懇親会などを通じて団員間のコミュニケーション
を図っています。異業種の人が集まっているため、普段の職場では聞けないような話ができ、大人の部活動
のようで楽しさもあります。団員同士で協力し合いながら活動を続けています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
太田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

2台

34名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

当分団は、火災や台風、大雨時の警報発令時の出動
を最優先に活動しています。主な活動内容は、消防
出初式、文化財防火デー訓練、火災予防広報、分団会
議や屯所点検、自主訓練（放水や消火栓点検）、年末
夜警などです。また、地域と連携し、池の草焼き警備
や地元祭り、駅伝、花火大会の警備など、さまざまな
地域行事にも積極的に参加しています。

当分団は会社員や自営業の方で構成され、
それぞれが無理のない範囲で活動していま
す。参加は任意で、年報酬や活動・訓練ごと
の報酬が支給されます。研修旅行も行われ、
万が一のケガには「公務災害補償制度」が適
用されます。また、救命救急講習を受講し、
地域の安全に備えています。地域の安心を守
るため、消防団活動に関心のある方の入団を
心からお待ちしています。

高松市三谷町
【屯所位置】
高松市三谷町1201-2（第1部屯所）
高松市三谷町3151-9（第2部屯所）
高松市三谷町4562-1（第3部屯所）

私たちの分団は３部で構成されており、各部ごとに活動することもあります。また、年に数回、懇親会を
開催し親睦を深めています。３部合同での懇親会もあり、分団全体でも交流し団員同士の意思疎通を
図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
三谷分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

0台

26名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

当分団では、火災や風水害など大規模災害時の救助
や避難誘導、警戒活動のほか、平常時には訓練や住
民への防火指導、救急指導などを行っています。ま
た、地域の花火大会の警備など、地元行事の支援活
動も積極的に参加しています。現在26名の団員が所
属し、分団長を中心に、団員に過度な負担がかから
ない体制で活動を続けています。

団員は普段は仕事を持ちながら、「自らの地
域は自らが守る」という精神で災害時や訓練
時には非常勤特別職の地方公務員として出
動します。ただし、本業や家庭との両立が大
切で、全員がすべての事案に関与するわけで
はありません。団員同士がカバーし合いなが
ら活動し、地域貢献の達成感や同じ価値観
を持つ仲間と過ごす満足感を得ています。こ
のような仲間が増えることを心から楽しみに
しています。

高松市多肥上町、多肥下町、出作町
【屯所位置】
高松市多肥上町819-3（1部屯所）
高松市多肥上町1843-3（2部屯所）

分団は、さまざまな職業に従事する20代から60代までの地元の人々で構成されており、互いに助け合いな
がら消防団活動を続けています。緊急事態や防災広報活動、訓練を通じて築かれた団員同士の信頼関係
は、勤務先やプライベートではなかなか得られない貴重なものです。この思いを共有し、消防団活動以外で
も親密な付き合いをしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
多肥分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

23名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

月に１回、機関点検や放水訓練などの定例訓練を
行っています。地域の防災活動として、地域の防災訓
練や火災予防運動、門前祭り警護、高松秋の祭り警
護などを行っています。

仏生山分団はどんな人でもウェルカム
なチームです。興味のある方はお気軽に
お声がけください。

高松市仏生山町
【屯所位置】
高松市仏生山町甲2528-16（1部屯所）
高松市仏生山甲1011-5（2部屯所）

仏生山町は、初代高松藩主松平頼重が菩提寺の法然寺を建立したことから、門前町として栄えた歴史ある
場所です。この風格ある町を守る当分団のメンバーは、分団長をはじめ地域を愛するイケメン集団です。全
員が本職を持ちながら分団活動に取り組んでいるため、忙しい日々の中で活動していますが、団員同士の
気遣いや助け合いの精神が育まれ、この心意気が地域愛に繋がっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
仏生山分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

3台

0台

31名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

各部ごとに、ポンプ車の操作訓練や火災時の水元確保
を目的とした実地訓練を定期的に行い、年に数回方面
隊の訓練にも参加しています。また、地域住民との災害
時の訓練や顔合わせを通じて、地域との繋がりを大切
にし、地区防災訓練にも積極的に参加しています。警
報発令時には団員が屯所で待機し、有事に備えていま
す。全員がすべての訓練に参加するのは難しいため、訓
練不参加者とは後日情報共有を行っています。

地域でも自営業者が減っており、団員にも
その影響が大きく出ています。会社員の団
員が増えているため、平日の日中の火災な
どでは人員の確保も難しく、地域住民の方
の助けも必要となっています。また、団員確
保のために、地域で生活をされている方や
地域にお勤めになられている方の積極的な
消防団員への入団をお待ちしております。

高松市一宮町、三名町、成合町、鹿角町、寺
井町
【屯所位置】
高松市一宮町834-7 （1部屯所）
高松市鹿角町585-3 （2部屯所）
高松市一宮町97-7 （3部屯所）

一宮地区は3部体制で編成されており、団員は20代～60代まで幅広い年代が在籍しています。特に40代の
団員が多く、各分団では団員同士の繋がりを重視しています。また、定期的に各部や分団全体で交流会を
開催し、団員同士の意思疎通を図ることで信頼関係を築いています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
一宮分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

20名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

林野火災訓練、地震・津波対策訓練および消防連合演
習では、消防局や他分団との活動連携の確認や消防機
材の操作について訓練しています。春と秋の火災予防
運動、年末の特別警戒では、消防車で地域内を巡回し、
火災予防広報をしながら警戒活動を行っています。ま
た、地域コミュニティ協議会主催の自主防災訓練では、
地域の皆さまに初期消火活動、応急手当など防災、減
災につながる事項の指導普及をしています。

消防団は地域の暮らしを守るために活動して
います。しかし、団員の高齢化に伴い人手が不
足しています。今こそ若い力が必要です！！地
域に住んでいる方や地域で働いている方なら
誰でも入団可能です。消防団で身に付く防災
知識は、いざという時に役立ちます。全ての活
動に参加できなくても大丈夫です。「地域のた
めに役立ちたい」と思うあなたの入団をお待ち
しています。共に安心・安全な地域づくりを目
指しましょう。

高松市川部町、岡本町
【屯所位置】
高松市川部町487-1

私たちの活動地域は高松市南西部にある川部町・岡本町です。地域の東側には香東川、南側には県内でも
有数の奈良須池、小田池があり、西側は堂山などの里山が点在しています。最近は県道整備に伴い商業施
設や分譲住宅地が増え、災害の多様化・大規模化が懸念されています。この地域は昔から住民同士の繋が
りが強く、何かあればお互いに協力して臨んできました。団員もその心を受け継ぎ、協力して地域の住民と
財産を守る活動をしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
川岡分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

24名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

当消防団では消火訓練や救助訓練、防災教育など多
岐にわたる活動を行っています。また、地域のイベン
トや防災訓練にも積極的に参加し、実践的なスキル
を身に付けています。

地域の皆さまとともに安全で安心な街を築くた
めに、私たちは日々努力しています。ただ、これ
から起こりうる火災や災害から守るためには、
皆さまのさらなるご協力と意識の高さが不可欠
です。ぜひ、地域の一員として「自分たちのまち
は自分たちで守る」ための活動をしませんか。消
防団に興味のある方は一度見学にお越しくだ
さい。一緒に地域の未来を守りましょう。

高松市円座町、西山崎町、中間町
【屯所位置】
高松市円座町1626-7

私たちの分団は、真面目で明るく和やかな雰囲気が特徴です。団員同士の協力と信頼を大切にしており、常
に笑いの絶えない会話が飛び交って、新しいメンバーもすぐに馴染める温かい環境が整っています。また、
年に1回参加希望のメンバーで慰安旅行にも出かけており、日々の活動や仕事の疲れを癒し、団員同士の交
流を深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
円座分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

41台

0台

25名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

分団としての訓練は、基本的に毎月第1日曜日に消防
車や備品の点検、ホースの連結、放水訓練などを行っ
ています。消防団活動としては、火災の消火活動はも
ちろん、近年は大雨、洪水警報による対応や屯所待機
の件数が年々増えています。また、毎年11月に地元
の小学校で、児童や地域の自主防災の皆さんと一緒
に防災訓練を行っています。

平素は消防団活動にご理解ご協力いた
だき、誠にありがとうございます。いざ
大規模な災害が発生した際には、消防団
の活動は不可欠です。家族や地域の安全
を守り、安心して暮らすために、私たちと
一緒に活動しませんか？消防団活動に
関心のある方の入団を心からお待ちして
います。

高松市檀紙町、御厩町、中間町
【屯所位置】
高松市檀紙町777-10

私たちの分団は、高松市の南西に位置する檀紙地区を拠点に活動をしています。団員の年齢層、職業も幅広
いですが、団員同士の交流も盛んで、仲間意識を強く感じます。分団としても定期的に交流会、研修旅行な
どを開催しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
檀紙分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

3台

0台

44名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

分団の訓練は月に１回、分団が所有する消防車両や
ホースなどの資機材を点検しています。 地域では春
と秋の火災予防運動や木太地区の自主防災訓練へ
の参加、火災時の消火活動、台風などによる増水時
の警戒、土のう積み、行方不明者などの捜索にあたる
こともあります。各団員の仕事やプライベートの都合
を話し合って調整しています。

地域の安全を守り、安心して暮らすため
に、自分達の町は自分達で守る活動をし
てみませんか？皆さまの入団をお待ちし
ています。

高松市木太町、屋島全域、高松町、古高松
町、新田町、春日町、松縄町の一部
【屯所位置】
高松市木太町3434-1（1部屯所）
高松市木太町2558（2部屯所）
高松市木太町5095-1（3部屯所）

私たちは人口３万人の沿岸地域に位置する木太町を拠点に活動をしています。分団は３部構成ですが各部
の垣根なく、昼間の活動は１部屯所を拠点に、各自の都合や得意分野などに配慮しながらうまく活動できる
ように心がけています。 団員間の上下関係は少なく、和気あいあいとお互いの意見を交わせる、地元愛と責
任感が強い雰囲気です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
木太分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

1台

54名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

私たちは月に1回、車両や装備品の定期点検を行い、
火災発生時の消火活動や防火予防の広報活動にも
従事しています。また、消防団本部の訓練や行事（連
合演習、林野火災訓練、震災・津波対策、出初め式な
ど）に参加し、地域自主防災組織や小学校の防災指
導も行っています。さらに、古高松フェスティバルへ
の参加や、団員親睦会、研修旅行、家族交流会なども
実施しています。

私たちは「自分たちの町は自分たちで守る」と
いう精神のもと、地域の防災力向上のため、消
火活動や防火指導、応急手当、警戒監視、災害
防ぎょ、救助救出、広報活動、消防・防災に関す
る知識および技術の習得など、幅広く活動して
います。また、地域行事にも参加し、地域の皆さ
まとの交流を大切にしています。活動を通じて
支えあうことの大切さを知り、大きく成長でき
ると確信しています。ぜひ一緒に活動してみま
せんか！！

高松市高松町、新田町、春日町
【屯所位置】
高松市高松町10-21（1部屯所）
高松市新田町甲923-4（2部屯所）
高松市春日町1591-4（3部屯所）

団員は20代～60代まで幅広い年齢層ですが、兄弟や親子のように仲が良く、お互いをリスペクトして支え
合って活動しています。個々の生活状況は異なりますが、各自の都合を考慮して、補い合って分団活動を
行っています。地域の青壮年会やPTA活動、スポーツ少年団などを通じて知り合うことで新団員が誕生し
ています。親睦会や家族交流会では家族ぐるみの繋がりも生まれ、活動への安心感が増しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
古高松分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

57名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

主な活動は火災時の消火活動です。屯所に集まって
から現場に急行し、消防署と連携して消火活動を行
います。また、大雨や台風時には巡回や避難広報を行
います。訓練は団や分団、部単位で、放水訓練、林野
火災訓練を行い、技術の向上を図るほか、火災予防週
間や年末には火災予防を広報しています。そのほか、
地域との連携を目的にした防災訓練や地域住民と交
流する火の用心イベントなども行っています。

分団員たちからは、「幅広い世代と交流で
きて楽しい」、「火災出動で地域貢献の意
識が高まった」、「年末夜警で団員同士の
情報交換ができる」といった声がありま
す。消防団活動を通じて災害への知識が
身に付き、地域と自分自身の備えにもな
ります。団員は会社勤めが多く、限られた
時間で活動していますが、入団して良かっ
たと感じる団です。見学や体験も歓迎し
ていますので、ぜひご参加ください！

高松市屋島西町、屋島中町、屋島東町
【屯所位置】
高松市屋島西町440-23（1部屯所）
高松市屋島東町1808（2部屯所）
高松市屋島西町1584-4（3部屯所）
高松市屋島東町1554-4（4部屯所）
高松市屋島東町528（5部屯所）

当分団は、屋島地域で活動しています。瀬戸内海国立公園の屋島や多くの住宅を火災から守ること、住民を
高潮や地震の津波から守ることを、常に団員が共有しています。団員は5つの屯所に分かれていますが、「屋
島はひとつ」の掛け声のもと、どんな状況でも連携できる仲の良さは日本一と自負してします。また、活動と
同じくらい、団員同士の交流も楽しんでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
屋島分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

36名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

毎月第１日曜日の定例会において、放水訓練・礼式訓
練・資機材の点検をしています。合同の訓練として
は、高松市・方面隊の林野火災を想定した中継送水
訓練を行っています。また、地域の防災訓練・清掃活
動にも参加しています。

地域の安全を守るためには消防団活動
は不可欠です。活動において、私用が制
限されることはありますが、地域との結
びつきができ、いろいろな経験を持った
仲間との出会いもあります。やりがいの
ある活動と思いますので、興味のある方
は入団を考えいただければと思います。

高松市亀田町、前田東町、前田西町
【屯所位置】
高松市亀田町172-7（1部屯所）
高松市前田西町1-10（2部屯所）

前田分団は亀田地区、前田地区を拠点としています。団員の年齢層は幅広く、さまざまな職業の人が在籍し
ています。会社員も多いので日中の出動は制限されますが、皆、責任感を持って活動しています。また、定期
的に親睦会を開き、親睦を深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
前田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

39名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

川添分団では、毎月の放水訓練によりポンプ車の操作技術を磨き消
火活動を迅速に行えるよう鍛錬しているほか、消火栓点検で、管内
を巡回して急速に変わりゆく地域の状況を把握しています。その他、
ボートやAEDを使った訓練で救命活動にも対応できるよう備えて
います。災害現場においては、ヘルメット、防火服を着用し、団員の安
全を確保しながら活動を行い、また、自主防災災訓練等の地域行事
に参加する事で近隣住民との交流を深め防災意識向上を促進し入
団の勧誘を行い、団員確保に努めています。地域の為に何か貢献し
たい、最新の消火機材やポンプ車の操作をしたい、なんかわからん
けど入団したい…etc.　消防団員募集中！

生まれ育った土地への愛情は誰にでもあるもので
す。私たち消防団員は特別なことができる集団では
ありません。初めは消防器具の使い方は分かりませ
んでした。でも大丈夫です、活動を通じて消防技術
は体得できます。得られない物は先輩、消防OB、消
防後援会、地域の皆様からの情報・知恵をいただい
ています。是非私ども消防団の仲間に入ってくださ
い。この川添校区内をさらに安全で住み易い町にし
ていこうではありませんか。皆様の入団へのお声が
けお待ちしています。

高松市元山町、東山崎町、下田井町
【屯所位置】
高松市元山町975-9（1部屯所）
高松市東山崎町33-2（2部屯所）

川添は水害の多い地域で、台風など大雨の際には、消防団の役割が非常に重要です。水害を経験した団員
も多く、全員が「愛する郷土は自分たちが守る」という強い思いを持っています。団員相互の意思疎通や親
睦を図るため、定期的に団員交流会を開催しています。また、団員の家族を交えた日帰り家族旅行なども
行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
川添分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

0台

31名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

月に1度、ポンプ車の点検を兼ねた水を出す訓練をし
ています。春と秋の火災予防運動や年末夜警では、
広報のためにポンプ車で管内を巡回する際には、皆
さんがポンプ車に手を振ってくれ、嬉しい限りです。
そのほか、地域行事の警備、地域行事の会場警備や
火災の警戒、防災訓練では水消火器訓練や煙体験の
運営、救命講習の指導員も担当します。

災害は、いつかは必ず来るものです。そ
の時に、地域を守る側になって被災地で
必死になって働いている姿はとてもかっ
こいいと思います。誰かのために、一緒
に災害と戦いませんか？ 

高松市林町、上林町、六条町
【屯所位置】
高松市林町1170-7（1部屯所）
高松市上林町408-5（2部屯所）

当分団は2部体制で活動しています。それぞれ個性のある団員たちですが、気の置けない仲間という感じが
気楽で良いです。分団のポリシーは「無理をせず、出来るときに出来るひとがやる」「やってくれた人は報わ
れる」だと感じます。経験を積むことは重要ですが、誰か1人に負担が偏らないよう、協力しながら活動して
います。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
林分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

37名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

サンメッセでの出初式に始まり、清水神社お火焚き、護摩
炊きの火災警戒などを行っています。2・3月に第5方面隊
や高松市消防団での林野火災訓練、10月には消防学校で
の連合演習、春秋火災予防週間や年末夜警での地域巡回
を行っています。分団での訓練は、ポンプ車、発電機、ホー
スなどの資機材を点検しています。そのほか火災時の消火
活動、台風大雨洪水での屯所待機、巡回を行います。今年
は花火大会もあり、火災警戒のため打ち上げ場所での警
備も行いました。

消防団の活動において、災害出動はいつ
起こるか予想できません。団員は自分た
ちのできる範囲で活動を行っています。
地域の安全を守るため、一緒に消防団
活動していただける方を募集していま
す。皆さまの入団をお待ちしております。

高松市川島本町、川島東町、由良町、池田町
【屯所位置】
高松市由良町542-4

定期的な活動は日曜日で、平日はそのための準備を行います。団員の仕事やプライベートを調整しつつ、災
害時の消火活動には参加できる範囲で活動を行い団員が力を合わせ頑張っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
川島分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

22名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

当分団は、火災や大規模災害、大雨・台風時の警戒、
地域防災訓練、地元祭りの警備、ため池の草焼き監
視、放水訓練などに出動しています。強力LED照明器
やデジタル無線など独自の機材も導入しています。
防災訓練では応急手当やAED講習、消火器訓練に参
加し、祭りの警備も行っています。平日は団員が集ま
りにくい時もありますが、可能な団員が集まり消火
活動にあたっています。

十河校区には6つのため池と吉田川があり、
大規模災害発生時には堤防の亀裂や決壊の
リスクがあります。当分団では、有事に備えて
ドローンやバイクの活用も検討しており、常
に「地元への貢献と感謝」の気持ちで活動し
ています。消防団の活動は、地域との交流を
深めるだけでなく、自分自身の成長にもつな
がり、仕事やプライベートにも役立ちます。地
域を守り、住みやすい街を一緒に作りません
か？皆さまの入団をお待ちしています。

高松市十川東町、十川西町、小村町、亀田
南町
【屯所位置】
高松市十川西町299-10

当分団は高松市東部に位置しています。東隣に三木町と接した高松長尾大内線沿いにあり、商業施設も充
実し住みやすい地域です。私たちは「地元愛の気持ちでこの街は自分たちが守る」の思いで活動していま
す。地域の行事などを通じて地域住民の方たちと親睦を図り、団員同士が協力しあって有事に備えていま
す。また、定例会や親睦会で団員同士の交流も深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
十河分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

2台

28名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

今年度の分団の活動テーマは「いざという時に役立つ、普
段使いにも役立つ【ロープワーク】」です。訓練に参加した
団員は「もやい結び」「バタフライノット（中間結び）」「自在
結び」などを習得しました。また、分団として地区コミュニ
ティが主催する自主防災訓練に参加し、簡易担架や土のう
の作成、消火訓練、AEDの使い方、応急処置などの指導を
行っています。さらに、年に1回は分団独自で林野火災を想
定した中継送水訓練を実施し、年に数回ある市内消防団
の合同訓練にも参加しています。

地区の防災訓練や避難訓練に参加されている
皆さまは本当に防災意識が高く、真剣に取り
組む姿がとても印象的です。ともに学習できる
機会をいただき、感謝しています。
ほとんどの団員が会社勤めで、昼間不在の中
での火災などの発生時には、団員LINEにて出
動可能人員が即座に分かるようにしています。
消防団には、市内の他町からでも入団できるよ
うになりました。消防団に少しでも興味、関心
のある方はぜひ入団してみませんか？

高松市東植田町、菅沢町
【屯所位置】
高松市東植田町2026-12（1部屯所）
高松市東植田町3451-1（城　屯所）
高松市菅沢町宮の谷338-1（菅沢　屯所

私たちの地元には公渕森林公園があり、城池と公淵池周辺には季節それぞれに花木が咲き、行楽期や週末
にはたくさんの方々が訪れます。水と緑に囲まれてのんびり育った我々団員は、ほとんどが農家か実家が農
家です。年の差はあれど皆が顔見知り。祭りなど町ぐるみでなんでも参加するのが私たち東植田分団です。
それぞれが自分の仕事を抱えながらにはなりますが、今後もさまざまな活動に楽しんで参加していきたい
と思います。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
東植田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

23名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

火災時の消火活動の他、大雨などの警報発令時に
は、屯所で警戒態勢をとりながら住民への注意喚起
の広報活動を行っています。年２回の火災予防の広
報、スムーズな行動のための車両および備品点検な
ども大事な活動の1つです。地域の要請を受け、自主
防災組織の防災訓練への参加、また市消防団とし
て、近隣分団と連携して行う林野火災訓練にも参加
しています。

当分団は欠員が多く人員不足のため、地
域の要望に応えきれていないのが現状
です。仕事のほかに消防団活動を行うこ
とはなかなか難しいかもしれませんが、
団員として行動するための知識、技術は
必ず役に立つことばかりです。家族、そし
て地元のためにも、あなたの消防団への
入団を待っています。

高松市西植田町、池田町
【屯所位置】
高松市西植田町3039-2（1部屯所）
高松市西植田町7972-4（神内屯所）

山と田畑に囲まれたこの地域では、団員はほとんどが会社員であり、平日の日中はほぼいません。そのため
火災発生時にはどうしても初動が遅くなります。OBや住民の助力に大変助けられていますが、対応策を常
に検討中です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
西植田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

27名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

火災時の消火活動のほか、梅雨時期や大雨の際にはパ
トロールや屯所での待機を行います。また春と秋、年末
年始には火災予防運動として管内を巡視し注意喚起
を行います。日常的な活動として、毎月１日に定例会を
開催し、備品器具の点検、情報共有や今後の予定の確
認を行っています。また、冬季を除いて、実際に放水が
出来るよう自主的に訓練をするほか、防災リーダーとし
て、地域の防災訓練にも参加しています。

消防団活動の良いところは、地域に信頼
できる仲間づくりができることです。あ
なたも消防団員の一員となり、「自分た
ちのまちは自分たちで守る」ための活動
をしませんか？皆さまの入団をお待ちし
ています！

高松市郷東町、鶴市町、飯田町、香西東町
【屯所位置】
高松市鶴市町651

私たちは、高松市の西部に位置する弦打地域を拠点に活動しています。2つの大きな川に挟まれ、また北側
には海に面していることから、河川氾濫や津波・高潮など多くの自然災害が発生する危険性が高いため、団
員が地域の災害特性を学びあい、備えています。当分団には「自分たちの地域は自分たちで守る」との強い
思い・使命感で集まった愉快な仲間たちが集まっています。普段の職種がさまざまなうえに、20代の団員も
多く加わっているので、幅広い話題で盛り上がり、楽しく交流しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
弦打分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

31名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

火災に備え、毎月2回の車両や機器の点検を行い、秋
や年末には火災予防運動として夜間巡回を実施して
います。また、地域の防災訓練や夏祭りでの消防車
展示などにも参加し、子どもたちとの交流も図って
います。災害時の活動に加え、日常的な訓練や予防
啓発活動にも力を入れており、年始の出初式では一
斉放水訓練などで訓練の成果を披露しています。

私たち消防団は「自分たちのまちは自分たち
で守る」をモットーに活動しています。地域の
皆さまとの交流を深めながら、皆で大切なま
ちを守れたらと思っています。昨年は新しい団
員も加わり、一緒に鬼無の安全を守っていま
す。あなたも私たちと一緒に活動しませんか？
入団や活動についての質問は随時お受けして
いますので、お気軽にお問い合わせください。

高松市鬼無町、亀水町、生島町、植松町、神
在川窪町、中山町、香西北町、香西西町、香
西東町、香西本町、香西南町、郷東町、鶴市
町、飯田町、国分寺町
【屯所位置】
香川県高松市鬼無町佐藤31-3

私たちは高松市の西側に位置する鬼無町およびその周辺地域を拠点に活動しています。団員の半数以上が
20年以上の経験を持ち、若手を引っ張っていきながら、それぞれの仕事やプライベートに配慮して役割を分
担し、活動しています。お互いによく知り合った仲間同士なので、活動時にはしっかりとした連携が取れて
いると自負しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
鬼無分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

24名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

主な訓練・活動内容は、屯所備品や消防車の点検、消火栓・
防火水槽の確認、屯所車両の清掃です。また、地域や小学
校での防災避難訓練、自治会との連携活動、水防訓練、放
水訓練のほか、春・秋の火災予防運動、年末夜警巡視、出初
め式、山林火災防御、高松市連合演習、地震対応訓練、文化
財防火訓練、津波対応訓練、救急救命講習も行っていま
す。全団員が消防車の操作や機材の取り扱いを習得でき
るよう、定期的に訓練しています。

日頃より消防団活動にご理解とご協力いただ
きありがとうございます。香西消防団は地域
のために日々頑張っています。ですが、まだま
だ地域のことで分からないこともあるので、
ご意見がありましたら、どんどん教えてもらえ
ると嬉しいです。また、消防団員の募集もして
いますので、少しでも興味のある方は気軽に
ご連絡ください。見学もお待ちしてます。

高松市香西本町、香西東町、香西西町、香
西南町、香西北町、神在川窪、郷東町
【屯所位置】
高松市香西北町37-6

団員同士、お互いを信頼し尊敬しているので、年の差関係なく言いたいことが言い合える風通しの良い分団
です。団員の奥様や友人で香西女性消防団員に入りたい方もいるほど、和やかでアットホームな雰囲気です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
香西分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

50名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

温故知新の精神で時代に合わせた活動を目指し、【かっこ
いいお父さん・次世代の人財確保】を目標に活動していま
す。災害・防災活動や基本訓練、器具の点検、参加者のレベ
ルを考慮した訓練を月ごとに実施するほか、地元小学校へ
の出前授業や奉仕活動、運動会の準備にも積極的に参加
しています。また、18名の団員が応急手当普及員養成講習
を受講し、認定を受けました。地域住民や小学校の先生方
に対しての普及活動も行っています。

消防団活動は、仕事や学業と両立して行うため、
家族や職場に負担をかけることもありますが、
活動は家族を守るための貴重な時間だと思って
います。1人の力では守れるものは限られます
が、組織の団結力や技術が家族の安全に繋がり
ます。また、異なる年齢や職種の人と交流できる
場でもあり、人脈を広げる良い機会です。先輩
方の努力が地域の安全に貢献してきたように、
今後も地域密着の活動に全力を尽くします。

高松市中山町、植松町、生島町、神在川窪
町、亀水町
【屯所位置】
高松市生島町351-4（第1屯所）
高松市亀水町458-1（第2屯所）

当分団は現在50名で活動しています。学生やIターンメンバーなど20代～30代を中心に、自主性・自発性を
尊重した訓練や地域イベントへの参加を推進しています。また、家族へのレクリエーション企画も行ってい
ます。5年・10年先を見越し、組織運営体制を従来のトップダウンからサーバントリーダーシップへと変更し
ました。年功序列を廃止し、可視化やハラスメント防止研修を実施することで、若い団員が安心して参加で
きる環境を整えています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
下笠居分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

4台

4台

66名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

当分団は、平成18年の合併により高松市消防団の一部
となっています。66名が所属する4部体制を整え、有事
の際には消防局国分寺出張所と連携し迅速に対応し
ています。災害に備え、定期的なポンプ操作や機器点
検を行うほか、演習や市の訓練にも積極的に参加して
います。地域では火災予防啓発活動や避難訓練の支
援、池堤防草焼、神社のどんと焼き、「国分寺町まつり」
花火大会での山林の延焼防止に努めています。

消防団にとって火災予防はもちろんのこと、
日常的な防災活動の推進が大切です。地元
防災団体などとの連携のもと、地域の皆さま
にも高い防災意識を持っていただけるよう
活動しています。地域の安全、安心の構築の
ため頑張っていますので、ご理解・ご協力を
お願いします。また、当消防団では新団員を
募集しています。活動に興味のある方はぜひ
ご連絡ください。

高松市国分寺町
【屯所位置】
高松市国分寺町新居546-5（第1部）
高松市国分寺町新名1321（第2部）
高松市国分寺町国分961-8（第3部）
高松市国分寺町福家甲1895（第4部）

4部それぞれ年齢層の違いや地域特性により若干の違いはありますが、幼馴染みや他団体での交流もあ
り、和気あいあいとした雰囲気で活動しています。消防活動は危険も伴いますので、常に安全確保には高い
意識を持って取り組むように留意しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
国分寺分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

3台

40名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

私たちは、火災時の消火活動や自然災害時の巡視を
行い、台風や大雨の際には河川のパトロールや土砂・
倒木の撤去を行っています。さらに、年に1回、屯所点
検後に消火栓や防火水槽の点検を実施し、地域の安
全を確保しています。また、地域の自主防災訓練にも
参加し、災害に対する備えを強化しています。地域の
安全を守るため、積極的に活動しています。

塩江分団は地域の安全と安心して生活
していただくため仕事や出事で大変な
時もありますが、団員が一致団結して活
動しています。消防団に関心興味のある
方、一緒に活動しませんか。お待ちして
います。

高松市塩江町
【屯所位置】
高松市塩江町安原下第2号1593-2（1部屯所）
高松市塩江町安原上東394-2（2部屯所）
高松市塩江町上西乙549（3部屯所）

塩江分団は高松市の南部で、町内の80％以上が山林の町です。町内3部で構成され、団員全員が集まるこ
とはなかなかありませんが、各部を副分団長がまとめています。ほとんどの団員が町内の方なので、幼馴染
や小中学校での先輩・後輩の関係で気さくに話ができる分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
塩江分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

3台

8台

107名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

消防団は火災時の消火や大雨警報時の地域巡回だ
けでなく、コミュニティーセンターの依頼や祭りの警
備活動も行っています。最近では、小学校の防災学
習にも協力しており、地域貢献の場が広がっていま
す。すべての団員が参加するわけではなく、必要な人
員に合わせて相談し、臨機応変に対応しています。

自営業や在宅勤務の会社員など、さまざ
まな職種の団員が所属していますが、全
員が「地域を守りたい」との思いを持っ
て活動しています。家庭がある消防団員
として、無理のない範囲で活動を続けら
れるよう配慮しています。消防団活動に
興味のある方は、ぜひ気軽に声をかけて
ください。

高松市香川町
【屯所位置】
高松市香川町大野1329-4（一部雪元）
高松市香川町大野632-7（一部臼井）
高松市香川町浅野234-1(二部船岡)
高松市香川町浅野826-2(二部上浅野)
高松市香川町浅野1898-3(二部道端)
高松市香川町浅野3351-8(二部実相寺)
高松市香川町川東上1659-1(三部川東)
高松市香川町川東下765-7(三部川東下)
高松市香川町東谷870-10(四部東谷)
高松市香川町安原下第3号188-2(四部安原)

私たちは高松市南部の香川町で、10ヶ所の屯所を通じて地域を守っています。メンバーの年齢層は20代前
半～60代までで、公務員や会社員、専業農家などの自営業者も所属しています。町外から引っ越してきた方
や近所付き合いやお祭り、学校の保護者のつながりを通じて入団した若者も多くいます。各屯所で行う月
1回の器具点検では、地域ごとに複数の屯所が集まり、メンバー同士のコミュニケーションを図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
香川分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

2台

39名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

毎月10日に各屯所でポンプ車や可搬ポンプの放水
訓練と点検を行い、火災予防週間では管内で広報活
動を実施しています。香南地区の夏祭りや花火大会
では警戒や散水、終了後の処理を担当し、11月の「ま
ちづくりフェスティバル」では防災コーナーで消火器
やAEDの取り扱い指導を行います。また、年末夜警
で広報活動を行い、災害時は屯所に待機し被害状況
を確認しています。

私たちの地域では、自警団（岡地区）の
協力のもと、地域住民が安全に過ごせる
よう消防活動に取り組んでいます。大切
な家族や仲間を守るためには、防災意識
の向上と地域のコミュニケーションが重
要です。これを伝え、実践するのが消防
団の役割であり、共に活動していただけ
る仲間が増えることを願っています。

高松市香南町
【屯所位置】
高松市香南町由佐1402-12（一部屯所）
高松市香南町池内522（二部屯所）

香南分団は高松空港北側に位置し、1部（岡・由佐・横井・吉光地区、20名）と2部（池内・西庄他地区、19名）で
活動しています。年齢や職種はさまざまですが、地元の方や新規移住者も含め、互いに親しみを持ち、和や
かな雰囲気で活動しています。年に1度、1部と2部が交代で1泊2日の旅行や交流行事を実施しており、これ
らは自費・自由参加で行われています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
香南分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

5台

7台

87名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

月に1回、各屯所にて消防車両や各機材、資機材の点
検をしています。6月と７月には、各部で消防署にて、
機関員訓練及び中継送水訓練を行っています。１月
は方面隊での林野火災を想定し、送水の勢いを保つ
ためにホースを連結させて延長する中継送水訓練を
行っています。

団員のほとんどが会社員で、日中の災害
には消防団だけでは対応できないので、
自主防災の方や、自治体の人たちに協力
してもらったり、新団員の加入をお願い
したりしています。

高松市庵治町
【屯所位置】
高松市庵治町6393-5（庵治支所）
高松市庵治町868-1（才田）
高松市庵治町6384-43（浜）
高松市庵治町6368-28（王ノ下）
高松市庵治町5385-4（竹居）
高松市庵治町4511-20（鎌野）
高松市庵治町1088（北村）
高松市庵治町4083（宮東）
高松市庵治町2290-1（松尾）
高松市庵治町2914（高尻）
高松市庵治町333-2（湯谷）
高松市庵治町6391-17（深間）

私たちは、高松市の北側に位置する庵治地域を拠点に活動しています。庵治町は沿岸地域にあり、台風や高
潮の災害が多い町なので、いつでも出動ができるように準備しています。 団員一同、一生懸命に訓練をして
います。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
庵治分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

4台

4台

80名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

牟礼町内での火災や風水害への対応をはじめ、夏の
「おいでまい祭り」花火大会の警備、池の草焼き警戒、
地元小学校での防災訓練など地域活動にも参加して
います。月2回の車両や資機材点検時には、若手団員
への技術継承も行っています。訓練としては、市総合
防災訓練や8方面隊による中継送水訓練、牟礼分団
の訓練、普通救命講習会などが実施されています。

今、高齢化が進み若手団員の減少、団員が少
ない現状となっています。消防活動は人命に
関わる大切な活動です。団活動の維持はもち
ろんですが、そのためには団員数の維持は必
要不可欠だと思います。安全、安心して暮ら
せる町づくりのためにも、住民の方々からの
理解と協力が必要となっています。ぜひ、消
防団員の入団を勧めていただき、みんなで自
分たちの町を一緒に守っていきましょう。

高松市牟礼町
【屯所位置】
高松市牟礼町原766（1部屯所）　
高松市牟礼町大町1459-2（2部屯所）
高松市牟礼町牟礼3029-1（3部屯所）
高松市牟礼町牟礼1118-1（4部屯所）

さまざまな職種や年齢層の違う団員が集まり、皆それぞれの考えを持っていますが、点検などで情報交換
をし、訓練などを通じて団員同士の交流を図っています。活動することで物事に対する視野や知識が広が
り、人として成長できる事を期待して、一緒に活動できることを大切にしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
牟礼分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

38名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

私たちは、定期的な救命講習や防災訓練での指導、
啓発劇、ひとり暮らし高齢者宅の防火診断、消防連合
演習や消防出初式への参加、広報啓発活動を行って
います。活動は平日や週末に行われ、各自の都合に
合わせて交代で参加しています。また、年に数回全員
で集まり勉強会を開催し、今後は防災デイキャンプ
など実践形式の勉強会も予定しています。

大切な人の命を守るため、いざという時のた
めに、救命講習を受けてみませんか？救命講
習では、突然の病気で心臓が止まって倒れた
人や、大けがをしている人を見つけた時、どう
したらいいか…。心肺蘇生やAEDの使い方、
止血法など、救急車が到着するまでの間、命
をつなぎとめる応急手当の方法を身につけ
ることができます。

高松市内全域

現在、38名の団員が所属しています。20代～60代と幅広い世代ですが、和気あいあいとしています。活動
範囲、居住範囲が高松市内全域なので、全員で集まる機会も少ないため、集まった時は同窓会のように話が
弾んでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団
広報指導分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

41名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

機能別分団である「香川大学防災サポートチーム」
は、大規模災害時に情報伝達、応急救護、物資配布や
管理を行い、避難所運営を支援するために設立され
ました。学生や教職員で構成され、平常時は避難所
運営や炊き出し訓練を行い、災害時を想定した活動
に取り組んでいます。また、防災イベントにも参加し、
耐震実験や防災グッズの説明、避難訓練のサポート
を通じて、防災意識の啓発を行っています。

被災地でのボランティア活動を通じて、地元
の消防団の力を知り、私たちもその一員であ
ることに誇りを感じています。地域の皆さま
とともに、災害に強いまちを目指していきた
いと思っています。あなたも消防団員にな
り、いざという時に頼りになる存在になって
みませんか？また、防災イベントなどで見か
けた際はぜひ声をかけてください。今後とも
よろしくお願いします。

高松市内全域

私たちは、学年や学部を超えたつながりがある組織で、活動には協力が欠かせません。参加する中で自然に
団員同士の絆が深まり、先輩から後輩へと知識や経験が受け継がれています。地域の役に立ちたい、防災
を広めたいなど、団員それぞれが思いを持ちながらも、誰もが楽しみながら活動に参加しています。組織内
は明るい雰囲気に包まれており、団員同士の関係は強く、和やかな環境で活動が行われています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団 機能別分団
（香川大学防災サポートチーム）



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

8名
分団データ

〒760-8571 香川県高松市番町1丁目8－15

087-861-2503

soumu_119@city.takamatsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（高松市消防団事務局）

消防出初式や防災訓練など、年間約5回行事が予定
されています。具体的な活動として、津波警報発令時
に高松大学や高松短期大学への避難者誘導を行い、
指定避難所が開設された際には運営支援を行いま
す。また、平常時には消防出初式や防災訓練などに
参加し、防災活動に取り組んでいます。

南海トラフ地震などの大規模災害の発生を想
定して、高松市指定避難ビルである高松大学・
高松短期大学へ徒歩で避難して来られた地区
住民の方々を誘導する訓練やAED実施、土のう
設置、ロープの結び方、水消火器の使い方など
を学んでいます。このような取り組みに参加す
ることで、個々の学生の防災意識の向上はもち
ろんのこと、地域コミュニティの活性化や地域
防災力強化の一助となれたらと考えています。

高松市内全域（主に春日地区、古高松南地
区等の大学周辺）

高松大学生および高松短期大学生を構成員として活動しており、今後発生が予想されている南海トラフ地
震などの大規模災害時に、避難所運営支援などの特定の活動を行い、高松市消防団の活動を補完する目的
で結成しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

高松市消防団 機能別分団
（高松大学防災サポートチーム）



丸亀市
平成17年3月22日に旧丸亀市、綾歌町、飯山町が合併して新丸亀市が誕生しまし
た。香川県の海岸線側ほぼ中央に位置し、瀬戸内海には本島、広島、牛島、手島、小
手島の5つの有人島があります。また、飯野山（讃岐富士）や県内唯一の一級河川・
土器川など、豊かな自然に恵まれています。市の中心には丸亀城があり、自然と歴
史が調和した田園文化都市として重要な役割を果たしています。さらに、伝統産業
であるうちわの製造が盛んで、その生産量は全国の9割を占めています。

毎年２回、春季・秋季火災予防運動として、
消防署員と消防団との合同で火災防ぎょ
訓練を実施しています。

★女性団員も積極的に資格を取得し、活動に取り組んでいます！
★機能別消防団員のほか、休団制度の設定など消防団員の確保に努めて
　います。
★消防団の未来を担う若手団員と一緒に、消防団の加入促進や組織の
　活性化について意見交換を重ねています。
★消防職員と一緒に消防フェスタに参加し、放水体験、防火紙芝居などを
　行いました！

丸亀市TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【第11分団】
有家 仁孝さん
【第11分団】
有家 仁孝さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
消防団では、地域全体を見守りながら防災や消火活動を行っています。特に印
象的だったのは、平成14年に丸亀市本島町で発生した林野火災の消火活動で
す。深夜に非常招集され、臨時便で本島に向かい、島に近づくと大量の灰が降
る中、燃え盛る火を目の当たりにしました。6日間にわたって消火活動が続き、
現場では仲間と共におにぎりと水を手に、昼夜を問わず奮闘しました。

■消防団活動の魅力は何ですか？
消防団団員は小学校区内の自治会単位で構成され、困ったときに助けてくれる仲間がいま
す。地域に貢献できることはもちろんですが、住民同士や仲間同士の絆を深められる点が大
きな魅力です。また、防火訓練で子どもたちから「パパ格好いいね」と言われる瞬間や、災害
時に地域の皆さんに貢献できていることを実感したとき、大きなやりがいを感じます。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

署団合同訓練
毎年、消防技術の向上を目的に操法を行い
ます。

消防団消防訓練大会
消防団員加入促進や住宅用火災警報器の
設置率向上など、消防に対する住民の理解
促進を目的として実施しました。

消防フェスタ

消防団活動は、地域に密着した貢献活動として、非常に明確な役割を持ってい
ます。そのため、「地域のためになることをしたいけど、何をすればいいか分か
らない」と考えている方には、とてもぴったりな活動ではないでしょうか。地域
を守ること、自分自身を守ることを学び、共に成長していきましょう！

香川県全域MAP

丸亀市



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

32名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

火事が発生した時の消火活動はもちろんのこと、避
難誘導なども行います。また、台風接近時には地域
を巡回し、被害程度を把握するほか、土のう積みや排
水処理などにも対応しています。また、地域防災訓練
にも積極的に参加し、地域の皆さまの防災意識も高
められるよう、指導に取り組んでいます。

管轄の地域は、高齢化および過疎化が
進んでいる地域です。地域の安全を守
り、安心して暮らすためには、消防団の
活動が必要不可欠です。消防団員の一
員となり、活動してみませんか。皆さまの
入団を心よりお待ちしています。

風袋町、瓦町、葭町、米屋町、松屋町、魚屋
町、宗古町、西平山町、港町、通町の一部、
一番町、富士見町、土居町、城東町、御供所
町、北平山町、大手町
【屯所位置】
丸亀市御供所町2-18-12

団員同士の年齢が近いこともあり、和気あいあいとした雰囲気で団結しています。団員のほとんどが会社
員なので、有事の際、すぐに召集するのは難しいのですが、団員たちは「地域は自分たちで守る」という思い
で活動しています。絆を高めるため、ときどき旅行などを行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

32名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

出初式や消防訓練大会に向けた自主訓練、風水害対
応の水防技術講習会に積極的に参加しています。ま
た、地域の自主防災訓練やお祭りなどのイベント警
備にも協力し、地域支援と住民とのコミュニケーショ
ン作りを大切にした活動を行っています。

近年、火災はもとより異常気象による自然
災害が他県では多く見られております。丸
亀市は比較的自然災害が少ない土地柄で
ありますが、2003年8月の台風16号による
高潮により活動地域に大きな被害が出て
おります。 今後訪れるであろう災害に対応
出来るよう、分団員一同の意識を統一させ
消防団活動に注力しております。

丸亀駅周辺、商店街、丸亀城西側を含め
た、城乾・城西地区
【屯所位置】
丸亀市幸町1-10-9

分団には、いろいろな職業を持った幅広い年齢層の団員で構成されていますが、団員間の親睦を高める慰
労会時や訓練時には、笑い声がよく聞こえています。分団では【皆が集まる楽しい会】をモットーにしてお
り、賑やかに楽しくかつ、規律ある志を持った団員が大勢集まっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

8台

36名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

年間を通じて、春秋の火災予防訓練、消防訓練大会、
年末特別警戒、各班によるポンプテストや資材点検
を実施しています。活動地域が離島にまたがるため、
団員が集まる際には、季節や地理条件に応じた火災
対応について常に話し合っています。

過疎高齢化の進む地域で団員も高齢化
しており、移住を検討されている方には
ぜひ私たち「第3分団」の活動にも興味
を持っていただきたいです。ベテラン団
員さんとのコミュニケーションからは、
消防団活動による島の守り方だけでな
く、「島で暮らす極意」を楽しくたくさん
学べます。

丸亀市広島町、広島町小手島、手島町
【屯所位置】
丸亀市広島町江の浦373-3

私たちは丸亀市にある広島、小手島、手島の9地区で構成されています。過疎高齢化が進むなか、若い移住
者の団員も増え、ベテラン団員とともに仲良く活動しています。離島という地理条件から、消火活動や救急
搬送では団員が主力となり、「自分たちの地域は皆で協力して守る」という強い思いを持っています。団員
同士が支え合い、温かい雰囲気の中で活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

23名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

私たちは、丸亀市のお城まつりなどのイベント警備
や、城坤・城乾コミュニティのふれあいまつりなど区
域内のイベント警備に参加しています。また、こども
園や小学校での消防教室を通じた防災啓発活動に
も取り組んでいます。さらに、消防訓練大会、年末特
別警戒、出初式のほか、各種研修や訓練にも積極的
に参加し、地域の安全に貢献しています。

こんにちは！第4分団です。消防団は皆
さんにとってなじみがあまりないかもし
れませんが、それは我々が日ごろから防
災活動に努めているからこそだったりし
ます！街で見かけましたら気軽にお声が
けください！

蓬莱町、新浜町、前塩屋町、塩屋町、今津
町、中津町、天満町、昭和町
【屯所位置】
丸亀市新浜町2-6-3

当団には、年配のベテランから20代の若手まで幅広い年齢層が在籍しており、気さくで話し好きなメン
バーが多いため、すぐに打ち解けられます。職種や経歴も多様で、日常の会話を通じてさまざまな人生経験
や価値観を共有でき、視野が広がります。お互いのライフスタイルを尊重し合いながら活動しているため、
行事や訓練も無理なく参加できます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

23名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

火災や風水害への出動、行方不明者の捜索、操法大
会に向けた訓練、年末警備など、地域の安全を守る
ための活動を行っています。また、丸亀お城まつりや
消防フェスティバルでの警備、水防技術講習会や火
災予防訓練、地元神社の秋祭りやふれあいまつりの
駐車場警備など、地域イベントへの協力も積極的に
行っています。団員は日々地域防災に取り組んでい
ます。

消防団員は皆仕事をもった一家の大黒柱で
あり、消防団活動は地元・地域の人々の危機
を救う大事な務めと考えています。それによ
り団員は、社会的な信用が高まるものです。当
分団の団員は年齢層や集落がさまざまです
が、年配の方や若い方が互いに協力しあう姿
は、見ていて微笑ましいものがあります。皆さ
んも歴史ある地域の出身です。地域の発展の
ために、私たちと一緒に一汗流しましょう！

金倉町、新田町、中津町
【屯所位置】
丸亀市金倉町1562-6

戦後間もなくから5分団の屯所は金倉川の土手の上にあり、何かあれば住民は金倉川の土手を思い浮かべ
てきました。この度屯所が管轄地域の中心部に移り、出動しやすくなりました。当分団は市内でも比較的早
くに結成された分団で、常に消火体制の強化を求められています。分団には農家出身の団員が多く、集落
内の協力関係の経験をしており、団員同士の連携を盛り立てています。仲が良く、若手団員は先輩を見習
い、年配団員は若い感性を取り入れようとしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第5分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

39名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

火災時の消火活動や自然災害時の避難誘導・救助な
どの災害現場で活動するほか、全団員参加行事とし
て、操法訓練大会や年末特別警戒、出初式などがあ
ります。また、春と秋には署・団合同の火災予防運動、
方面隊ごとの広域災害を想定した合同訓練、保育園
などでの避難訓練や地元コミュニティが実施する防
災訓練などもあり、これらは仕事やプライベートの都
合などを考慮し参加可能な団員が活動しています。

プライベートの時間が制約され大変な
こともありますが、活動を通じてさまざ
まな防災知識が身につくことで、有事の
際、大切な家族や身近な人、地域の安心
と安全を守ることができます。学生時代
の部活動感覚で、私たちと一緒に地域
の防災活動に参加しませんか。皆様の入
団をお待ちしております。

丸亀市柞原町、山北町、田村町、原田町、原
田団地
【屯所位置】
丸亀市山北町202-3

当分団の主な活動区域は城南校区です。さまざまな職種・年齢の団員が所属しており、職場や家庭で得ら
れない情報交換の場になっています。また、当分団では令和5年度から親睦会を発足し、自由意志のもと、
各行事の慰労を兼ねた食事会や研修が行われています。これにより、団員同士のコミュニケーションの促
進が図られ、階級差、年齢差関係なくフレンドリーな雰囲気で活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第6分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

6台

30名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

毎年3月と11月の火災予防週間に寺社や雑木林など
で、池や防火水槽、消火栓など実際の出動状況に応じ
た訓練や水利の確認を行います。丸亀消防職員が島
に到着するまでの初動対応は分団に委ねられている
ため、先着班と後続班との連携や現場把握を重視し、
トランシーバの運用訓練を実施します。また、数年に1
度は山火事を想定した長距離中継放水訓練や特船を
用いた消防器材の搬送訓練も行っています。

島という環境において、地域の安心、安全を守
る活動には消防団のような活動が不可欠で
す。また、団員の仕事がら全員が何時もいると
は限りません。むしろいない時のほうが多いか
もしれません。このような状況の中、消防団活
動にご理解いただき、自分たちの島は自分が
守るという気持ちを少しでもお持ちの方は、
ぜひ消防団員への入団をお願いします。

本島（6.75K㎡）、牛島（0.70K㎡）　丸亀
港から約10Km沖の2島
【屯所位置】
丸亀市本島町泊410-1

団員の減少（現在30名）と高齢化（半数が60歳以上）という状況の中、災害時には自分たちしかいないと言
う思いで互いに助け合いながら１人多役で活動しています。年齢層も20代～70代と幅広いので、お互いを
配慮しながら団員同士の関係が良好に保てるよう研修旅行や交流会を行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第7分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

30名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

当分団では地元の溜池・道池から讃岐富士(飯野山)に
向けての放水訓練を実施しています。かなりの水圧に
耐えながらの放水訓練は、体力・気力・協力のもとに成
り立っていますが、住民の皆さまの生命・財産を守るの
は、分団の使命と団員全員が理解し、活動しています。
また、子どもたちに消防団の活動に親しみを持ってもら
うため、消防車両に乗ってもらい、消防署員・消防団員
の気分を楽しんでもらうなどの活動を行っています。

東京から丸亀市川西町の祖父母の家に
移住して入団してくれた若い団員がいま
す。古くから川西町にお住いの方はもち
ろんのこと、新しく川西町に住まわれた
方も、ぜひ第8分団に入団いただき、消
防団活動を通じて地域を知り、新しい友
だちを作りましょう！

丸亀市川西町全域
【屯所位置】
丸亀市川西町北145-6

20代～60代までの30名の団員で組織されています。団員にはそれぞれ仕事・家庭環境など境遇が違いま
すが、団員相互に理解を示し、助け合いながら活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第８分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

42名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

春・秋の火災予防訓練や広報活動に加え、2023年度
には能登半島地震の惨状を受け、丸亀市消防団第2
方面隊の合同訓練を実施しました。入団5年未満の
団員を中心に、水を引き上げての放水訓練、大木の
切断訓練、消火栓キットの操作訓練など、災害発生
時に必要な対応を団員同士で考えながら訓練を行
いました。この訓練は、非常に有意義なものとなり、
団員たちにとって貴重な経験となりました。

土器川下流域地域に位置する第9分団
は、南は双子山から北は瀬戸内海、東は
青の山までの広範囲を42名の団員で
守っています。今年は消防団活動を理解
してくれた若い団員が5名も入団してく
れました。大変うれしい限りです。この機
会にあなたの入団も心からお待ちしてい
ます。

丸亀市土器町全域
【屯所位置】
丸亀市土器町東7-160　土器コミュニ
ティセンター隣接

当分団では、大工・左官・ペンキ・解体など団員だけで家を建てられるほどのプロの職人たちが所属してい
ます。何か問題が発生した際にも団員全員が力を合わせての解決能力は、丸亀市内消防団No.1分団だと自
負しています。いざ災害が発生した際の指揮命令系統は保持しつつも、笑顔いっぱいの第9分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第9分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

42名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

5月の連休明けから毎週月曜日に防火宣伝を行い、
11月初旬には地域のふれあい祭りで放水訓練を実
施します。11月末の連合自治会との合同防災訓練で
は、AED研修や簡易担架作成、初期消火訓練、ロープ
ワーク訓練などを行うほか、2月には各班でため池の
草焼き後の消火活動も実施します。また、子ども園
の依頼に応じて放水訓練や防災の重要性を伝える
活動も行っています。

我々消防団は、災害発生時以外にも幅広い
活動を行っています。春と秋の消防署・消防
団合同の火災予防訓練のほか、10分団では、
数年前に火災が多く発生した5月の時期に
合わせ、毎週月曜に火災予防運動を実施し
ています。「自分たちの町は、自分たちで守
る」という信念のもと、女性消防団2名を含
む団員42名が、一致団結して郡家校区を
守っていく次第です。

丸亀市郡家町・三条町全域
【屯所位置】
丸亀市郡家町798-4

昭和62年10月、全国消防操法大会に出場し、準優勝を果たしました。練習は5月から約6カ月間ほぼ毎日行
い、仕事後でも団員の半数以上が出席し、励まし合いながら頑張りました。現在、その当時の団員はほとん
どいませんが、毎年の操法大会練習では、約20日間にわたり7割以上の団員が協力し、好成績を収め続けて
います。当時の団結力と協力精神は今も分団に受け継がれています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第10分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

41名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

毎年2月に土手の除草・焼却作業後、各地区の団員が
放水を行い、火災防止と消防車やポンプ操作の訓練
を実施します。また、5月には3週間の消防操法訓練
も行われます。台風や大雨時には屯所で待機し、川
の増水や土砂崩れへの警戒、土のう積みなど災害対
策に備えます。さらに、町内のこども園や老人施設で
の防火訓練や、地域行事に合わせた防災活動にも積
極的に参加しています。

分団では、ワークライフバランスをもとに団員
活動・家庭・仕事の調和を図るため個々の都合
を確認しながら活動しています。多くの団員は
町外で勤務しており、火災発生時になかなか集
まれないのが現状ですが、それでも地域貢献
活動の一環と考え、1回でも多く出動できるよ
う心がけています。現場では非日常的な場面
にも出くわして、ドキドキすることもあります
が「田舎のヒーロー」になった気分で、活動を
行っています。皆さんも少しだけ地域のために
活動してみませんか。

丸亀市飯野町全域
【屯所位置】
丸亀市飯野町東分2331-1

当分団には20代～60代まで幅広い年齢層が所属しており、2年に一度は全員で研修旅行を実施していま
す。旅行のない年でも団員同士で出かけるなど、仲の良い分団です。また、ゴルフ同好会があり、3か月に一
度開かれるコンペには元団員も参加するなど、長年築かれた良好な人間関係が続いています。年末特別警
戒では各班が防火啓発活動に取り組むとともに、団員同士の親睦も深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第11分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

38名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

新年の消防出初式をはじめ、年2回の一斉火災予防
週間に防災訓練を実施しています。また、夏季や春季
には操法訓練大会に参加し、町内で火災予防パレー
ドを行います。年末火災予防週間には夜警巡視を行
い、さらに台風などの暴風雨による河川氾濫の恐れ
がある際には対応にあたっています。

まだまだ定員には余裕があり、新規分団
員絶賛募集中です。お気軽に問合せくだ
さい。

市内中南部　垂水町周辺
【屯所位置】
丸亀市垂水町1345-6

大会に参加する際は、一丸となって良い成果を目指し、真剣に取り組んでいます。積極的に機関員講習など
でスキルアップを図る指導を行い、「真剣かつ確実に」をモットーに活動しています。平均年齢40代前半の
比較的若いメンバーで、定期的な交流会も大切にしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第12分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

4台

34名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

消防団は火災や梅雨時、台風の際に消防署からの要請
で出動し、年末には特別警戒として夜間巡回を行いま
す。毎年消防訓練大会に参加し、消防操法の訓練を重
ねています。また、地域行事として防災訓練やコミュニ
ティまつりにも参加しています。活動への参加は強制で
はなく、仕事や個人的な用事で難しい場合は、参加でき
る団員で調整して対応しています。団員の協力により、
地域の安全を守る重要な役割を果たしています。

現在団員の定数割れが起きています。地
域の安全を守り安心して暮らすために
は、消防団の活動が不可欠です。消防団
活動に関心のある方の入団を心からお
待ちしています。

丸亀市綾歌町岡田地区
【屯所位置】
丸亀市綾歌郡岡田下518－1（中央屯所）
丸亀市綾歌町岡田上990－1（赤坂屯所）

私たちは、丸亀市の南側に位置する岡田地域を拠点に活動しています。団員の年齢層として、若手の20代が
いません。30代～60代の構成となっています。操法訓練や年末警戒、出初式などの行事で団員間の交流を
行い意思疎通を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第13分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

2台

18名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

火災発生時に消防団の出動要請があれば、出動可能
な団員が屯所に集まり、消防車で現場へ向かいま
す。現場では消防署と連携し、放水や避難誘導、残火
処理などを行います。また、台風などの水害時には土
のうを作成し、取りに来られない高齢者の自宅へ運
ぶなど、栗熊地域の安全と安心を確保する活動にも
取り組んでいます。

これからもこの田舎で豊かな暮らしが
営めるように、この素晴らしい栗熊とい
う地域を私たちと一緒に守っていきま
せんか？消防活動を通して、1人ひとりの
つながりを広めていきましょう。

丸亀市綾歌町栗熊　全域
【屯所位置】
丸亀市綾歌町栗熊西1634－1
（綾歌市民総合センターの東側）

毎月第1日曜日の午前8時半から30分ほど、活動区域の栗熊西にある土路池（ため池）の堤防で分団配備の
ポンプ車などによる放水を行い、団員1人ひとりの技術向上を図っています。少子高齢化の進む栗熊地域の
住民が、これからも安全・安心で、豊かな暮らしが続けられるように、消防団活動を行ってみませんか。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第14分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

24名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

火災時の消火活動に加え、隣接地域からの応援要請
への対応、豪雨などによる河川の氾濫に備えた警戒
活動を行っています。また、春と秋の火災予防週間に
合わせて消防署と消防団の合同訓練や防災訓練に
も参加しています。年始の出初式や操法大会の訓
練、毎月の消防車両や機器の点検、年末の特別警戒
も活動の一部です。なお、これらの活動は強制ではな
く、各自の都合に応じて参加しています。

私たちは、「自分たちの生まれ育った町は自分
たちで守る」の志のもと活動しています。消防
団の活動は危険なイメージがありますが、火災
などの有事の際には、消防署の現着が早く、消
防団は主に消防署の後方支援が主になってき
ています。消防団に関心のある方、入団してみ
ようかなぁと思っている方、女性の方も大歓迎
ですので、気軽にお声掛けください。消防団の
車両などが最新型にアップグレードされるの
を見るのも楽しいですよ。

丸亀市綾歌町富熊　全域
【屯所位置】
丸亀市綾歌町富熊1000-2 (東沖屯所)

当分団は、団員の年齢･職種･キャラクターなど幅広く、誰とでも分け隔てなく、言いたいことが言い合える
仲間たちです。ピリピリする時もユルい時もありますが、有事の際には連携がとれて即応できる分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第15分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

2台

49名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

分団の主な活動には、5月の操法大会、10月の秋季
火災予防運動合同訓練、1月の消防出初式、2月の秋
季火災予防運動合同訓練があります。各小隊では定
例会を開き情報交換を行うほか、放水訓練も実施す
るほか、地域住民と連携し、春秋の草焼きでは残火
処理を担います。また、親睦旅行で県外の消防施設
を見学し、団員同士の親睦を深めています。

団員のほとんどが会社員であることから、日
中の災害に出動できないことも多いですが、
全員飯山町で生まれ育ってきた地域愛の強
い団員ばかりです。南海トラフを起因とする
大地震が予想されている今、あなたも消防団
員の一員となり、「自分たちの町は自分たち
で守る」ため、私たちと一緒に活動しません
か。皆さまの入団心よりお待ちしています。

丸亀市飯山町西坂元、真時、川原、東坂元
を活動範囲としています。
【屯所位置】
第一小隊：丸亀市飯山町川原983-3
第二小隊：丸亀市飯山町東坂元923-2
第三小隊：丸亀市飯山町東坂元3470
第四小隊：丸亀市飯山町西坂元996-1

私たちは４小隊で構成され、丸亀市の東北に位置する飯山町を拠点に活動しています。また、山林から平野
地まで立地条件の違う地域なので各団員が協力しながら活動を行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第16分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

2台

35名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

丸亀市で行う消防訓練大会、年末警戒、春の防火訓
練に参加するほか、地元の防災リーダーとして飯山
南コミュニティ主催の地元自治会を対象とした避難
訓練・消火訓練などに参加しています。また飯山南小
学校５年生とその保護者を対象とした防災訓練の指
導も行っています。

消防団がどんな活動をしているか、その夢と希望と熱意に
ついてはほかの分団がたっぷりと紹介してくれていますの
で、私たちはちょっと違う視点から。『護身術』ってあります
よね。暴漢に襲われたときに自らの命を守るために身に着
けておく技術です。これを知っているのと知らないのとで
は、いざという時の安心感が全く違うのはご理解いただけ
るかと。災害時に身を守る『消防技術』や、火を消す技術、
安全にロープを結ぶ技術、洪水を防ぐ技術、心配蘇生法な
ど、消防団では、災害によるピンチを切り抜け、生きるため
の技術を学べます。技術があれば、自分や大切な家族、友
人の命、さらに大勢の人を助けることができるでしょう。各
消防団の担当エリアにお住まいの方や勤められている方
のご参加を全分団、心よりお待ちしています。

丸亀市飯山町南地区（上法軍寺・下法軍
寺・東小川）
【屯所位置】
丸亀市飯山町上法軍寺1167-5
（上法軍寺屯所）
丸亀市飯山町下法軍寺711-1
（下法軍寺屯所）
丸亀市飯山町東小川1259-2
（東小川屯所）

当分団の担当エリアは、「飯南の桃」で有名な丸亀市飯山町の南部です。上法軍寺・下法軍寺・東小川の大字
ごとに小隊があり、令和６年４月現在、35名で活動しています。どんな組織も結局大切なのは「人」です。当
分団は「良いヤツ」ばかりで「ええ感じ」でいつもやってます。定期的に団員交流会を行っているので、団員
相互の意思疎通もばっちりです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 第17分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

28名
分団データ

〒763-0034 香川県丸亀市大手町3丁目1-37

0877-25-4003

shobosomu-k@city.marugame.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（丸亀市消防団事務局）

私たちは団員の大半が応急手当指導員の資格を持ち、会社
や地域の防災訓練で胸骨圧迫の方法やAEDの使い方など
を教えています。今後は全団員が応急手当指導員の資格を
持つことを目指しています。また、子どもたちの防災意識向
上のため、幼稚園やイベントで防災紙芝居や防災クイズを
行っています。１枚１枚手書きで紙芝居を作り、楽しく防災
のことを知ってもらえるように工夫しました。そのほか消防
団行事の出初式や訓練大会にも参加しています。

「私たちの町は私たちで守る」の精神のもと
に集まったのが、女性消防団です。女性消防
団て何だろうと思っている方もいるかもしれ
ませんが、全員が何か地域の役に立てればと
思っています。団員は丸亀市内の各地区に数
名ずつおり、地域の防災活動に参加している
人もいます。女性の視点で、私たちができる
消防団活動をしてみませんか？皆さまの入団
をお待ちしています！

丸亀市全域

私たちは、現在28名で活動しています。職種も年齢層も幅広く、住んでいるところも広範囲に広がっていま
す。子育て中のお母さんもおり、お互いに助け合いながら活動しています。個々の長所や得意分野を活か
し、大変な時でも笑いを忘れず「楽しい時は楽しく、やるときはきちんとやる！！」をモットーに頑張ってい
ます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

丸亀市消防団 女性消防団



坂出市
坂出市は、香川県の中央北部に位置しており、人口は約5万人、面積は
約92.5㎢です。昭和63年に本州と四国を初めて陸路で結んだ瀬戸
大橋の、四国側玄関口でもあります。坂出市の消防団組織は、1本部・
11分団の条例定数560名体制を敷いており、地域の安心・安全を守
るため、日々奮闘しております。

入団１年目の消防団員を対象に、ホース伸
長・放水・普通救命などの基礎訓練を実施
しています。

★女性だけの消防分団が香川県内初で発足！園児から
　高齢者まで幅広い世代を対象にした防災講話が人気です！
★令和５年度に行われた、県下初の水出し消防操法大会で、
　小型ポンプの部初代チャンピオンに！
★坂出市消防本部公式Instagramでイベントや訓練風景
　など、消防本部・団の魅力あふれる情報発信中！

坂出市TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【王越分団】
神内 秀孝さん
【王越分団】
神内 秀孝さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
地域の方々に「いざという時は消防団が来てくれる」という安心を届けるため、
現場活動や訓練、啓発活動を行っています。記憶に残っているのは、入団したて
の頃に参加した消防操法大会の訓練です。約40日間、ほぼ毎日練習していた
のですが、団員たちからの献身的な支えがとてもありがたかったです。結果は
期待通りではなかったですが、得た経験と絆は非常に貴重でした。

■消防団活動の魅力は何ですか？
地域の方々とのコミュニケーションを通じて、地域との繋がりを感じられると
ころが魅力だと思います。また、家ではごく普通の父ですが、活動服に着替えた
だけで、子どもがキラキラした目で見てくれる気がしています（笑）子どもたち
の憧れの存在になれることも大きな魅力です。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

消防団初任者研修
夏季訓練として、管内綾川河川敷にて可搬
ポンプ等の基本・応用操作・放水訓練を行
います。

消防団夏季訓練
秋季（9～10月頃）に消防団・本部主催の親
子向け防災イベントがあります。訓練展示
や女性分団による防災教室も大人気！

消防ひろば

ぜひ、「地域の役に立ちたい」という気持ちを大切にしてください。私自身、体力
に自信がなく、仕事も地域外でしていますが、「自分のできる範囲で地域に貢献
したい」という想いで活動しています。大事なのは、気持ちです！有事の際、地
域を守るためには消防団の存在が欠かせません。ぜひ、その想いを持って一歩
踏み出してみてください。きっと素敵な消防団員になれると思います。

香川県全域MAP

坂出市



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

4台

43名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

分団全体としては春・秋の火災予防広報のあと、河川
敷において放水訓練、ポンプ操作方法の練習など、
全団員が災害に対応できるよう訓練を行なっていま
す。年末には各部屯所において年末夜警等の防火活
動を行なっています。

西部分団は旧市街という土地にあり、災
害時には消防団の活動が非常に重要な
地域です。団員は自分の町は自分たちで
守るという思いを持って活動しておりま
す。地域のために何かしたい、仲間達と
何かしてみたいと思う方は西部分団の扉
をたたいてみてください。

青葉町、池園町、入船町1丁目、大池町、笠指町、寿町、
駒止町、小山町、白金町、新浜町、中央町、八幡町、花
町、福江町、富士見町、文京町、本町、宮下町および
元町一円
【屯所位置】
第1部1班屯所：坂出市元町1-3779-5
第1部2班屯所：坂出市福江町3-133-8
第2部屯所：坂出市入船町1-424-22
第3部1班屯所：坂出市新浜町3380-20
第3部2班屯所：坂出市白金町2-2284-2）

年齢層も職業もバラバラですが、地域の安全安心を守るという共通の思いのもとに集まっている仲間なの
で非常に仲が良いです。地域に密着しているため、顔見知りも多いです。全分団員が交流するのは数少ない
ですが、各部ごとに集まり楽しく親睦を深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 西部分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

6台

62名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

災害時に役立つハンドツールはとても増えてきてい
ますが、それらの使い方がわからなければ意味があ
りません。定期的に使い方を学び、地域や家族を守
るため訓練を行っています。 また、救助活動におい
ては救命訓練などを通じてAEDなどの使い方を学
び、1人でも多くの人を助けるための知識を得ていま
す。実際にAEDを使い、人命救命になった実績もあ
ります。

災害救命活動がより迅速に対応出来る
人が多いほど、被害は少なくなります。
生まれ育ったこの川津町を守るため、ま
た、救急救命時に的確な判断で人命救
助活動が出来る人をより増やすため、現
在消防団員を募集しています。家族や地
元を守るために、あなたの力が必要で
す。ぜひ消防団に入って防災救命の知識
を高め、いつか来る災害に備えましょう。

川津町一円
【屯所位置】
第1部1班屯所：坂出市川津町334
第1部2班屯所：坂出市川津町1573-3
第2部1班屯所：坂出市川津町4936-7
第2部2班屯所：坂出市川津町2524-5
第3部屯所　　：坂出市川津町4001
第4部1班屯所：坂出市川津町5306-1
第4部2班屯所：坂出市川津町4723

私たちの分団では地元地域を守るため定期的に集まり、さまざまな活動や情報交換を行っています。団員
全員がそれぞれ仕事をしているので、一人ひとり持っている知識を交換し、個人の防災・救命の知識を高め
合っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 川津分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

6台

42名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

坂出市北西部の番の州工業地帯と築港町、御供所町
を中心に活動しています。沿岸部が多いため、火災出
動に加え、台風接近時には高潮対策として土嚢準備
や屯所待機も行います。訓練では、沿岸部特有の水
利確保の難しさに対応するため、年に数回自作の水
槽を用いた放水訓練を実施しています。

数十年前には団員の半数が漁業に従事
していましたが、現在では数名にまで減
少し、他の地区と同様に会社員や自営業
者が主流となっています。さらに、番の
州工業地帯で勤務している団員も多く、
交代勤務などの影響で土日祝祭日の訓
練に全員が参加するのは難しいものの、
平日の昼間は誰かが確実にいるよう努
めています。

沖の浜、川崎町、御供所町、坂出町、沙弥島、瀬居町、築
港町、常盤町、西大浜北、西大浜南、番の州公園、番の
州町および番の州緑町一円
【屯所位置】
第1部1班屯所：坂出市築港町2-310-28
第1部2班屯所：坂出市御供所町3-413-111
第2部1班屯所：坂出市瀬居町1688-4
第2部2班屯所：坂出市沙弥島224-6
第3部1班屯所：坂出市瀬居町262
第3部1班屯所：坂出市瀬居町701

以前は中央小学校、西部小学校、沙弥小学校、瀬居小学校の4校区に分かれていた校区が、現在は坂出小学
校校区として1つに統合されました。学生時代には知り合えなかった人たちとも一緒に活動できるようにな
り、交友関係が広がっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 番の州分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

4台

26名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

毎月第1土曜日には、屯所や資機材の点検を実施し、
装備の状態を確認しています。さらに、「坂出大橋ま
つり」や「花火大会」など地域イベントの警備も担当
し、安全を確保しています。年末には夜警や出初式な
どの行事にも参加し、地域の安心を支えています。

地元の命や財産、自然を守るために、自
分たちの手で活動を行うことに誇りを
持っています。郷土を愛し、地域の安全
を守りたいと考えている方々の参加を心
からお待ちしています。消防活動に興味
がある方は、ぜひ地域を支える一員とし
てご参加ください。

与島町，岩黒および櫃石一円
【屯所位置】
第１部屯所：坂出市与島町222-3
第２部屯所：坂出市岩黒103-9
第３部屯所：坂出市櫃石585-17

与島、岩黒、櫃石の3つの島を拠点に活動している団体は、20代～50代まで幅広い年齢層のメンバーで構成
されています。多くが漁業に従事しており、共通の仕事を通じて親密な関係を築いています。気の合う仲間
たちと和気あいあいとした雰囲気で、協力しながら活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 与島分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

5台

57名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

各部班では毎月、車両やポンプの点検を行っていま
す。また、春と秋の火災予防週間には防火パレードを
実施し、年末には夜間警戒、正月には消防出初式を
行います。さらに、年間を通じて分団全体の規律訓練
も実施しており、地域の安全確保に努めています。

これからも、『地域の防災リーダー』とし
て、地域愛と責任感を持ち団員一同精進
してまいります。

旭町、入船町2丁目、江尻町、京町、久米町、昭
和町、谷町、西庄町、室町および横津町一円
【屯所位置】
第1部1班屯所：坂出市久米町1-466-1
第1部2班屯所：坂出市京町3-1445-2
第2部1班屯所：坂出市横津町2-1135-6
第2部2班屯所：坂出市谷町2-4244-26
第3部屯所　　：坂出市江尻町1090-2
第4部屯所　　：坂出市西庄町514

中央分団は、市内の複数の町を含む人口密集地から田園・山林地域までを管轄しています。あらゆる災害か
ら、生まれ育った地元の《安心・安全》を確保し、市民の尊い《生命・財産》を守るために日夜献身的に『消防防
災活動』に取り組んでいます。地域に根ざした活動を通じて、安全で安心な生活を提供するため、全力を尽く
しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 中央分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

46名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

秋季と春季の火災予防週間には分団演習を行ってい
ます。各部班が担当地区内の火災を想定して演習内
容を考え、部班長会で協議のうえ、分団全体で行うこ
とが特徴です。そのほか、各部班では防火水槽の点
検・清掃や地域からの依頼で池の草焼警戒を行いま
す。また、広報活動として秋季と春季の火災予防週間
や年末夜警の広報も実施。さらに、各部班は毎月町
内巡回と車両・資機材の点検整備も行っています。

私たちは「地域住民の生命と財産を守
る」を信条に、消防団活動を行っていま
す。団員のほとんどが会社員ですが、火
災・災害が起こったときは、できる限り駆
けつけるよう頑張っています。地域の皆
さま、消防団活動にご理解、ご協力いた
だきますようお願いします。

加茂町一円
【屯所位置】
第1部屯所　　：坂出市加茂町828-2
第2部1班屯所：坂出市加茂町1012-6
第2部2班屯所：坂出市加茂町556-14
第3部屯所　　：坂出市加茂町甲227-2

加茂分団は、人口約2900名（世帯数約1300世帯）の加茂町を拠点とする分団です。第1部（杉仏、山樋地区）、
第2部1班（鴨庄、北下地区）第2部2班（本鴨地区）第3部（下氏部、上氏部地区）の4編成で活動を行っています。
団員数は46名で、年齢は20代～60代と幅広く、平均年齢48.4歳となっています。部長、班長を中心に消防技
術・知識の向上に努めるとともに、交流会や研修旅行などを行い、団員同士の親睦や意思疎通を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 加茂分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

4台

62名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

月に1回、屯所の清掃や消防機器・車両点検などを行
うほか、災害対応力を高めるための定期的な訓練、さ
まざまな地域活動を行っています。また入団後は、基
礎知識と技術を習得するための訓練を受けています。
火災や地震、風水害などの災害発生時は、消防職員と
連携して迅速な防御活動を行い、人命救助、災害被害
の軽減に努めます。

消防団は地域を守る非常勤特別職の地
方公務員です。団員は普段、会社員や自
営業などさまざまな仕事をしており、年
齢も20代～60代とバラバラですが、消
防団に入ったことで、皆仲間になれまし
た。年齢や仕事を超えた付き合いは貴重
で、大切です。地域の安全安心を守るた
めに、あなたの力を待っています！※18
才以上の方は入団できます。

府中町一円
【屯所位置】
第1部屯所　　：坂出市府中町691-1
第2部屯所　　：坂出市府中町1168-1
第3部1班屯所：坂出市府中町4140
第3部2班屯所：坂出市府中町2431-2
第4部屯所　　：坂出市府中町5808-7

府中町は活動範囲が広く、4部に分かれて活動しています。山間部が多いため火災の大半が下草火災で、団
員と住民が協力して防火活動を行っています。数年前に府中分団独自で消防競技大会を開催し、団員の親
睦と団結力・消防技術向上を図りました。現在は新入団員も加わり、「自分たちのまちは自分たちで守ろう」
を合言葉に、訓練や点検を通じて団員同士の親睦を深め、消防精神で我が町を守っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 府中分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

4台

56名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

消防団では火災発生時に消火活動を行ったり、台風
等の風水害時には活動拠点周辺を見廻り警戒活動
を行ったりしています。それらを滞りなく行うため
に、綾川河川敷で年３回ほどの規律訓練・機器操作
訓練を実施し、また月に１回は消防車両やポンプの
点検・整備をしています。2月には「天狗マラソン大
会」で参加者が安全に走れるように、コースの交通整
理等を行っています。

地域の方たちに安全・安心に暮らしてい
ただくためにも、消防団の活動が不可欠
です。近年は消防団員数が減少傾向に
あり、高齢化も進んでいます。消防団の
活動を通じて地域と繋がることができ
ますので、特に若い方の入団をお待ちし
ています。

林田町一円
【屯所位置】
第1部1班屯所：坂出市林田町1101-5
第1部2班屯所：坂出市林田町1938乙
第2部屯所：坂出市林田町636-5
第3部屯所：坂出市林田町2833-1
第4部屯所：坂出市林田町1676-2

私たちは、坂出市の東側に位置する林田地域を拠点に活動し、４部で構成されています。消防団員は住民の
生命、身体、財産を災害から守るという使命に燃え、日々任務の遂行にあたっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 林田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

59名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

当分団は、4町それぞれに部があり、各部別に毎月１
回ポンプ定期点検、操作方法、消火栓の確認などを
行っています。 1月には消防出初式、2月に天狗祭り
の警備と規律訓練、3月と11月に全国火災予防運動
の期間中町内の巡回、12月に年末夜警を行ってい
ます。

団員は日中、地元や市外などで仕事をし
ており、時間帯によっては災害発生時に
多数の団員が出動できないこともあり
ます。ですが、各自連絡を取り、皆で力を
合わせて地域の安全を守っています。消
防団活動に関心のある方の入団をお待
ちしています。

青海町、高屋町、神谷町および大屋冨町一円
【屯所位置】
第1部屯所：坂出市青海町1072
第2部屯所：坂出市大屋富町2051-1
第3部屯所：坂出市高屋町1089-2
第4部屯所：坂出市神谷町378-5

松山分団は、20代6名、30代15名、40代26名、50代10名、60代2名の計59名で活動しています。全員が消
防団活動だけでなく、秋祭り、スポーツ（ソフトボール、ゴルフなど）、運動会など１年中いろいろな場所で親
しくしており、幅広く付き合っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 松山分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

2台

36名
分団データ

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

分団を挙げての訓練は月に1回で、地域のパトロール
に始まり、放水訓練や資機材の動作確認をしていま
す。また、「日頃のトレーニングが重要」という考えの
もと、日常的にランニングや筋トレに励む団員もい
ます。なかには、ハーフマラソンを90分以内で走る団
員もいるとか、いないとか…。

安全面の意味では、私たち消防団の活
躍する場がない状態が1番です。しかし
ながら、災害はいつ発生するかわかりま
せん。そのために、私たちは訓練に励ん
でいます。その姿を見て、地域の皆さま
が“自分とこには消防団がおるから安心
や”と感じてもらえたなら、それが私たち
の存在意義なのかなと思います。 私た
ちと一緒に“安心”を届けませんか？

王越町一円
【屯所位置】
第1部屯所：坂出市王越町乃生1147-2
第2部屯所：坂出市王越町乃生851-2
第3部屯所：坂出市王越町木沢622-1

分団員の年齢は30代～60代までバラバラですが、皆本当に仲が良く、楽しみながら訓練に励んでいます。
普段はほとんどの団員が地元を離れて働きに出ていますが、有事の際はすぐに駆け付け消火活動を行う、
熱いハートの持ち主ばかりです♡

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 王越分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

25名
分団データ お問い合わせ

県ホームページ

（坂出市消防団事務局）

〒762-0003 香川県坂出市久米町1丁目17-23

0877-46-0982

syoubou2@city.sakaide.lg.jp

消防団としての1年の始まりである出初式への参加
のほか、春・秋の火災予防週間の市内巡回とアナウン
スや、子供会などの防火・防災行事への参加を中心
に活動しています。活動の軸を作る定例会は、団員が
顔を合わせられる、楽しくて大切な時間です。啓発活
動時は、対象年齢や人数を考慮し、催しを企画してい
ます。今後も幅広い分野を学び、経験を積んでいきた
いです。

さまざまなライフステージの変化はあります
が、できる時にできる事をできる範囲でのお互
い様精神を大切にしています。最近は活動を通
して、地域に溶け込んできたことを実感してお
り、地域の方や団員との出会いやふれあいにと
ても感謝しています。
コスモスという言葉は『秩序と調和とをもつ宇
宙』を意味します。私たちも調和をもったより
良い地域作りに貢献できるよう、優しさ溢れる
笑顔とスキル向上に努めています。女性消防団
活動に関心のある方の入団を心からお待ちし
ています。

市内一円
【屯所位置】
坂出市久米町1-17-23

坂出市消防団女性分団『チームコスモス』は、平成25年に団本部付け女性消防団員として創設され、その後
平成28年に女性分団となり、より自主性をもってのスタートを図りました。分団名は市の花にちなんで名付
けられました。コスモスの花がそうであるように花一輪よりもたくさんの花が集まった時に、より明るく素
晴らしい姿をお見せできるよう日々の活動に励んでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

坂出市消防団 女性分団



善通寺市
善通寺市は、大恩人弘法大師（空海）の生誕地であり、総本山善通寺
をはじめとする数多くの宗教的霊地や史跡があります。また、四角い
スイカやダイシもち麦、キウイ、レタスなどの農産物も、県の新たな特
産品として注目されています。消防団は1本部9分団で組織され、「自
分たちの町は自分たちで守る」という郷土愛護の精神のもと活動し
ています。

春・秋の火災予防運動期間中に善通寺市内
の全分団が各管轄地域に分かれ、消防団車
両を使用した広報活動を行っています。

★県内で初めて結成された、後方支援活動を行う女性消防団員
　たちが、応急手当の重要性や火災、震災の危険性を伝える活動を
　継続しています。
★学生機能別団員として、市内の大学生や専門学校生が在籍し、避難所での
　活動を想定した訓練や地域の自主防災訓練に積極的に参加しています。
★団員充足率は95％と非常に高く、全員が団結して献身的な活動を
　しています。（令和6年8月現在）

善通寺市TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【第３分団】
安藤 宏記さん
【第３分団】
安藤 宏記さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
消防団として火災発生時には消火活動に出動しています。私自身もこれまで何
度か出動し、ポンプの操作や池からの水の吸い上げに苦労しました。山間部で
は火点までの高低差があり、ホースを伸ばす作業も大変です。しかし、放水が
始まった瞬間には安堵し、鎮火後の撤収時には大きな達成感を感じます。

■消防団活動の魅力は何ですか？
生まれ育った地域で、昔からの顔なじみや同じ子育て世代の人たちと話題を共
有し、交流を深められることが大きな魅力です。災害時や警戒活動時、愛する
地元のために動けることに、大きなやりがいを感じられます。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

防火宣伝パレード
毎年１月初旬に市内の小学校を使用して
消防出初式を実施しています。クライマッ
クスの５色の色水を使用した一斉放水を
見に、多くの方が訪れます。

消防出初式
毎年７月頃に行う、各種災害への対応力向
上のための訓練の様子です。防災エキス
パートをお招きし、水害対応訓練を実施し
ました。

消防団夏季訓練

消防団活動をしていると、団員同士はもちろん、地域住民との繋がりが深まり、
消防団活動以外の場面でもさまざまな相談ができるようになります。困った
時にお互いに助け合う環境を築けることは、自分にとっても非常に有意義な経
験となりますよ。

香川県全域MAP

善通寺市



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

30名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

毎月1日に、消防ポンプ自動車やエンジンカッター、
チェーンソーの作動点検を行っています。善通寺市
内全団員が対象の訓練が年に３回あり、１月には市
内の小学校で消防出初式を行っています。
総本山善通寺が活動地域にあるため、文化財防火
デーに文化財を火災・震災などの災害から守る訓練
を行うほか、大会の警備、地域のためにボランティア
活動・広報活動を行っています。

活動地域が街中にあるため人間関係は希
薄になってしまいますが、地域の皆さまの
安心・安全のために頑張っています。消防団
員の平均年齢が上昇傾向にあるため、地域
のことをよく知る中年の方はもちろん、活
動を長く続けられる若い方の入団をお待ち
しています。地域の安心・安全のため、共に
活動しましょう。よろしくお願いします。

善通寺町の市街地、文京町4丁目、南町1丁
目～南町3丁目、仙遊町1丁目、仙遊町2丁
目、善通寺町1丁目～善通寺町7丁目
【屯所位置】
善通寺市文京町四丁目1-3

団員の年齢層は30代前半～60代後半まで幅広く、親睦会などで親睦を図っています。訓練や行事は土日
に行われることが多いですが、土日に仕事がある団員が多いため、活動に人数が集まらないこともありま
す。その際は団員個人の仕事やプライベートを尊重し、それぞれが可能な範囲で活動に参加しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
第１分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

36名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

月に１回、機械器具点検を行い、点検後は屯所で弁当
を食べながら水害が起こりそうな場所の確認や火災
時の召集方法などを話し合っています。令和４年に香
川県消防操法大会の小型ポンプの部で優勝した経験
を活かし、災害が発生した際の対応について皆で現場
をイメージしながらトレーニングを行っています。年
間行事としては、出初式、林野火災想定訓練、水害対
策訓練、礼式訓練、火災予防啓発活動があります。

生野町、大麻町を管轄している第2分団
の団員は郷土愛の強い団員が多く、何
か災害があれば素早く出動して被害を
最小限に食い止めるための最大限の努
力を行います。とてもやりがいのある活
動ですので、地元を愛して止まない方々
の入団を心待ちにしています。

大麻町、生野町、櫛梨町、生野本町1丁目、
生野本町2丁目
【屯所位置】
善通寺市生野町1282-2（生野屯所）
善通寺市大麻町1170-1（大麻屯所）

在籍している団員の年齢は20代～60代と幅広いですが、何でも話しやすい雰囲気で、同じ話題で年齢関
係なく意見を交わすことができています。笑いの絶えない雰囲気が強い団結力を作っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

30名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

年間の活動としては、夏季訓練・年末訓練・年末夜
警・出初式・総合訓練に参加しています。令和６年３
月に最新型の小型動力ポンプ付積載の消防車両に
更新されました。また、令和７年９月には善通寺市
消防団の代表として香川県消防操法大会出場を予
定しており、体力づくりと消火技能向上を目指して
います。

善通寺市の南西部に位置し、善通寺町の西
部地区を管轄としています。南、西、北の３面
を山林に囲まれた扇状地で、ため池や水田
が多く、自然豊かな地区です。地域の防災
リーダーとして災害活動や災害の予防、防火
防災に関する普及啓発を実施し、地域社会
の安心・安全を守ることを目的としています。
地区内の方で、消防団に関心がある方の入団
をお待ちしています。

善通寺町のうち第1分団以外の区域
【屯所位置】
善通寺市善通寺町4185-2

現在の団員は30名です。構成は、20代1名、30代5名・40代10名・50代6名・60代8名です。職業別では、会
社員18名、団体職員等6名、自営業等6名となっています。比較的若い団員が多く、消防活動に積極的な雰
囲気です。火災・災害などの際は、出動できる団員がいち早く現場に行き対応します。現場に行けない団員
にも随時状況を共有しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

34名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

火災発生時の消火活動や土砂災害発生時の土のう積み、河川や
住宅の見回り活動は最優先で対応しています。初春には市内全分
団で大規模災害を想定した合同訓練を行い、初夏には本部の指
導で土のう作りや消火作業の講習・訓練を行っています。また、全
国火災予防週間には、市内の巡回周知のほか、資機材や消火栓点
検などを行います。年初の出初式では行進や一斉放水を披露し、
開会式前に護国神社で神事祈祷します。年末の夜警巡回では火
災予防啓発活動も実施しています。

消防団員にとって、地域の皆さまからの信頼
や地元住民に馴染むことはとても大切です。
雨雲レーダーなどの情報だけでは分からない
気象や河川氾濫の特徴、住宅や交通の事情、
独居老人や妊婦・幼児などの家庭事情、住民
同士の人間関係まで把握することを心がけて
います。防災上の不安や心配に真摯に対応し
てくれる、頼れる存在になれるよう、防災に使
命感を持って日々粉骨精進しています。

稲木町、下吉田町
【屯所位置】
善通寺市下吉田町541-3

消防団は、地域に居住する人々の暮らしに寄り添うことが重要です。団員がいない空白地域では、自治体の
人数構成に合わせた団員構成をしており、住民意識が定着して生活が安定した30歳～65歳までの男性が
ほぼ均等に所属しています。家族や幼馴染、祭りや地域の行事仲間、PTAや勤務先の繋がりから、入団した
団員が多いです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

3台

45名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

火災時の消火活動や地区防災訓練、火災予防訓練に
参加し、地域住民の防災意識向上に努めています。
また月に１回、交代制で小型ポンプやエンジンカッ
ター、チェーンソーの作動点検を行い、年に３回ある
善通寺市内全団員を対象にした訓練に参加していま
す。独居老人世帯も増えていることから、防火思想の
啓発活動のため、積極的にお宅へ訪問して声かけな
ども行っています。

地域住民の安心・安全のため防災のリーダー
として活動することは非常にやりがいを感じ
ます。新しい知り合いも増え、人脈を築くこ
とができるので、コミュニティの輪も広がり
ます。訓練や行事、災害には仕事や家庭の事
情で参加できなくても大丈夫です。自分たち
の街は自分たちで守るという郷土愛の精神
を持った方々の入団を心待ちにしています。

与北町
【屯所位置】
善通寺市与北町2040-４（中部屯所）
善通寺市与北町2870-23（西部屯所）
善通寺市与北町978-17（東部屯所）

当分団は与北校区を管轄しており、年齢は20代～60代の団員で構成されています。班は3班あり、団員数
の少ない班もありますが、各班同士の仲が非常に良く、何でも相談しやすい雰囲気なので、人手が足りない
班には応援に駆けつけ助け合いながら活動しています。 皆が結束し団結しており、良い雰囲気で1つにま
とまっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
第5分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

3台

53名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

毎年３月に林野火災を想定した可搬ポンプ中継訓練
を、善通寺市内の山間部で善通寺市内の他分団と一
緒に行っています。そのほかにも、台風や豪雨災害で
の水害に対応できるように毎年７月頃に消防本部へ
集まって訓練をしています。

竜川地区の中央には、東西に高松自動車
道（高速道路）・国道11号線の主要路線が
あり、二級河川の金倉川も南北に伸びて
います。このような地域環境の中で、さま
ざまな災害が発生しても、住民の安心安
全の一助になるように日々訓練を重ねて
います。とてもやりがいのある活動です。
一緒に地域防災のために活躍しましょう。

木徳町、原田町、金蔵寺町
【屯所位置】
善通寺市原田町1424-１
（原田・金蔵寺班屯所）
善通寺市木徳町1071-１
（木徳班屯所）

団員は20代～60代まで幅広く在籍し、明るい雰囲気で声を掛けやすい関係を築いています。20代が少な
く、定年の近い60代が多いことが課題です。誰でも参加しやすい消防団を目指し、伝達や協議はLINEで行
い、集会を減らし各個人の時間作りのため親睦・連携を兼ねた行事は廃止しています。古い習慣を改め、気
兼ねなく活動ができる和やかな分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
第6分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

36名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

訓練、活動としては7月頃に実災害を想定した火災や
水防活動訓練を行い、11月に出初式に向けた礼式訓
練、１月上旬に出初式を実施しています。また、３月に
は春の火災予防運動期間に合わせて山林火災を想
定した訓練を行っています。そのほか毎月15日頃、当
番制で屯所内備品の点検および消防本部にて小型
ポンプの動作確認を行っています。

火災や自然災害などが発生した際、自分
たちの町は自分たちで守りたいという気
持ちを持って消防団活動を行っていま
す。筆岡校区の色々な地区から団員が集
まってきますので、何かありましたらお
声がけください。

中村町、弘田町、中村町1丁目
【屯所位置】
善通寺市中村町1480-１

筆岡地域を管轄している7分団には、20代前半～60代後半までの幅広い年齢層の団員が在籍しています。
上下関係なく何でも意見が言える雰囲気で、出初式の後は団員同士で食事をしながら、消防のことや地域
のことを話し合い、親睦や絆を深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
第7分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

 0台

2台

36名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

善通寺市消防団は年3回の合同訓練と年2回の分団
訓練を実施しています。春は林野火災訓練、夏は放水
と資機材の取り扱い訓練や水防訓練、冬は防火水槽
や消火栓の確認、礼式訓練を行います。資機材点検
は毎月実施しています。火災時の消火活動や大雨時
の水防活動、ため池土手の延焼防止協力、地区自主
防災訓練や年末警戒にも参加し、住民とのコミュニ
ケーションを大切にしながら活動しています。

8分団の伝統をOBから継承し『郷土愛』
に燃える集団です。有事の際は、地区内
を熟知した、また身軽に動ける地元消防
団が必要不可欠です。ぜひ8分団のメン
バーとなり、地域住民の安全・安心を守
るため力を貸していただけませんか。

吉原町、碑殿町
【屯所位置】
善通寺市吉原町363-11

8分団は善通寺市西部の吉原町・碑殿町を拠点に活動し、36名の団員が「郷土愛」をモットーに災害に備え
ています。団員の年齢は26歳～66歳まで幅広く、職種も多岐にわたります。南北2班で構成され、緊急時に
は迅速に対応可能です。団結力には自信があり、訓練後には地元の飲食店で反省会を行い、親睦を深めて
います。団結力は善通寺消防団1位と自負しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
第8分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

 0台

0台

41名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

女性消防団員は防火思想や熱中症の予防などの広報を
したり、応急手当の必要性、火災や震災の危険性を伝え
たりしています。各地区の自主防災訓練への参加、救急
講習や震災時の対応の指導も行います。災害に備え、避
難所運営や、避難所での応急処置、物資搬送支援への
対応を訓練するほか、女性活性化大会への参加を通じ、
今後に活かしています。
令和4年に結成された学生機能別団員は市内の学生で
構成されており、震災時の避難所運営の訓練や出初式
の手伝いを行っています。

現在女性消防団員および学生機能別団員ともに
定員を満たせていない状況です。善通寺を愛し、
安心・安全なまち作りのために協力してくれる方を
募集しています。訓練日や行事の日に仕事やプラ
イベートなど予定がある場合は欠席していただい
ても構いません。少しでも興味がある方は善通寺
市消防本部へご連絡ください。私たちとともに、や
りがいのある活動をしましょう。

善通寺市一円
【屯所位置】
善通寺市文京町4-1-3

20代～60代までと幅広い年齢層の女性団員が所属していますが、女性ならではの話題や家庭の話、趣味
の話など何でも気さくに話すことができ、笑いの絶えない中で活動しています。学生機能別団員は大学や
専門学校が同じなので、共通の話題や相談など話しやすい雰囲気です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
団本部



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

28名
分団データ

〒765-0013 香川県善通寺市文京町4丁目１-３

0877-64-0119

shoubou@city.zentsuji.kagawa.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（善通寺市消防団事務局）

本部分団では、月に1回の資機材点検や事務連絡、年
3回の市内合同訓練、年始の出初式、年末夜警を実施
しています。また、台風や集中豪雨時の見回り、土の
う積み、大規模災害時の情報収集と市消防本部との
連携も行います。東部地区の防災訓練にも協力し、
月1～2回程度の集まりを通じて、迅速な対応を目指
して日頃から訓練と情報共有に努めています。

私たちが住む地域には、たくさんの宝物があ
ります。人と人との繋がり、貴重な地域資源、
生活の基礎となる各家庭。「地域の安心・安
全は私たちの手で守り抜く」という強い信念
のもと、地域の大切な宝物を守り続けていき
たいと思っています。善通寺のこの街が大好
きな方、本部分団は大歓迎いたします。皆さ
まの入団を心よりお待ちしています。

上吉田町、文京町1丁目～文京町3丁目、上
吉田町1丁目～上吉田町8丁目
【屯所位置】
善通寺市上吉田町三丁目6-14

本部分団の団員は、地域をよく知る人の集まりです。自治体や行事、秋季大祭などあらゆる場面で顔を合わ
せることも多く、日頃から地域のことにアンテナを張り、情報共有に努めています。年齢差を感じさせない
結束力が特徴で、いざという時には誰よりも早く、ヒーローのように現場に駆けつける、頼りある分団メン
バーが多く所属しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

善通寺市消防団
本部分団



観音寺市
観音寺市は香川県の西端に位置しており、人口は約５万６千人、面
積は約118㎢です。観音寺市消防団は22分団で組織されており、そ
れぞれの管轄地域で土地勘を活かして活動しています。本市の特
徴は島しょ部、海、山、市街地など様々な自然環境、住環境を有して
おり、地域特性の実情に応じた防災活動を行っています。

令和４年度の17件の火災に対し延べ1,360
人が出動、令和５年度は14件の火災に対し延
べ1,101人が出動しています。その他、水災時
にも地元管轄地域の巡回を行っています。

★日本で最初に女性消防団員が誕生した、伊吹分団があります。
　ここでは、男性団員が漁に出ている間は、女性団員が防災活動
　を行っています。
★各分団の管轄地域ごとに環境が多様です。
　地域の実情に合わせて各分団独自に訓練を行っています。

観音寺市TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【観音寺西分団】
白石 亮人さん
【観音寺西分団】
白石 亮人さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
消火活動を中心に、さまざまな訓練や点検を行っています。消火活動の際、団
員が怪我なく鎮火できた時には大きな達成感を得られます。印象に残っている
のは、平成16年の台風16号での出動です。有明町では床上浸水が70件発生
し、夜通しの活動が求められました。自然災害の恐ろしさや凄まじさを改めて
実感し、消防団の重要性を感じた経験です。

■消防団活動の魅力は何ですか？
訓練を通じて得た知識や技術は、自分にとって大きな財産だと感じています。
以前受けた救命講習では、実際に起きた事例を交えながら、AEDの使用方法
や心臓マッサージの技術を学びました。この学びのおかげで、実際に祖母が倒
れた際に、落ち着いて対処することができました。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

災害出動実績
毎年１月初旬に市総合運動公園にて開催
しています。式典や訓練を実施しており、
その中でも梯子操法は壮観です。

出初式
ポンプ車が入れない山林の大規模火災を
想定し、ホースを中継して消火する訓練で
す。毎年場所を変えながら実施しています。

防火演習

消防団の活動は、地域の安全を確保するために欠かせない存在です。しかし、
少子高齢化の影響が、消防団にも及んできています。地域の力になりたいと考
えている方は、ぜひ入団をお願いします。自分たちの町は自分たちで守るとい
う精神で、一緒に地域を支えていきましょう！

香川県全域MAP
観音寺市



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

32名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

東分団の構成は分団長・副分団長・部長２名以下団員
となります。団員は５班体制で、仕事の都合を考慮しつ
つ、毎月の訓練や点検整備を交代で行っています。ま
た、本部指導のもとで訓練なども行いますが、年末夜
警で夜鐘を鳴らしてゆっくり走る消防車や年明けの出
初式で目にすることがあるかと思います。有事の際に
どう行動をとるか、繰り返し訓練することがとても大
事だと考えています。

現在、当分団では欠員がある状態です。
消防団の活動は皆さんが思うほど普段
キツイことはありません。少しでも興味
があれば体験入団も歓迎いたします。
仕事は当然優先して時間が取れるとき
に活動していただきます。地域の方々に
安心して生活していただけるように一緒
に活動していきませんか。

主に旧観音寺市を担当していますが、災害
の規模や場所により同じ観音寺市である
大野原町や豊浜町にも出動します。
【屯所位置】
観音寺市茂西町2-3-28

当分団の団員の多くは地元の祭りの太鼓台でのつながりが多く、年代が離れていてもよくコミュニケー
ションがとれていると思います。昔からですが、出動時以外はのんびりとしていますからヤルときはヤル精
神でとても楽しく活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
東分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

35名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

月に一度、偶数月は夜に、奇数月は朝に訓練を実施し
ています。
消防車を走らせて災害時などの交通ルートの確認や
ポンプ操法の教育、機械のメンテナンスを主にし、基
本動作を訓練をしています。

自分が育った町、これから希望や未来の
ある町を次世代の子供たちのために一
緒に守ろう。
我ら市民の生命と財産とともに・・・

観音寺市内
【屯所位置】
観音寺市観音寺町甲2579-1

分団の顔でもある分団長は、面白楽しく、新人や若者にも接しやすい環境を作ってくれる人です。そんな人
のもとに集まった分団員たちなので、西分団の雰囲気も、年齢の垣根を越えて和気あいあいとしています。
そんな私たちだからこそ、火災や災害があった時は一致団結をして活動ができると思っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
西分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

35名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

毎月、第１、第２、第４土曜日を訓練日として、新入団
員からベテラン団員まで消火栓及び地元の池を使用
しての放水訓練、各個訓練、資機材の点検、消防ポン
プ車による点検、見廻り等を行っています。

私ども高室地区は全国的にも有名に
なった天空の鳥居（高屋神社）のふもと
にある分団で、地域の安全を守り、安心
して暮らせるよう消防団の一員として一
緒に活動をしませんか。
入団をお待ちしています。

観音寺市高屋町、室本町ほか
【屯所位置】
観音寺市高屋町889-1

私たち分団員は、５班に分かれていて、各班に班長がいて、班員をまとめています。日中の火災、災害時には、
自営業で地元にいる団員が協力して活動できるように配慮しながら、定期的に交流会を開催し、団員同士
意思疎通を図っています。
令和元年度にポンプ車、令和３年度に屯所が新しくなり、充実した活動をしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
高室分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

40名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

来る災害に備え、団員各々が所属する班ごとの訓練を
毎月実施しています。基本的な消火訓練や消防車での
出動訓練、救命講習への参加、機器点検など、団員全
員が有事の際に安全かつ冷静に行動できるよう、日頃
から緊張感をもって訓練に励んでいます。また、地元
自治体と連携し大規模な避難訓練を実施したり、地元
小学校の総合学習で団活動を教えたりと、地域全体
で災害に備える取り組みも行っています。

平素より柞田分団の活動にご理解とご
助力をいただき、本当にありがとうござ
います。私たちは、地域の皆さんがこれ
からも住みやすく、安心・安全に暮らせる
街となるよう活動してまいります。柞田
分団の活動に関心のある方がいらっ
しゃいましたら、お気軽にお問合せくだ
さい。

旧観音寺市内
【屯所位置】
香川県観音寺市柞田町丙1597-5

現在40名の団員で構成されており、年齢・職種は様々です。普段の訓練を通じて交流を図っていることもあ
り、明るく団員間のコミュニケーションが活発な雰囲気の分団です。また、定期的な慰労会や研修旅行を実
施しており、メリハリのある団活動を行っています。分団活動を通じ、地域で活躍できる人材として一緒に活
動していきましょう。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
柞田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

20名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

団員20名および分団幹部のもと、3班体制で資機材・
ポンプ車の点検及び放水確認を行い、有事の際には速
やかに対応できるように訓練を行っています。また、地
域の行事に参加し防災の啓発活動を行っています。

地域住民が組織する消防機関であり、防
災ボランティアとして災害による被害の
軽減・火災予防・啓発活動を行っていま
す。先人より受け継がれている消防精神
を持って、微力でも協力したいという気
持ちのある方の入団を切望しています。

観音寺市全域
主に観音寺市第二方面隊地域（木之郷町・
柞田町・粟井町）及び隣接するエリア
【屯所位置】
観音寺市木之郷町795
※新屯所整備予定（令和６年度）

木之郷分団は観音寺市のほぼ中央に位置し、少数精鋭にて安心・安全の一翼を担っています30～50代の
働き盛りの団員が集まっており、家族のように時に厳しく、時に優しく、笑いの絶えない明るい雰囲気で活
動しています。地域の消防団としてさらに気を引き締め、一致団結して頑張りたいと考えています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
木之郷分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

35名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

山林が多い地域のため、土砂災害や大規模な山火事に
備えて日々訓練に励んでいます。地域の安全と安心を
守るため、地域住民との連携を強化し、迅速な対応能
力と防災意識の向上に努めています。毎年12月に地
域の自主消防と合同で山火事を想定した中継訓練を
行い、1月は自主防災組織と連携して防災訓練行いま
す。老若男女を問わず安全への意識を高め、地域全体
で災害に強いコミュニティ作りに努めています。

地域の安全を守るため日々の訓練で磨
いた技術と、地域住民との絆を力に変え
て、災害から地域を守るために努力して
います。しかし、この活動も皆様の理解
と協力があってこそ。火災予防と安全対
策にご協力をお願いします。一緒に、よ
り安全で暖かなコミュニティを築いてい
きましょう。

観音寺市粟井町全域
【屯所位置】
観音寺市粟井町1135-5

小学校の頃から知っているメンバーが集まっており、家庭のような温かい雰囲気の中、30代～60代の幅広
い年齢層の団員が一丸となり活動しています。みんなで支え合い、学び合うことで地域の安全を守る強固
なチームを築いています。地域の運動会や球技大会など様々な地域イベントにもメンバー全員が積極的に
参加し、団員以外との交流も深く、地域に溶け込んだ存在です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
粟井分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

35名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

常磐地区には４町あり、各町で班会を作り、月ごとに
班会でポンプ車の点検、操作方法の訓練を行っていま
す。全体では、出初式、夏季練成訓練、防火デー、年末
夜警を行っています。また、年２回の機関員訓練とし
て、他の分団との合同訓練があります。
市内で火災があった場合は消火活動はもちろん、台風
や大雨の時に増水しそうなところの巡回、土のう積み
の手伝い、屯所待機をします。

団員のほとんどが会社員なので、なかな
か災害現場に行けない人もいますが、団
員それぞれ都合を調整し出動・訓練を
行っています。活動を見かけたときは温
かいお声をかけていただければ幸いで
す。一緒に活動できるメンバーも募集し
ています。

観音寺市全域
【屯所位置】
観音寺市植田町389

私たちは、常磐地区を中心に活動しています。ここ数年間で年齢層が若返っており、20代・30代が多くなっ
ています。どの訓練等にも熱が入っていて、上下関係の壁を越えて意見交換等も活発に行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
常磐分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

35名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

豊田消防団員は35名で構成されており、毎月、火災や
災害等に備え、分団長の指示のもと、機関長をはじめ
機関員全員で、車両、器具備品等の点検をしています。
また、分団主催の全団員訓練（車両訓練、水出し訓練
等）を年間、適時開催しています。

総務省消防庁の「消防団員入団促進
キャンペーン」実施に併せて、今後は団
員の加入促進の取り組みを継続的に
図っていきたいと思っています。ぜひ、豊
田分団に加入していただき、地域のため
に一緒に頑張っていきましょう。

観音寺市全域
【屯所位置】
観音寺市新田町1386-1

豊田分団は、仲間意識および団結力を兼ね備えた消防団です。火災、災害等の時には、全団員が迅速に対応
できるよう、訓練等を通じて人と人との繋がりを大切にし、全団員のコミュニケーションを図っています。有
事の際には、誰一人、怪我をしないよう常に心がけています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
豊田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

28名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

主な出動内容は、市内で火事が発生した時の消火活
動、大雨の時の警戒や土のう積みです。 行事は１月の
出初式、11月の無火災祈願式、12月の年末夜警、一ノ
谷小学校の少年消防クラブとの年末夜警を一緒に周
る活動もしています。班ごとに訓練を実施しており、新
しく入団された方が安全に活動できるように、知識や
技術を伝える機会もあります。

一ノ谷の各地区から様々な年齢の方が
集まり、地域のために活動しています。
団員のほとんどが会社員であり、すべて
に出動や参加することは難しいですが、
『できる時にできる事を』という気持ち
で活動しています。少しでも自分の住ん
でいる地域を自分で守る意思のある方
の入団を期待しています。

観音寺市全域
【屯所位置】
観音寺市古川町80-3

一ノ谷地区の4町と江藤地区の5班で構成されており、各地域出身の班長がまとめていて各地域に根差した
活動をしています。活動の反省会を開くこともあり、話し合う機会を設けています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
一ノ谷分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

34名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

毎年5月に機関や教養訓練を実施し、部隊や放水訓
練、車両・資機材の点検を行います。秋には火災予防運
動、年末には夜警で消防車が島を巡回し、団員も各地
区を回ります。また、島内での自主防災訓練にも参加
しています。活動は団員の都合を話し合い、調整しな
がら進めています。

全ての団員が、強い地域愛や責任感を
もって地域の安全を守っています。安心
して暮らすためには消防団の活動が不
可欠です。消防団活動に関心のある方の
入団を心からお待ちしています。

伊吹町全域
【屯所位置】
観音寺市伊吹町309

私たちは観音寺市の離島・伊吹島を拠点に活動しています。離島という特性上、有事の際には団員が協力し
合い、迅速な対応が重要です。団員は幅広い年齢層で、各自の都合に配慮しながら活動を進めています。ま
た、毎年ではありませんが、団員同士の親睦を深めるために旅行を行うこともあります。分団には女性団員
も在籍し、積極的に訓練や活動に参加しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
伊吹分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

23名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

月３～４回、自主的に車両点検および資機材整備、放水
を行っており、有事の際に即対応できるよう訓練して
います。防火水槽や消火栓の点検、標識看板の交換、年
末夜警を通じて、地域の生命と財産並びに安全安心に
務めています。分団の活動には、団員のご家族の理解
も必要です。年に１回、団員のご家族を招待し合同親睦
会を開催しています。また、地域の子供会との交流の
一環として、啓発活動にも取り組んでいます。

小山分団員はそれぞれの仕事を持ちなが
ら、火災や災害時に地域の安全を守ってい
ます。しかし、昨今の消防団員の減少で、2
名の欠員が発生しています。原因は若年層
の減少や消防への意識低下などが考えら
れます。消防団で築く人とのつながりは大
きな財産です。地域を自分たちで守る精神
で、ぜひ一緒に活動してみませんか？

観音寺市大野原町　小山地区
【屯所位置】
観音寺市大野原町大野原1347-3

現在、23名の団員が所属しています。団員の団結力が強く離団者もほとんどいないため、15年以上の団歴
者が多く在籍しています。 また、年齢層は違えども常に明るく冗談も言えるメンバーが数多く揃っておりま
す。本年度は、地域主催のソフトボール大会に小山分団として一致団結で参加し、見事優勝することができ
ました。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
小山分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

21名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

分団を3班に分け、毎月1日、11日、21日に消防車とポ
ンプの点検を行っています。年に一度、消火栓と防火
水槽の点検をし、表示看板の修理も行います。
大野原町内と隣接する観音寺市内で火災があった場
合に出動します。会社員が大半のため、昼間の火災で
は出動できる団員は限られますが、夜の片づけには全
員で集まるなど、協力しあいながら活動しています。

各団員が仕事を持ちながらの活動となり、
特に夜中の火事などでは出動も大変です
が、地元を守りたいという気持ちが強く、積
極的に活動に参加しています。会社員がほ
とんどで、勤務の関係で活動に参加できな
いときもありますが、お互いがフォローし
合って上之段分団を盛り上げています。ぜ
ひ、我が消防団に入団してみませんか。

観音寺市大野原町全域
【屯所位置】
香川県観音寺市大野原町大野原5114-4

私たちの分団は、観音寺市大野原町の6自治会が集まった上之段地区で活動しています。団員は20代～50
代まで幅広く、団員21人が年齢が違っても仲間意識が強いため、消防団活動以外でも関わりが多くありま
す。特に地元の祭りでは各自治会のパイプ役となり、地元の活動に貢献しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
上之段分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

20名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

火災時の消火活動を中心に、台風時の対応や地域防
災訓練、火災予防運動など幅広く行っています。分団
を3班に分けて担当日を決め、毎月1日、11日、21日に
ポンプ車の点検を行っています。また、年1～2回の観
音寺市消防団合同訓練にも参加し、林野火災対応の
訓練もしています。家庭や仕事の都合で欠席する場合
もありますが、調整しながら活動しています。

下組分団の団員は年齢層も20代～50代と
広く、多種多様な意見を聞くことで団員各自
の人間性の向上や精神的な成長が期待でき
ます。下組消防団への勧誘があった場合は、
ぜひ前向きにご検討ください。 大規模災害
の発生時は、地域に密着した存在である消
防団の役割は重要です。下組分団でも、有事
の際は即座に対応出来るよう日頃から訓練
に励んでいます。今後とも下組分団の活動に
どうかご理解とご協力をお願いします。

大野原町全域、豊浜町全域、旧観音寺市柞
田川まで
【屯所位置】
観音寺市大野原町大野原2897-2

地域住民の生命・財産・身体を守るという崇高な消防精神に則って集まったボランティア団体ではありま
すが、団員同士の仲が良く、活動以外の交流も活発です。また、点検・訓練で集まった際は積極的に地域
の情報交換などを行っており、消防団に入ってなかったら知ることがなかった情報を聞く機会がとても
多いです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
下組分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

20名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

分団では月３回、消防車両と可搬ポンプの点検およ
び運用訓練を実施しています。 火災時の消火作業や
台風発生時の水路や高潮の見回り、土のう積み、排
水などを行い、地域の安全を守っています。また、有
事の際に全団員がスムーズに対応できるよう、年1～
2回の全体訓練を実施しています。

休みなどの時間をとられることもあり、
正直億劫に感じることもありますが、消
防団員ならではの地域とのつながりや
交流を持つことが出来ることが最大の
魅力です。 地域、地元が好きな方、大切
にしたいと考える方、ぜひ入団してみま
せんか？

観音寺市大野原町全域、豊浜町全域
【屯所位置】
香川県観音寺市大野原町花稲789-1

花稲分団には20名の団員が所属しています。職業や年齢はバラバラですが、うまくコミュニケーションをと
り、和気あいあいと活動しています。月に３回、班ごとに点検を行っていますが、当番日以外にも自主的に参
加する団員が多くいます。
入団した団員からは、活動を通して地域のつながりが増え、祭りなどの地域行事に参加しやすくなった、よ
り楽しめるようになったという声が多く挙がっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
花稲分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

21名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

火事があったときの消火活動はもちろん、梅雨時期や
大雨の時には川が増水した時の土のう積みや、活動拠
点である屯所での待機を行っています。
また、年末には夜警を行ったり、月３回（１日・11日・21
日）の消防車両の点検や操法などの自主訓練も行って
います。
全ての行事に参加するのではなく、団員の仕事やプラ
イベートの都合を話し合って調整しています。

地域の安全を守り、安心して暮らすため
には消防団の活動が不可欠です。時間が
とられ大変なこともありますが、大人の
部活動のようで楽しさもあります。消防
団活動に関心のある方の入団を心から
お待ちしています。

観音寺市全域
（特に大野原町を主に活動しています）
【屯所位置】
香川県観音寺市大野原町中姫947－1

私たちは大野原町中姫地区の四つの自治会（赤岡・中央・東村・安井）、21名の団員で構成されています。
団員の年齢層や職歴が幅広く、各自の都合や得意分野などに配慮しながらうまく活動できるよう心がけて
います。
定期的に団員交流会や研修旅行を企画し、団員同士の意思疎通を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
中姫分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

26名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

火災発生時の消火活動や大雨洪水災害時の土のう作
り、配付、設置および撤去、地域の安全パトロールを実
施しています。年間行事として年末夜警、防火パレー
ド、防火水槽の点検、放水練習を行っています。また、
分団や班の招集日があり連絡事項の周知や消防車の
点検も行います。訓練や活動には、団員の仕事やプラ
イベートの都合に合わせて無理なく参加してもらって
います。

地域の生命、財産を守り安全に暮らすた
めに、消防団の存在は必要不可欠です。
プライベートの時間をとられるデメリッ
トはありますが、それ以上に多くの知
識、経験、人脈を得ることができます。少
しでも興味、関心がある方はお声がけく
ださい。

観音寺市全域、主な活動地域は大野原町
【屯所位置】
香川県観音寺市大野原町荻原2347-3（旧
荻原小学校の西側）

荻原地区25名の団員で構成されており、平均年齢は全分団中で一番若く活気のある分団です。 定期的に
団員同士の交流を深めるために親睦会や研修旅行を全員で計画し、行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
荻原分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

27名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

消防団では、火災が起きたときの消火活動はもちろ
ん、台風や大雨の際には必要に応じて土のう積みや、
いざという時の為に屯所での待機を行います。
分団での訓練は、毎月１回、班ごとに決まった日に屯
所で集まって、消防車やポンプ、ホースなどの点検を
しています。
また、毎年年末の夜には地域全域を消防車で巡回す
る「年末夜警」を実施しています。

消防団は、自分のプライベートを削って活
動しなればいけないことはもちろんありま
すが、地元地域のためにと、みんなで頑
張っています。大変なこともありますが、い
ろいろな地域や年代、職種の人たちとの人
脈ができるという魅力もあります。
消防団活動に関心のある方の入団をお待
ちしています。

観音寺市大野原町五郷地区
【屯所位置】
香川県観音寺市大野原町井関６９１－８

五郷分団は、団員数30名と少し多めの構成ですが、その分様々な年代や職種の人が集まり、各自の得意分
野や経験を活かして活動しています。
そういった人たちと一緒に活動することで、新しい発見や知識が得られることがたくさんあります。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
五郷分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

29名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

火事発生時の消火活動はもちろん、大雨などの河川増
水時の土のう積みや地域巡回、屯所待機を行っていま
す。 また、年末には夜警を行い、月に５回（１日、６日、
12日、18日、24日）の消防車両点検、防火水槽点検、操
法などの訓練を行っています。 全ての行事に参加する
のではなく、各団員の仕事・プライベートの都合に合わ
せ、調整しています。

地域の安全、安心、財産を守り、暮らすた
めに、消防団の活動が必要不可欠です。
プライベートの時間をとられ、大変なこ
ともありますが、大人の部活動のように
楽しさもあります。消防団活動に関心の
ある方、入団を心からお待ちしています。

観音寺市全域
（主に大野原町で活動しています）
【屯所位置】
香川県観音寺市大野原町丸井311-1

紀伊分団と９つの自治会（丸井北、丸井南、西丸中、池之内、福田原、宮前、柏原、中関、青岡）に所属する29人
の団員で構成されています。団員の年齢層や職種が幅広く、各団員の都合や得意分野に配慮し、上手に活動
できるよう心がけています。団員の交流を深めるため、定期的に交流会や研修旅行を計画しています。 昨
年の県操法大会では、めでたく準優勝し、結束力が高まっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
紀伊分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

21名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

月に２回、消火機材の点検と訓練を行うことが主な活
動内容です。その他、市や県が主催して行うポンプ車
の連結訓練、早朝に行われる非常呼集など訓練内容
は多岐にわたります。 実際の火事場への出動の他、台
風等災害が想定される場合は屯所に詰め、土のうの作
成、見回りなど警戒を続けます。また、地域の防災活動
への参加も大切な活動です。

団員は皆、それぞれに仕事を持っていま
すが、強い郷土愛を持ち、地域の安全の
ために活動しています。人口減少が続く
なか、これまで以上に消防団の重要性
は増していきます。 自分が住んでいる
町を守るため、皆様の入団をお待ちして
います。

観音寺市豊浜町、大野原町
【屯所位置】
香川県観音寺市豊浜町和田浜1531－1

和田浜分団は幅広い年代の人たちが集っており、明るい雰囲気の分団です。20代～30代の若い人も多く、
意見も言いやすい空気感です。団員同士の仲も良く、みんなでバーベキューをしたり旅行へ行ったりと親睦
を深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
和田浜分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

34名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

いざ出動という時に機材が故障していた、という事態
を防ぐため、月に２回は資機材の点検のために夜に集
まり、正常を確認してバッテリー充電したりしていま
す。また、本当の火災現場でけがをすることなく早く消
し止めるための放水訓練も欠かせません。夏には、管
轄地域の消火栓を点検します。その際に消火栓の蓋を
ペンキ塗りしたり、古くなった消火栓の標識を交換し
たりしています。

姫浜分団では、新しい仲間を募集してい
ます。あなたも消防団に入団して、僕ら
と一緒に地域を守る消防団活動に参加
してみませんか？
仕事で出られない時があることがある
のは全員同じ。志があればきっと務まる
はずです。

観音寺市豊浜町姫浜地区
【屯所位置】
香川県観音寺市豊浜町姫浜457－1

分団内には５つの班があり、班長を中心にまとまった団員が団結して姫浜分団を形成しています。さまざま
な職を持った人の集まりで、情報交換の場にもなっています。平時は笑いの絶えない雰囲気ですが、有事の
際、いざ出動となれば、みんな真剣そのものです。サイレンを鳴らして現場に向かう消防車の中では、とても
緊張感があります。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
姫浜分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

42名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

私たちは観音寺市の西の端に位置する豊浜町和田で
主に山側を拠点に消防活動を行っています。年間を通
じて、月２回の点検と年末夜警、出初式に向かっての
訓練を行っています。

定期的な機材の点検や訓練は苦労する
ことも多いですが、住宅火災や森林火
災、自然災害に対し地域を守っていく知
識や経験を得ることができます。今後予
想される災害や火災に対応できる力を
一緒に身につけていきましょう。

観音寺市豊浜、大野原
【屯所位置】
香川県観音寺市豊浜町和田甲504-4

団員の年齢層は幅広く、職種もさまざまです。秋祭りなどで顔を合わせる機会も多く、自然と仲良くなれる
ため、和気あいあいと活動しています。また、何か困ったことがあった時、団員同士が気軽に相談ができる
間柄でもあります。 愛する地域を持ち前の明るさと賢明さで一丸となり守っていけるような分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
和田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

41名
分団データ

〒768-8601 香川県観音寺市坂本町1丁目1-1

0875-23-3940

kikikanri@city.kanonji.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（観音寺市消防団事務局）

火災時の出動に加え、台風時の見回りや土のう作成、
土のう積みなどの水防活動を行っています。通常時
は、班ごとにポンプ車や装備品の点検を交代で実施
し、年末には特別警戒を行い、防火呼びかけや地域の
見回り、屯所での待機を実施します。また、年に数回、
訓練や礼式を含む部隊訓練を行い、ポンプ操作や放
水の訓練をします。山林火災訓練や防災訓練にも積極
的に参加しています。

消防団は地域防衛の中心的な役割を
担っています。消火や水防など危険を伴
う活動を行うため、日頃からの訓練は欠
かせませんが、消防団活動自体は毎日で
はありません。地域防衛のため、共に活
動しましょう。

観音寺市豊浜町、大野原町
（要請があれば、観音寺市内全域）
【屯所位置】
香川県観音寺市豊浜町箕浦甲2397-1地先

箕浦分団は香川県最西端の分団です。大平木、関谷、堀切、西原、箕浦で構成され、香川県の西の玄関を守っ
ています。以前は自営業や農家の割合が高かったですが、近年は会社員や公務員の割合が増えており、地域
活動の中心となる人材も揃っています。平成15年の県操法大会で優勝するなど団員の士気も高く、消防団
活動を通して団員同士のつながりが強固になっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

観音寺市消防団
箕浦分団



さぬき市
さぬき市は、2002年4月1日に大川郡の津田町、大川町、志度町、寒
川町、長尾町の5町が合併して誕生しました。人口は約4.5万人、面積
は約158k㎡です。北部には瀬戸内海国立公園の津田の松原、南部に
は四国霊場八十八ヶ所の第88番札所である大窪寺があり、結願の寺
として有名です。さぬき市の消防団は19分団と女性部で構成され、
「自らの地域は自ら守る」という郷土愛護の精神で活動しています。

毎年４月と10月に新入団員の入団式が開催
されます。ふるさとを守るために入団してく
ださる方を心よりお待ちしております！

★地元の花火大会や防災訓練の際にも、警戒や指導を
　行っています！
★令和５年度に開催された県内初となる水を出しての操法
　大会で優勝しました！
★女性団員も広報・啓発活動を行っており、住宅用火災
　警報器PR活動や紙芝居を主軸としています！

さぬき市TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【大川方面隊第2分団】
遠山 豊さん
【大川方面隊第2分団】
遠山 豊さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
地域の安全を守るため、日々奮闘しています。平成16年の台風時には川の氾濫
で消防車がなかなか現場に着けず、最終的にはかなりの距離を歩いて現場へ
向かいました。家が流された人もおり、とても壮絶な現場でした。
令和５年度の県の操法大会で約3カ月間の練習の成果を発揮し優勝できたこ
とは、大きな達成感を感じた活動の1つです。

■消防団活動の魅力は何ですか？
消防団の魅力は、人との出会いです。年齢や職業に関わらず、入団していなけ
れば関わることのなかった人と出会い、仲間として活動していることはとても
貴重な経験です。私自身、6つ下の後輩団員と仲が良く、徳島県までラーメン巡
りに出かけることがあります。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

入団式
毎年１月初旬に造田野間田運動広場にて
行う消防出初式には、400人を超える消防
団員が参加します。

消防出初式
消防車両や放水についての訓練を実施してい
ます。１日で全てを理解することは難しいです
が、月２回の点検日等に繰り返し作業するこ
とで資機材の取扱い方が上達しています。

災害対応訓練

災害時の活動は、正直大変なこともありますが、活動全体で考えると楽しいこ
とも多いです。特に、地域のコミュニティなので、仲間とのコミュニケーション
を通じていろいろな情報を知れたり、悩みがある際は相談することもできま
す。人脈を広げたい方にも、消防団活動はとてもおすすめですよ。

香川県全域MAP

さぬき市



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

20名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

毎月第1・第3土曜日に消防機器点検を行い、ポンプ
車と可搬ポンプ車の2台を点検しています。また、鶴
羽の隠谷ため池で放水訓練では、操作方法と車両の
動作確認を行っています。津田地区の火災対応だけ
でなく、台風などの災害警報時には屯所で待機し、海
や山など危険箇所を複数回見回り、安全確認を行っ
ています。

分団は皆フレンドリーな雰囲気で、お互いをフォ
ローし合って楽しく活動を行っています。 です
が、会社員が多くいざという緊急時になかなか出
動するメンバーが集まれないのが現状であり、悩
みの種となっています。我こそは！という方は、ぜ
ひ津田第１分団で一緒に活動を行ってみません
か？未経験の方、興味のある方、もちろん年配の
方もOKです。一緒に楽しく活動を行いましょう！
皆さまの入団をお待ちしています。

さぬき市津田町鶴羽全域
【屯所位置】
さぬき市津田町鶴羽885-1

津田第１分団は平均年齢が非常に若く活発な分団です。会社員や家庭を持っている団員や子供が小さい団
員が多く、なかなか皆が揃うことができませんが、グループLINEで連絡を取り合ったり食事会を行ったり
して親睦を深め、アットホームな雰囲気で仲良く活動を行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
津田第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

22名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

津田第2分団は、津田出身・在住の22名で構成され
ています。平均年齢は43歳ですが、半数が20代・30
代と比較的若く、精力的に活動しています。月2回の
点検では、経験の少ない団員にも車両操作を積極的
に経験させ、誰もが消火活動に取り組めるよう努め
ています。また、ため池の草焼き警戒や津田小学校
での車両展示など、地域貢献や人材育成にも力を入
れています。

多くが津田在住または津田出身の団員
となっており、ふるさとの津田を守るた
めに日々取り組んでいます。自分たちの
地域は自分たちで守らなければなりま
せん。ぜひ消防団に入団し、自分たちの
手で津田を守っていきましょう！

さぬき市津田町津田
【屯所位置】
さぬき市津田町津田138-32

当分団では必ずしも階級にとらわれることなく、団員同士がフラットな立場で、風通しの良い雰囲気作りを
心掛けています。令和６年度からは、「津田第２分団」として団員の有志で津田町ソフトボール連盟主催のソ
フトボールナイターリーグに参加しており、強くはないものの、参加者皆が笑顔でプレーすることをモッ
トーに、消防団以外の活動にも楽しみながら取り組んでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
津田第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

22名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

年間活動として、出初式への参加や年末警戒での火
災予防、消火栓や格納箱の備品点検を行っています。
月2回の点検では、ポンプ車や発電機、トランシー
バーの作動確認を実施。訓練では、災害を想定した連
携訓練や中継訓練、水防訓練などに取り組んでいま
す。また、自治会の要請があれば、防災訓練にも参加
し、消火栓や消火器を使用した訓練を行います。

津田町は、穏やかな瀬戸内海に面してい
るため、高い確率で発生が想定されてい
る地震や津波に対しての危機感があり
ません。一部の自治会では地震・津波を
想定した避難訓練を実施していますが、
全体的に関心が低い状況です。災害や火
災に気を配れる消防団員となって、津田
町を守る活動をしてみませんか。

伊勢町、旭町、寺町、城北、北羽立、南羽立、
北原、吉見
【屯所位置】
さぬき市津田町津田1514-81

団員は自治会活動に参加し、ソフトボールやバレーボールなどのレクリエーションを楽しんでいます。また、
所有する船舶で釣りをして釣れた魚を囲むなど、楽しい時間を過ごしています。普段は冗談や笑いが絶え
ない雰囲気ですが、災害時には津田町の生命と財産を守るために、日頃のコミュニケーションを活かし、一
致団結して真剣に取り組んでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
津田第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

13名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

毎月第1・第3土曜日に消防機器の点検を実施し、消
防車両や小型ポンプ、発電機の動作確認を行ってい
ます。また、年2回ほど前北山小学校プールを水源と
した放水訓練や中継訓練を行い、海から山への坂道
が続く地域特性を考慮して林野火災にも対応できる
よう訓練しています。各自治会の消火訓練や台風時
の避難確認など、地域密着の活動を通して南海地震
に備えた住民支援の体制を整えています。

団員全員が会社員として働いているため、平
日の日中の災害対応が課題となっています。
そこで各自治会と連携し、地域に住む元団員
の協力を得ながら地域の安全を守っていき
たいと考えています。また、現在就学中の学
生にも消防団活動に関心を持ってもらい、入
団を希望するような魅力的な活動を続けて
いくことを目指しています。地域の皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。

さぬき市津田町平畑地区から北山地区
【屯所位置】
さぬき市津田町津田3645

現在すべての団員が会社員です。仕事の都合やプライベートの都合に関して早急に把握し、活動日程などを
残すためにグループLINEで連絡を取り合っています。一部の団員は津田町ソフトボールリーグに所属して
おり、同じチームで楽しみながらも優勝を目指して頑張っています。また、プライベートでも同じ娯楽も楽し
んでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
津田第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

25名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

月に2回消防車や可搬ポンプの点検を行い、操作方
法の確認と正常な動作を確認しています。また、年に
2回、大川方面隊の3分団で合同訓練を実施し、災害
時にケガを防ぐための礼式や規律訓練で迅速な対
応力を養っています。さらに、年末には消防車で管轄
内を巡回し、新年を迎える前に最後の火災予防活動
を行っています。

団員は、他に仕事を持ちつつ、火災や台
風等の水害時には、地域の方の生命・財
産を守るため、活動しています。人口の
減少に伴い、消防団員の減少が課題と
なっています。せっかく地元にいるのな
ら、生まれ育った故郷を守っていくため
に、一緒に活動していきませんか？

さぬき市大川町富田東、田面
【屯所位置】
さぬき市大川町田面69-1

当分団は、現在32歳～65歳までの団員25名で構成されています。それぞれ事情があって活動に参加でき
ない時もありますが、皆でカバーし合っています。令和５年に新しい消防車に更新し、綺麗になりました。最
近嬉しかったことは、令和５年の操法大会で方面隊が優勝したことです！分団全体が和やかな雰囲気で、仲
良く活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
大川第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

27名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

火災発生時の消火・警戒活動、梅雨時期や大雨時の
河川の増水による警戒巡視、屯所での待機や土のう
積みを行っています。また、分団としては、11月に町
内を消防車で走る防火パレードと活動域内の防火
設備点検、12月の年末警戒、分団所有の消防車両や
資機材の点検などを行います。地域の防火・防災意
識の向上を目的に「みろく祭り」の花火警戒やその他
行事・広報活動にも参加しています。

仕事や家庭の都合で出務できないこと
はあるので、常に団員同士が協力し、活
動しています。「火事や自然災害への対
策、心肺蘇生法もできるようになって、何
かあった時に家族を守れる力がついた」
と、活動で自信をつけた団員もいます。
消防団活動に関心のある方の入団を心
から歓迎します。

さぬき市大川町
【屯所位置】
さぬき市大川町富田中2109

サラリーマンや大工、車屋、鉄工、石油オーナーなど、地域の身近な人たちが消防団になっています。入団す
ると、普段知り合うことのないさまざまな年代の人との出会いが生まれ、人生が豊かになります。第2分団
は3班で構成されており、班長が各班をまとめています。大川町南川、富田中を中心に活動を行っており、地
域特有となる情報を定期的な団員交流会などでコミュニケーションをとっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
大川第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

27名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

月2回、定期活動として整備点検を実施しています。
これは、有事のときの団員の安全確保を目的とする
もので、消防車及び資機材を実際に操作して行いま
す。若い団員にとってはポンプ車、器具を取り扱う訓
練となり、とても重要な活動となっています。また、秋
の火災予防週間における町内パレード、年末夜間の
警戒活動、地域のまつり（みろく花火大会）における
放水活動など、地域に密着した活動を行っています。

消防団活動は幅広い年代の方々が活躍
できる組織で、利害関係なく世代間交流
を深め、人間関係の広がりをもたらして
くれています。しかしながら、どの分団も
慢性的な団員不足に悩まされています。
整備点検、定期訓練等の見学も受け付
けていますので、ご連絡をお待ちしてお
ります。

さぬき市大川町全域
【屯所位置】
さぬき市大川町富田西2593-1

当分団には、旧大川町の西部に在住する20代～60代の男性が在籍しています。消防団員としていくらかの
報酬をいただいてはいますが、それぞれがボランティア精神をもって活動しています。市外勤務の団員が多
いなか、年2回程度の懇親会や家族交流会などを実施し、団員相互の連携を深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
大川第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

27名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

月に2回、消防車や機材の点検を行い、有事に備えてい
ます。秋の火災予防週間には消火栓や機材の点検、町
内の火災予防呼びかけを行い、年末は夜間警戒なども
行っています。また、団員の近況について機材点検時に
報告をもらい、状況を把握するようにしています。 災害
時には、消火活動のほか、梅雨や台風時には河川の氾
濫防止や排水作業、屯所での待機を行います。1月には
出初式を行い、防災意識の向上に努めています。

地域の安心安全のために、私たち志度第
1分団27名の消防団員は、自分たちの出
来る範囲で、消防活動をさせていただい
ています。自分たちが住んでいる志度の
町を、一緒に守っていきましょう。

さぬき市志度町志度
【屯所位置】
さぬき市志度5385-30

私たちは、さぬき市志度町を拠点に27名の団員で活動しています。年齢層は、平均年齢40歳前半と若く、活
気ある雰囲気で町の防災に努めています。団員には子育て家庭や会社勤めの人も多く、無理のないように
手分けして活動を行っています。行事や訓練への参加も、団員の仕事や都合に合わせて調整しており、必ず
全てに参加する必要はありません。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
志度第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

42名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

毎月1日と15日に機材の点検や近くの池での放水訓
練を行っています。秋に消火栓の点検や年末に夜間
警戒を実施するほか、台風時には満潮時間を考慮
し、洪水や浸水防止のための見回りや道路の障害物
除去も行います。家庭や仕事の都合に合わせて、団
員は無理なく自分のペースで参加できる体制を整え
ています。

会社員の団員は昼間の火災や災害時に出動
しにくいですが、夜勤のある団員もいるため、
お互いに助け合って安心安全なまちづくりに
尽力しています。家庭や仕事を犠牲にするこ
となく、活動しやすい分団です。地域の安全を
守ることのみならず、幅広い世代の方と交流
をもてる貴重な組織です。興味、関心のある方
の入団を心からお待ちしています。

さぬき市志度南部、末地区
【屯所位置】
さぬき市志度3225-2（第1屯所）
さぬき市志度4669-2（第2屯所）

私たちは、さぬき市志度南部およびさぬき市末全域で活動しています。団員の年齢層が幅広いため、色々な
世代の団員と交流することができます。 地域に密着していて、秋祭りの時では太鼓台を担ぐ祭り大好きな
メンバーが多数在籍しています。アットホームで、いざというときは一致団結して活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
志度第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

2台

34名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

台風時の活動として、ポンプ車や可搬ポンプを使っ
た排水作業を行います。日々の訓練については、月に
2回、消防車両や機械器具の点検、ポンプ放水点検、
礼式点検のほか、年に1回の林野火災を想定した訓
練や、11月の火災予防週間では、団員の安否確認と
初動活動の確認なども行います。そのほか地域の小
学校避難訓練や自主防災組織の防災指導にも参加
しています。

能登半島地震をきっかけに、自分も人のために
消防団活動をしたいという方が今年4月に入団
しました。消防団員は非常勤特別職の地方公務
員として、地域の安全を守る誇りを持って活動
しています。全ての活動は団員の都合に合わせ
て調整しており、無理なく参加できます。地域
のリーダーとして、ともに安全を守りませんか？
皆さまの入団をお待ちしています。

鴨庄地域全域、鴨部地域全域、小田地域
全域
【屯所位置】
さぬき市鴨庄1982-5（第1部屯所）
さぬき市鴨庄666-3（第2部屯所）
さぬき市鴨庄3457-1（第3部屯所）
さぬき市鴨庄4716-9（第4部屯所）

当分団には34名が所属し、活動しています。分団長は「安全最優先」を掲げ、災害現場でのケガ防止を徹底
し、活動後も全員が無事に帰宅するまで気を抜かないことを心がけています。現場では緊張感を持って行
動していますが、親睦会などでリラックスする場も設けています。こうした楽しみも大切にしながら、地域
防災に取り組んでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
鴨庄分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

25名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

毎月1日と15日に、ポンプや発電機、チェンソーなど
の消防機材の点検と操作確認を行い、火災発生時に
は消火活動や後片付けを実施しています。また、高潮
時の堰堤確認や台風時の川の増水状況の確認、突風
で倒れた樹木の片付けなど、地域住民の生活を支え
る活動をしています。

団員の職業はさまざまなので、活動を通
して広く人脈を築くことができます。全
員、地域のためになればという思いで入
団した団員ばかりです。若い住民が減っ
ている地域ですが、地元のために少しで
も協力したいという方を募集しています。

さぬき市小田
【屯所位置】
さぬき市小田1514-81

私たちはさぬき市小田、海沿いの地域で活動しています。20代～60代まで現在、分団長以下25名が所属す
る、主に地元民の集まりです。団員同士の結束を深めるため、年3回ほどの交流会を開催しています。年齢
差を気にすることなく活動できる、和やかな雰囲気です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
小田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

27名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

比較的集まりやすい第１・第３土曜日の19時から、ポ
ンプ車および可搬ポンプ３台の操作方法の確認と点
検を行っています。有事の活動エリアは鴨部、鴨庄、
小田分団のある志度東方面ですが、要請があった場
合には志度全域への応援出動も行います。志度地区
全体での合同訓練や志度東方面隊としての合同訓
練にも力を入れて取り組んでいます。

地場産業も少なく、地元郊外で働く団員
が大半です。消防団は、有事出動時の初
動人員としてはもちろん、自主防災組織
での頼もしいアドバイザーにもなるかと
存じます。より多くの方の入団をお待ち
しております。

さぬき市鴨部全域
【屯所位置】
さぬき市鴨部2045

若い団員も入団し、彼らも早く全員の顔・氏名を覚えようと、小さなことから取り組んでいる姿に明るい未
来を感じます。また、役職、年功にとらわれず、いろいろな意見や発言もしやすい空気があります。団員同士
の親睦を深めるための慰安会なども毎年行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
鴨部分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

24名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

毎月第1・第3日曜日にポンプ車や機材の点検整備を
行っています。火災が増える秋には、火災予防週間に
合わせて消火栓や格納箱の点検を実施し、地域防災
に貢献しています。また、年末には消防車で管轄内を
巡回し、地域住民に火災予防の意識を促しています。
仕事などの都合で参加が難しい団員がいた場合も、
協力し合って活動しています。

私たち消防団員は生まれ育った土地を大事に
思い、地域の方の生命と財産を守るため、「何
かできることはないか」という思いで活動して
います。令和６年４月末の夜、雨が降っていた
にも関わらず、管轄内で建物が全焼する火災
が発生し、死者もでました。知らない人のため
に活動するのは難しいかもしれませんが、まず
は、災害から自身や家族、近所の人を守るた
め、消防団に所属し、活動していきませんか？

さぬき市寒川町石田西
【屯所位置】
さぬき市寒川町石田西926-1

当分団には27歳～67歳の団員24名が所属しています。平均年齢は48歳で、全国の分断と同様に高齢化が
進んでいます。団員はそれぞれ職に就いていているため、消防以外にも繋がりができるうえに、新しい知識
がつき、思いがけないところで役立つこともあるかもしれません。また、年に数回親睦会を行い、決断力や
チームワークを高めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
寒川第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

28名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

月に2回、ポンプ車や機材などの点検整備を行い、資
機材の使い方や有事の際に動作不良を起こさないよ
うに確認を行っています。11月には、地域ぐるみで防
災訓練を行っており、ロープワークなどの指導を任
されています。また、地元施設の花火大会では、近く
の池から取水し、林に放水することで火事にならな
いようにしています。

大川広域消防本部寒川分署と間違われ
ることも多いですが、私たちは本業を他
に持ちながらも、地元のために活動する
消防団員です。地元に残る若者がおら
ず、団員数が減少しています。何歳から
でも大丈夫なので、興味のある方や地元
を一緒に守っていきたい方の入団をお
待ちしています。

さぬき市寒川町石田東
【屯所位置】
さぬき市寒川町石田東甲915-5

当分団には30代～60代の団員28名が所属しています。その半数は40代で、平均年齢は、年々高くなってき
ています。人間関係などハードルが高く感じるかもしれませんが、団員のほとんどが寒川町民で雰囲気も良
く、楽しく和やかに活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
寒川第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

27名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

第1、  第3日曜の夕方、ポンプ車や機材等の点検整
備を行っています。毎年秋には、防火演習に参加する
ほか、地域行事にも参加し、地元の方との交流もして
います。また、不定期で広域消防の方々から新しい知
識や情報を得るための訓練や勉強会をしています。

ほとんどの団員が会社員なので、日中の
災害への対処が難しい場合もあります
が、「自分たちの地域は自分たちで守る」
との信念のもと、ともに活動していきた
い思いのある方を大募集しています。

さぬき市寒川町神前
【屯所位置】
さぬき市寒川町神前1616

団員の年齢層は27歳～69歳までと幅広く、いろいろな世代の交流があります。先輩が後輩に指導するだけ
ではなく、その逆もあり、年齢に関わらず風通しの良い活動環境です。田舎の雰囲気漂う、地域に密着した
ゆったり感のある分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
寒川第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

39名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

月に2回、消防車両やホースなどの資機材点検、新人
団員の基礎訓練や幹部訓練、年1回の救命救急・
AED、ポンプ車中継、無線訓練、防火訓練を実施して
います。また、防火活動として毎年の年末警戒、地元
イベントでの警備の担当をしています。毎年１月の出
初式では、日頃の訓練の成果として、県内唯一の50
年の伝統「梯子乗り」演技を披露し、地域の無火災を
祈願しています。

団員は地元の安全を守るために地道な
活動を続けています。私たちの活動は、
本業の勤務時間と重なり思うように参
加できない難しさはありますが、自分自
身が地元に直接貢献できるという、他に
はない充実感を感じられる貴重な経験
となっています。皆さまの入団を心から
お待ちしています。

さぬき市長尾
【屯所位置】
さぬき市長尾東888-5

年齢層や職種はさまざまですが、とにかく元気で地元愛に溢れる団員ばかりの分団です。日頃は冗談ばか
りでお腹を抱えて笑う話しかしませんが、火災発生や訓練時には一転、住み慣れた町を守るための的確な
判断と機敏な動きで真剣に取り組んでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
長尾第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

42名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

月に2回、ポンプ車や可搬ポンプ、輸送車などの整備
点検を行い、有事に備えた体制を整えています。ま
た、地域の消火栓や防火水槽の点検、格納箱の使用
方法を自治会の方々と一緒に訓練し、初期消火の重
要性を周知しています。年間を通じて、消火活動や水
害対応、行方不明者の探索、夏祭りの花火対応や秋
の防火演習、年末の火災予防活動などを実施し、地
域に密着した活動を展開しています。

消防団の活動は地域の皆さまのご理解
とご協力によって支えられています。も
し、大規模災害が発生した時に、自助で
は限界があります。共助があり公助に繋
げることで地域の皆さまの生命と財産
を守ることができます。今後とも消防活
動へのご支援をお願いします。

さぬき市造田地区
【屯所位置】
さぬき市造田是弘777-2

分団の年齢層は20代～60代まで幅広く、その職種もさまざまです。年代、職種を超えて関わることで、お互
い良い刺激を受けて各自が成長し地域を支えています。分団長をはじめ、団員は何でも相談できる家族の
ような関係性で活動を行っています。例えば団員から納涼会や研修会などの要望があれば、分団内で意見
交換を行い、知恵を出し合ってより良い活動ができるようにしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
長尾第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

22名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

月に2回、ポンプ車や可搬ポンプを中心に整備点検
を行い、常に有事に備えています。消防団員として、
消火活動や水防活動、行方不明者の捜索を行ってお
り、地元を守る活動をしています。また、長尾地区で
の防災訓練でのロープワーク指導のほか、地元で花
火を打ち上げる際は、他分団と協力しながら火災防
止活動をするなど、イベントについても頼りにされて
います。

消防団活動で得た防災知識や経験は、大切な人を
守るために間違いなく役立ちます。しかし、団員の
サラリーマン化が進み、日中に発生した火災に駆
け付けることが難しくなっています。火災は燃え
広がる前に消火することが最も重要です。一人で
は、ポンプ車を動かし、消火活動を行うことができ
ません。地元を守るために、消防活動を理解し、協
力していただける方をお待ちしています。

さぬき市長尾西
【屯所位置】
さぬき市長尾西2240

分団には22名の団員が所属し、和気あいあいと活動しています。「自らの地域は自ら守る」という防災意識
の高い団員が集まっており、訓練はピリッとした空気で、メリハリを強く持っています。地元に残る若者も少
なく、約10年間、新入団員がいないことが課題です。消火活動後、付近の住民の方から感謝されることや団
員同士で褒めたたえ合うことが、活動の原動力になっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
長尾第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

28名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

毎月2回の点検日には、原則全員参加でポンプ車や
可搬ポンプを中心とした機材の点検を行っていま
す。また、地域の防災訓練が開催される際には、要請
に応じて指導員やお手伝いとして積極的に地域の皆
さんと関わり、地域防災の向上に貢献しています。団
員一同が協力し、地域の安全を守るため、定期的な
点検と防災活動に取り組んでいます。

今までも、そしてこれからも、地域の安全安心を守
るべく活動を行っています。仕事の都合上、平日の
日中はほとんどの団員が活動地域におらず、災害
時の即時対応が難しいことが最大の悩みですが、
勤務先の理解をいただき、業務中でも駆けつけて
くれる団員も多くいます。地元企業に勤めている
方であれば、入団資格があります。一人でも多くの
若い力が必要です。ぜひ一緒に地域の笑顔を守っ
ていきましょう。

さぬき市多和地区
【屯所位置】
さぬき市多和助光東29

香川県東部の山間部にある地域で、過疎化や高齢化が進む中、精鋭28名で構成された分団として、地域に根
ざした活動を行っています。他の町に移住しても、故郷を守りたいという思いから所属する団員が多いのが特
長です。2021年にはポンプ車を更新し、2023年には屯所の新築移転が実現。恵まれた環境で活動を続けて
います。意見が食い違うこともありますが、「一致団結」の消防精神に則り、和気あいあいと活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
長尾第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

15名
分団データ

〒769-2195 香川県さぬき市志度5385-8

087-894-1115

bosai@city.sanuki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（さぬき市消防団事務局）

私たちは、住宅用火災警報器の普及啓発活動や自主
防災会のサポート、防災訓練での応急手当指導を
行っています。また、年末警戒や出初式、防災に関する
研修受講、防災士資格取得、ドローン講習の受講など
もしています。今後は普及員の資格取得を目指し、学
校や自治会での講習を行いたいと考えています。手作
り紙芝居での出前講座や団員募集のチラシ作成な
ど、地域防災に向けた活動にも力を入れています。

災害を乗り越えていくための訓練や講
習を受け、その知識を地域の皆さまに
も伝える活動をしています。私たちと一
緒に地域を守る仲間を募集していま
す。おもっしょいで♪まあ、いっぺんきて
みいまい！！

さぬき市全域
【屯所位置】
さぬき市鴨部2045

30代～60代まで幅広い年齢層の団員が所属し、それぞれ家庭や仕事を持ちながら、得意分野を活かしつ
つ無理のない範囲で楽しく活動しています。会議や講習の際は真剣に取り組み、楽しむ時は思い切り楽し
むというメリハリを大切にするメンバーが集まっており、充実した団員生活を送っています。このような環
境の中で、団員一同が協力し合いながら地域の安全を守っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

さぬき市消防団
女性部



東かがわ市
東かがわ市は香川県の東端に位置し、人口約2.7万人、面積は約
153km²です。地場産業として、日本一のシェアを誇る「手袋」、日本
で初めて養殖に成功した「ハマチ」、江戸時代から続く伝統産業「讃
岐和三盆糖」があります。東かがわ市の消防団は、13分団と女性部
で構成され、地域の安全を守るために一丸となって活動に取り組ん
でいます。

出初式での分列行進の様子です。

★女性消防団員も在籍しています！
★花火大会等の警戒も行っています。

東かがわ市TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【引田第1分団】 三谷 栄芸さん【引田第1分団】 三谷 栄芸さん

【マスコット名】
東かがわ市観光キャラクターてぶくろマン
【マスコット名】
東かがわ市観光キャラクターてぶくろマン

■消防団としてどのような活動をしていますか？
消防団としての活動はさまざまですが、特に印象深いのは、白鳥町と引田町に
またがって数日間延焼した山林火災の消火作業です。この火災では、山林火災
の恐ろしさや消火の難しさを痛感しました。また、近隣の消防団が応援に来て
くれたおかげで、無事に鎮火することができ、消防団同士の協力体制の大切さ
を実感しました。

■消防団活動の魅力は何ですか？
消防団活動の魅力は、家屋火災や林野火災時において消防ポンプ自動車など
の資機材を駆使して消火活動を行うなど、目に見えた成果があることです。自
分たちの活動成果が、市民の皆さんの役に立っていることが実感できること
が、やりがいにつながります。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

出初式
県消防操法大会や出初式に向けて訓練を
行います。

操法訓練
火災現場で消火活動を行います。

消火活動

消防団には地元で活躍するさまざまな団員が在籍しています。消防団活動や
地域イベントを通じて、年齢や職業を超えた繋がりが築けることは自分自身の
財産にもなり、大きな魅力です。また、幹部の皆さんが若手団員を大切にしてく
れるので、活動しやすい環境が整っていますよ！

香川県全域MAP

東かがわ市



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

21名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

毎月第1日曜日午前7時から、ミーティング後にポン
プ車の点検や放水訓練を行い、資機材のメンテナン
スも実施しています。7月中旬に開催される風の港ま
つりでは花火打ち上げ時の警戒にあたり、また、市消
防団の訓練や地元自治会の防災まち歩き事業にも
参加し、土砂災害への備えをしています。

当分団にはさまざまな職業の団員が在
籍しており、火災や災害現場において、
その職業の知識や技術を活かして消防
団活動にあたっています。消防団活動は
地域貢献に直結した活動が多く、とても
やりがいのある活動です。

東かがわ市（旧引田町地区）
【屯所位置】
東かがわ市南野96-11

ハマチ養殖の盛んな漁師町にある当分団は、香川県の最も東の端のエリアを担当しています。分団員の気
質は明るく誰もが打ち解けやすい雰囲気です。分団員のなかには、地域の伝統行事である獅子舞に参加し
ている者も多く、消防団活動以外においても地域活動の一端を担っています。なお、分団の幹部は若手分団
員が活動しやすい環境や雰囲気づくりに努めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
引田方面隊第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

22名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

分団での定期訓練は月に1度で、分団が所有するポ
ンプ車・小型ポンプでの放水訓練を行っています。
11月には、消火栓の点検や格納箱の確認をしていま
す。各団員の都合に合わせ、なるべく消防活動に参加
できるように話し合っています。

災害から自分たちの町を守り、地域の皆
さまが安心して暮らすためには消防団
が不可欠です。消防活動に関心がある
方、一緒に活動してみませんか。皆さま
の入団を心からお待ちしています。

東かがわ市（旧引田町地区）
【屯所位置】
東かがわ市引田513-1

私たちは東かがわ市引田地域で、消防活動をしています。有事の際は、いち早く出動してこの地域を守るた
めに頑張っています。団員同士との関係も良く、うまく消防活動ができるよう、協力し合っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
引田方面隊第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

26名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

毎月第1日曜にポンプ車、小型ポンプなどの資器材点検
を行うほか、年末には、3班に分かれて夜警を行ってい
ます。消火活動はもちろん、風水害時の見回り、警報が
解除になるまでの屯所待機をしています。さらに、池の
下草を焼く時の見守りや農業用水路が詰まった時の貫
通作業など、地域の要望にも対応しています。操法訓
練・AED講習などの訓練や講習を受け、有事に備えると
ともに、常に地域に密着し、安全を見守っています。

当分団には親子で入団している団員が3
組もいます。地域の人口が減っていくな
か、地域の安全を守る消防団の活動をこ
の先何十年と繋いでいくことは大変重
要なことであり、大きな課題でもありま
す。あなたのご家族や子どもたちが安全
に、安心して暮らせるよう、私たちと一緒
に消防団で活動してみませんか？

東かがわ市（旧引田町地区）
【屯所位置】
東かがわ市小海1269-1

当分団は現在26名の団員で構成されています。独自に互助会を設立し、団員の福利厚生の充実を図ってい
ます。団員の年齢層は20代～60代と幅広いですが、分団全体が仲良く、気兼ねなく意見も冗談も言える、
アットホームな分団です。また、団員の家族を招待して親睦会も行いコミュニケーションを図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
引田方面隊第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

19名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

毎月の1日と15日に、屯所にて、消防自動車および可
搬型ポンプの放水テストやホースなどの機材点検を
行っています。また年に数回、市内消防団合同での中
継訓練などの行事、年末は消防自動車や徒歩で活動
地域の巡回を行っています。火災発生時には消火活
動を行うほか、台風などによる大雨の際には、土のう
積み・巡回などの水防活動を行っています。

地域の安全を守るため、団員は皆頑張っ
ています。しかし、会社員が多いため、平
日の日中などは十分に活動ができてい
ないことがあります。消防団の活動は大
変なこともありますが、同時にやりがい
もあります。地域を守るための手伝いを
したいと考えている人は消防団への参
加をぜひお願いします。

東かがわ市（旧大内町地区）
【屯所位置】
東かがわ市三本松609-3

私たちの活動地域には、住宅地・海・山があり、有事の際の活動は多岐に渡ります。そのような環境の中でも
お互いが助け合い、地域を守るための活動を行っています。20代～50代まで、年齢層は広いですが、全員が
円滑にコミュニケーションを取ることができています。 また、会社員や自営業、公務員、そして神職と、職業
もさまざまですが、自分の住んでいる地域を守ろうという想いは皆同じです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
大内方面隊第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

26名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

月に2回、機器の点検と放水訓練を行っています。分
団にはポンプ車と積載車が１台ずつあり、担当エリ
アで火災があればすぐに駆け付けます。火災時だけ
でなく、台風時には巡回や土のう作成といった水防
活動も行います。また、行方不明者の捜索で山に分
け入っていくこともあります。消防活動だけでなく、
数年に１度研修旅行に行ったり、団員で食事をしたり
もしています。

消防団は飲み会ばかりであまり活動を
していないという印象を持たれている方
もいるかもしれません。しかし実際は、
地元のためにという思いを持った団員
ばかりです。地域の繋がりも広がり、い
ろいろな方と知り合いになれます。忙し
い方でも、可能な範囲で活動ができるの
で、ぜひ消防団に入団してください。

東かがわ市（旧大内町地区）
【屯所位置】
東かがわ市横内744-1

分団長を中心に、消防活動時は真剣に取り組み、それ以外では賑やかな雰囲気です。若い団員も多く、とて
も活気があります。香川県の操法大会に出場した団員もおり、消防活動に対する熱意が高く、積極的に活動
しています。仕事や子育てで忙しい団員は、できる範囲で活動をして、他の団員がカバーしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
大内方面隊第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

18名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

火災や大規模災害発生時に現場へ駆けつけ、その地
域での経験を活かした消火活動や救助活動を行い
ます。市内消防団合同訓練の参加や、分団では、月に
2回の可搬ポンプ、機材の点検をしています。

消防団員は、住民の生命や財産を守ると
いう重要な役割を担っています。大切な
人の生命や自分が暮らす町の安心と安
全を守るために消防活動に参加しませ
んか。

東かがわ市（旧大内町地区）
【屯所位置】
東かがわ市西村1120-3

私たちは、地元に暮らす30代～40代の団員を中心に活動しています。雰囲気も良く、地域のために自分に
できることを精一杯やるという、今も昔も変わらない気持ちで、団員同士協力しています、定期的に団員交
流会を開催し、意思疎通を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
大内方面隊第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

18名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

当分団では、毎月1日と15日に可搬ポンプや消防車
両、無線機器、防災資機材の点検整備、溜池での放水
訓練を行っています。また、救命技能の習得に力を入
れ、普通救命講習を新規受講・更新しています。地域
貢献として、水利組合や自治会の清掃作業にも協力
し、地域に密着した活動を展開しています。これらを
通じて、有事に備えた体制を整えています。

消防団の活動は厳しい規律や危険性が危惧さ
れますが、地域や自身の家、家族を守るといっ
た気持ちを団員はしっかり共有しています。今
後起きると言われている大規模地震や災害を
一緒に乗り越えませんか。分団存続のために
も、特に若い方の入団をお待ちしています。令
和3年には当分団の屯所も新築され、より一層
の消防団活動の充実が図れています。地域の
皆さまのご理解、ご協力、有望な若人の勧誘、
よろしくお願いします。

東かがわ市（旧大内町地区）
【屯所位置】
東かがわ市小磯780-1

当分団の活動区域は、小磯・番屋・大谷地区です。団員もその地区の出身者が多く、地元に愛着を持ち消防
団活動に取り組んでいます。古くからの知人や友人も多いため、固い団結力が自慢です。年長から年少へ知
識、経験を教示し、行動でも示すことで機動力と結束力を醸成するとともに、消防団特有の規律をしっかり
と持ちつつ、笑いもある組織活動ができています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
大内方面隊第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

20名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

火災時の消火活動はもちろん、台風・大雨などの災
害時に地域の方が必要とする土のうを作成や地域内
の巡回などの活動を行っています。また、月に2回、分
団での訓練を行っており、消防車両や資機材を点検
しています。

団員は皆、仕事を抱えているので日中の
災害活動の人員確保が悩みですが、地域
を守りたいという地域愛を持っていま
す。普段の生活の中で時間を作るのは大
変かもしれませんが、同じ地域の仲間と
の交流は楽しいものです。地域の仲間と
して、入団をお待ちしています。

東かがわ市（旧大内町地区）
【屯所位置】
東かがわ市町田55-1

私たちは東かがわ市の旧大内町の丹生地区を拠点として活動しています。年々地域の若者が少なくなって
きており、若い団員の確保が難しくなってきていますが、地域の祭りやイベントに参加し、交流を深めてい
ます。仲間意識は強く、とても楽しい分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
大内方面隊第5分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

15名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

毎月1日と15日に消防機器・設備の点検および整備を実施
しています。また、年に4回程、火災対応力向上を目的とし
た訓練に、ローテーションで参加しています。他分団の団
員との交流を通じて、有意義な学びの機会となっていま
す。さらに、年末年始には年末特別警戒と消防出初式が行
われます。火災時の消火活動のほか、台風や水害警報発令
時には、土のう作成などの警戒活動にも取り組んでいま
す。自主性を尊重しており、参加は任意です。

消防団員は減少傾向にあり、当分団もその例
外ではありません。かつては子供が入団すると
その親は退団するのが一般的でしたが、現在は
組織維持のため親子で活動する団員が増えて
いる状況です。このような背景から、消防団員
の確保が急務となっています。消防団は地域の
安全を守る重要な組織です。皆さまにはご理解
をいただき、興味を持たれた方は、ぜひ入団を
ご検討ください。また、ご質問がある場合は、
お気軽にお声がけください。

東かがわ市（旧大内町地区）
【屯所位置】
東かがわ市馬篠674-3

私たちの分団は2つの自治会で構成され、小規模ながらアットホームな雰囲気が特徴です。親子で参加して
いる団員もおり、幅広い世代が協力し、地域の安全を守るため活動しています。月に２回の点検・整備では、
消火活動や機器操作について話し合うだけでなく、さまざまな話題を共有しながら団員同士の交流を深め
ています。多様な価値観を共有しながら、楽しく活動することができる分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
大内方面隊第6分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

13名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

毎月第1日曜日に機械点検やポンプ車の稼働確認、
地域の見回りを行う定期訓練を実施しています。年
間では、花火大会の事前散水や大雨・台風に備えた
土のう作成、年末警戒などを行っています。団員は仕
事やプライベートとの調整をしながら、全ての行事に
無理なく参加できるよう努めています。

私たち消防団員は地域防災の要として
地域の安心安全を守り、消火・救助など
を行っています。愛する家族や知人、地
元のため、一緒に活動しませんか。皆さ
まの入団をお待ちしています。

東かがわ市（旧白鳥町地区）
【屯所位置】
東かがわ市湊1803

当分団には、年齢に偏りなく団員が所属しています。子育ての話題や世代間の情報交換の場にもなってお
り、和気あいあいと活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
白鳥方面隊第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

2台

16名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

月に1回、ポンプ車、小型ポンプ車での放水訓練を
行っています。また偶数月には、火災を想定し、消火
栓から水を出す作業を短時間で出来るようにする
ため、放水の後、消火栓からつなげる訓練を行って
います。

「地域住民の生命と財産を守る！！」この
言葉が、私たち消防団の目的です。しか
し、団員の減少が問題となっています。
堅苦しく考えず、一緒に消防活動を行い
ませんか。

東かがわ市（旧白鳥町地区）
【屯所位置】
東かがわ市白鳥479-1

私たちは、東かがわ市の中心部に位置する地域で活動しています。 月に1回、定例会や交流会を開催してい
ます。年代も20代～60代まで幅広いですが、年齢関係なく意見を交わしあえる分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
白鳥方面隊第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

5台

48名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

毎年秋に香川県と徳島県境の鵜の田尾トンネルで、
トンネル内事故を想定した救助訓練を、両県の消防
団や広域消防、警察、土木事務所と合同で実施してい
ます。また、林野火災を想定した中継送水訓練を五
名地区の分団と合同で行っています。消防車両や機
械器具、装備類の点検と定例会は毎月1日と第3日曜
に実施し、日常の備えを強化しています。

平成16年の台風23号の被災の際には
地域の方の避難誘導や救助活動を経験
し消防団の存在意義を再確認しました。
ぜひ私たちと一緒に地域の安全、安心の
ための活動をしませんか。

東かがわ市（旧白鳥町地区）
【屯所位置】
東かがわ市与田山419-2

私たちは東かがわ市と徳島県の県境に位置する福栄地区を拠点に活動しています。4つの集落で構成され、
団員は約50名、20代～70代まで幅広い年齢層です。普段からご近所付き合いがあり、和気あいあいとした
雰囲気で活動しています。各自の仕事や得意分野に配慮し、団員が無理なく協力し合いながらスムーズに活
動できるよう心がけています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
白鳥方面隊第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

3台

29名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

毎月第1と第3日曜日に、消防車や可搬ポンプ、チェン
ソー、エンジン発電機等の点検実施を行っています。
火災発生時や台風接近時の警戒、人命に関わる救済
活動などは市の要請があった場合、出動しています。
また、市の年間消防訓練スケジュールに基づいて訓
練に参加しており、各団員が仕事やプライベートの都
合を相談しながら、訓練参加の調整を行っています。

住民の皆さまや各種団体と連携をとり、
さまざまな行事などにも参加するなど、
地域との距離が近いことが、当分団の大
きな利点です。これからも堅苦しくなく
心地よい消防団として、地域の皆さまの
安全を守り、安心して暮らしていけるよ
う活動を続けます。消防団活動に関心が
ある方の入団をお待ちしています。

東かがわ市（旧白鳥町地区）
【屯所位置】
東かがわ市五名457-2（1班屯所）
東かがわ市五名1505-1（2班屯所）

地元の出身者が大半ですが、ここ数年は県外から移住された若者が、近隣の団員との繋がりから入団し、消
防知識や経験を積んでいます。団員間においては趣味の話題で盛り上がり、和気あいあいとした雰囲気の
集団ですが、いざ訓練や出動の際は、一致団結して真剣に取り組んでおります。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
白鳥方面隊第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

9名
分団データ

〒769-2792 香川県東かがわ市湊1847-1

0879-26-1235

hk-kikikanri@city.higashikagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（東かがわ市消防団事務局）

【た】のしさいっぱい　防災啓発劇
【す】まいの安全守る　住警器の点検・啓発
【け】っこうさむいよ　出初式
【あ】わてないための救急救命講習
【お】っと！防災士の資格も取っちゃった
【う】んどう苦手でも大丈夫　各個訓練
訓練を通して助け合うことの大切さを学んだり、
防災の大切さを皆さんに伝える活動をしています！

私たちは仕事や家庭があるなか、自分のできる
範囲で活動しています。団員の年齢や職業は
さまざまですが女性同士いつも笑顔と会話が
とまりません。ここで得た救命救急や防災の知
識は、自分自身や家族のためにきっと役立ちま
す。これからも地域の安全のために、女性らし
い心配りで活動していきたいと思っていますの
で、私たちと一緒にやってみたいという方、ぜひ
お気軽にご連絡くださいね。

東かがわ市全域
【屯所位置】
東かがわ市湊1789

平成28年当初、28歳～46歳の引田ブリのように活きのいい女性により結成されました。 あれから9年、【地
域愛】と【老い】の勢いは止まりませんが…現在は選りすぐりの精鋭9名で活動中です。有事の際の素早い対
応のため互いに短いニックネームで呼び合う強固な結束力が自慢です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

東かがわ市消防団
女性部



三豊市
香川県西部に位置する三豊市は、人口約5.8万人、面積約222㎢で、
県内2番目の広さを誇ります。平成18年に7つの町が合併して誕生し
ました。北は瀬戸内海に面し、南東部は讃岐山脈を境に徳島県と接し
ています。荘内半島や美しい砂浜の海岸線、島々があり、市中央部に
は田園地帯の三豊平野が広がります。ため池の水面が空を映す風景
は、讃岐ならではの魅力です。

常備消防と連携した火災発生時の初期消
火、残火処理、風水害時の災害防除活動、
危険箇所のパトロールなどを実施します。

★平成27年に新たに女性部が発足しました！
★基本団員業務補完のため令和4年4月から機能別
　団員制度を導入しました。

三豊市TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【三野方面隊】
岩田 吉史さん
【三野方面隊】
岩田 吉史さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
消防団としての活動は多岐にわたりますが、特に記憶にあるのは、平成16年の
粟島での林野火災です。日曜の早朝にヘリで現場に向かって、朝8時前から5～
6時間以上、地元の隊員と協力して山を登りながら消火活動を続けました。下
から水を送る人、ホースを持ちあげる人、最先端で消火にあたる人など、全隊員
が役割を全うし、鎮火できたのを覚えています。

■消防団活動の魅力は何ですか？
自分が活動をしていて良かったと感じているのは、仲間ができたことです。以
前、操法大会に出場していた時、大会前に70日間ほど練習を行っていたのです
が、その間に団員同士の絆も深まりました。今は手伝いで大会に参加していま
すが、その頃の仲間はもちろん、最近は若手の知り合いも増えました。年齢や
職業関係なく、たくさんの人を関われることがとても魅力的だと思います。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

災害時の活動
毎年1月、1年の始まりに全団員が一堂に会
し、士気の高揚を図ることを目的として実
施します。

出初式
消防・防災に関する知識や技術を習得する
ための訓練や応急手当の普及指導などを
行っています。

各種訓練

消防団と聞くと厳しそうなイメージを持たれるかもしれませんが、実際にはそ
んなことはありません。もちろん訓練や現場での活動は大変ですが、和気あい
あいとした雰囲気のなか、メリハリのある活動ができると思います。消防団の
活動で大切なのは、適材適所で役割を果たすことです。自分がその場所で何が
できるかを考え、行動することが、町の安全を守ることに繋がるので、あまり考
え込みすぎず、気軽に参加してみてください。

香川県全域MAP

三豊市



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

4台

8台

168名
分団データ

〒767-8585 香川県三豊市高瀬町下勝間2373-1

0875-73-3119

kikikanri@city.mitoyo.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三豊市消防団事務局）

林野火災があった時にスムーズな消火活動が出来る
ように林野部の大規模な延焼を想定した中断送水
の訓練に参加しています。また、毎年1月には、三豊市
消防団出初式に参加します。高瀬町は竹林や山間部
が多く、地域の火災や台風・風水害の時など自分た
ちの地域を守るために頑張っています。河川清掃な
どでの見回りや地域行事の際の駐車場整理なども
行っています。

高瀬方面隊は、来年度、消防用機械器具
の取扱い及び操作の基本について、その
技術を競う大会「香川県消防操法大会」
に出場します。練習風景を見かけたら、
ぜひ応援や声掛けをお願いいたします。 
私たちと一緒に、大人になっても部活動
のようなノリで活動してみたい方、大募
集中です。

三豊市高瀬町
【屯所位置】
三豊市高瀬町下勝間2443-1（本部分団屯所）
三豊市高瀬町上高瀬200-1（第1分団上高瀬地区防災センター）
三豊市高瀬町上勝間490（第2分団屯所）
三豊市高瀬町比地948-3（第3分団屯所）
三豊市高瀬町佐股甲1489-15（第4分団第1部屯所）
三豊市高瀬町佐股甲1975-1（第4分団第2部屯所）
三豊市高瀬町羽方710-5（第4分団第3部屯所）
三豊市高瀬町上麻3697（第5分団第1部上麻コミュニティ消防センター）
三豊市高瀬町下麻2117-1
（第5分団第2部浦側コミュニティ消防センター）
三豊市高瀬町上麻乙572-17
（第5分団第4部上麻地区防災センター）
三豊市高瀬町上勝間3074-1（第5分団第5部首山屯所）

高瀬方面隊は、現在168名の団員が在籍しています。年齢は19歳～72歳と幅がありますが、どの分団もま
とめ役やムードメーカー的存在の団員がいて、全員が楽しみながら活動に参加しています。地域活動にも積
極的に参加しており、地域の皆様に「ありがとね」と感謝されることも多く、団員のモチベーションに繋がっ
ています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三豊市消防団
高瀬方面隊



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

13台

148名
分団データ

〒767-8585 香川県三豊市高瀬町下勝間2373-1

0875-73-3119

kikikanri@city.mitoyo.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三豊市消防団事務局）

山本方面隊は5つの分団で構成されており、各分団
は毎月、車両や資機材の点検などを行い有事に備え
ています。中でも本部分団は、方面隊で唯一ポンプ
車を所有しており、月に2回、ポンプ車の放水点検や
車両、機械器具の操作訓練を行っています。また、三
豊市消防団の操法大会では、ポンプ車の部で優勝経
験があり、団員全員が消防操法に関して高い意識を
持って活動しています。

山本方面隊の団員は、自営業や会社員、
公務員などさまざまな職種の団員で構
成されています。全分団員が、自分たち
の町は自分たちで守るという精神で一
致団結し、地域の安全・安心のため日々
活動し、精進しています。

三豊市山本町
【屯所位置】
三豊市山本町財田西380-1（本部分団山本町防災センター）
三豊市山本町辻3271-3（第1分団屯所）
三豊市山本町河内2035-4（第2分団第1部屯所）
三豊市山本町河内755（第2分団屯所）
三豊市山本町河内253-1（第2分団第4部屯所）
三豊市山本町大野460-2（第3分団第1部屯所）
三豊市山本町大野2449-2（第3分団第2部屯所）
三豊市山本町大野3095-4（第3分団第3部屯所）
三豊市山本町財田西1111-1（第3分団第4部屯所）
三豊市山本町財田西425-1（第3分団第5部屯所）
三豊市山本町神田1250-10（第4分団屯所）
三豊市山本町神田766-10（第4分団第2部屯所）
三豊市山本町神田3569-3（第4分団第3部屯所）

山本方面隊は方面隊長、副方面隊隊長を中心に148名の団員が所属しています。中でも本部分団は団員数
20名で、三豊市消防団の中では、団員数が最も少ない分団の一つです。団員は、20代～60代まで幅広く、
チームワークや団結力はどこにも負けないものがあります。本部分団は、「ワンチーム」をモットーに全団員
に同じ手袋、長靴、防寒着などを支給しています。また、団員交流会を開催し、団員同士の意思疎通を図って
います。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三豊市消防団
山本方面隊



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

3台

2台

107名
分団データ

〒767-8585 香川県三豊市高瀬町下勝間2373-1

0875-73-3119

kikikanri@city.mitoyo.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三豊市消防団事務局）

三野町には大見、下高瀬、吉津と3地区があり、各分団
に35名所属しています。分団では、毎月班ごとに装備
品の点検や放水操作の訓練を行い、3地区合同の防災
訓練も毎年行っています。三野町管内は大雨で満潮に
なると、恒常的に同じ場所で浸水が発生するため、沿岸
部や河川のパトロールも重要な役割です。年に1度開
設される「津島ノ宮駅」が全国的に有名な津島神社大
祭では、三野方面隊として警備協力をしています。

私たち消防団員は「地域の安全を守る」ための
組織です。災害発生時は、家族の安全を確認し
た後、常設消防の手助けをしています。ですが、
無理に厳しい訓練、活動をしているわけではあ
りません。地元の秋祭りの「若い衆」のノリでメ
リハリをつけながら普段は楽しく、いざという時
に地域の役に立つ活動です。最近は分譲住宅も
増え、他町から転入した方で、入団した人もいま
す。かしこまらず、気軽に参加しませんか？

 三豊市三野町
【屯所位置】
三野町大見甲3078-4
（第1分団三野町防災センター）
三野町大見甲6452-1（第1分団久保谷屯所）
三野町下高瀬569-2（第2分団屯所）
三野町吉津乙599-1（第3分団屯所）

所属団員は20代～60代と幅広く、各分団30代・40代の団員を中心に、地元の若者のコミュニティとなって
います。さまざまな職種の団員がいるので、プライベートの相談もよくしています。訓練や行事後は懇親会
で仲を深め、年齢や立場に関係なくチームとして活動しています。消防団活動や懇親会などにはその時点で
出られる団員のみで行っており、逆に全員集合する機会がないのが悩みの種になるほど仲の良い分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三豊市消防団
三野方面隊



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

5台

3台

161名
分団データ

〒767-8585 香川県三豊市高瀬町下勝間2373-1

0875-73-3119

kikikanri@city.mitoyo.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三豊市消防団事務局）

火災時の水源確保や消火活動に向けて、ポンプ車の
放水訓練や機材点検を毎月行い、9月には基礎訓練
を実施しています。また、地域の自主防災会や7町合
同の山林火災中継訓練への参加、春と秋の防火週間
には、各分団で広報活動や管轄区域の啓発巡回をし
ています。ゲリラ豪雨対策として雨合羽の配布や年
末警戒での広報活動、訓練内容の意見交換なども実
施しています。

建物火災時や地元の水利において、地
域の皆様の支援協力が不可欠です。草
の焼却時は、必ず数人での消火設備（水
道、動噴、消火器）の準備をお願いしま
す。また、大雨洪水警報の際には、水路に
近寄らないでください。消防団活動には
たくさんの魅力があります。ぜひ入団を
よろしくお願いします。

三豊市豊中町
【屯所位置】
三豊市豊中町下高野461-1
（第1分団第1部屯所）
三豊市豊中町岡本369-3
（第1分団桑山コミュニティ消防センター）
三豊市豊中町岡本2549（第1分団第3部屯所）
三豊市豊中町比地大2578-4
（第2分団比地大コミュニティ消防センター）
三豊市豊中町笠田笠岡2172-10
（第3分団笠田コミュニティ消防センター）
三豊市豊中町上高野2577-8（第4分団屯所）
三豊市豊中町本山甲1403-1
（第5分団本山コミュニティ消防センター）
三豊市豊中町本山甲192-1、198（第5分団消防車庫）

豊中方面隊は5つの分団で構成され、各分団、分団長中心に、統制の取れた活動・訓練が行われています。各
団員が仕事と両立しながら活動していますが、周囲の協力や理解を得ながら消防活動に参加しています。機
器の使用方法は先輩が丁寧に指導するので、安心して活動できます。意見交換の際、上下関係なしで意見が
出しあえる雰囲気があります。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三豊市消防団
豊中方面隊



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

5台

7台

184名
分団データ

〒767-8585 香川県三豊市高瀬町下勝間2373-1

0875-73-3119

kikikanri@city.mitoyo.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三豊市消防団事務局）

詫間方面隊では、毎月1回の全体放水訓練および各
班によるポンプ車の操作訓練と資材点検を行ってい
ます。詫間町は海岸に沿った地形のため、梅雨時期
や台風の大雨の際に潮位の影響で川が増水して浸
水する恐れがあります。満潮時前から出動待機して、
潮位の確認や危険箇所の見回りをしています。また、
春と秋の火災予防運動では、消防車で火災予防の放
送をしながら、町内を巡回しています。

消防団は、火災の消火活動だけでなく、台
風時期の警戒や地元の防災訓練のお手
伝い、行方不明者の捜索、祭りの駐車場の
警備などさまざまな仕事があります。消
防団はボランティア活動なので、強制で
はなく自主性を優先する組織です。団員
の職種もさまざまなので、色々な年代の
人と交流を持てて、今後の生活にも役立
ちます。ぜひ一緒に活動しましょう！

三豊市詫間町
【屯所位置】
三豊市詫間町松崎2770-271（第1分団屯所）
三豊市詫間町詫間1338-153（第2分団屯所）
三豊市詫間町志々島370-3（第2分団志々島屯所）
三豊市詫間町詫間3897-5（第3分団詫間地区コミュニティ消防センター）
三豊市詫間町詫間5096-6（第4分団屯所）
三豊市詫間町大浜甲2524（第5分団大浜屯所）
三豊市詫間町大浜2428-29（第5分団名部戸屯所）
三豊市詫間町大浜甲1669-1地先（第6分団伊砂子屯所）
三豊市詫間町積252-4（第6分団積屯所）
三豊市詫間町箱859-28（第7分団箱浦コミュニティ消防センター）
三豊市詫間町生里380-2（第7分団屯所）
三豊市詫間町粟島862-2（第8分団潟屯所）
三豊市詫間町粟島55-3（第8分団上新田屯所）

新入団員の年齢が高くなってきているのが現状ですが、違和感なく溶け込めて活動できています。班を編成
して活動しているので、メンバー同士のコミュニケーションもよくとれています。町内で働く団員が少ないた
め、昼間の火災ではどうしても少人数になりますが、連絡を取り合い、遅くなっても片付けや清掃に参加する
など、皆で協力しあっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三豊市消防団
詫間方面隊



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

3台

3台

101名
分団データ

〒767-8585 香川県三豊市高瀬町下勝間2373-1

0875-73-3119

kikikanri@city.mitoyo.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三豊市消防団事務局）

仁尾方面隊では、毎年７月に旧仁尾町消防団から続く放水無線
訓練を行い、有事に備えています。3月に行われた三豊市山林火
災防御訓練では、第3分団が訓練に参加し、元ポンプと火点を受
け持ちました。全分団で行う放水訓練など、さまざまな訓練が
団員の技術向上に繋がっています。年末警戒では毎年仁尾全域
を巡回しているほか、各地域の防火水槽の貯水確認や消火栓の
点検、車両点検も定期的に行っています。また、啓発活動の一環
として、仁尾小学校の防災訓練にも毎年参加しています。

時代が変わり、仁尾町以外で務めている団員が
多いため、日中の火災や災害時は集まりにくい
ですが、地域愛がある人が多く、『住民の安心安
全、生命と財産を守る』を合言葉に、自分自身の
町は自分たちで守るという大義を持って活動し
ています。訓練などを実施するなかで、人の温
かさや人の気持ちを大事にすることなど、普段
の生活の中では得られない経験ができます。消
防団は人を成長させてくれる組織です。我が
町、仁尾町で入団をお待ちしています。

三豊市仁尾町
【屯所位置】
三豊市仁尾町仁尾甲1226
（第1分団曽保消防屯所）
三豊市仁尾町仁尾辛32-1
（第2分団仁尾町防災センター）
三豊市仁尾町仁尾丁296-1（第3分団屯所）
三豊市仁尾町仁尾戊1046-3
（第4分団第１部屯所）
三豊市仁尾町家の浦279-3
（第4分団第２部家の浦消防屯所）

仁尾方面隊には101名が所属しています。58歳以下の団員で形成されており、三豊市各方面隊の中でも平
均年齢が若い方面隊です。第１分団は、一人一人が責任を持って行動するキビキビとした分団です。第２分団
は、分団の中でも平均年齢が一番若く、仁尾への愛着精神が強い分団です。第３分団は仲間意識が高く、団
員同士の仲が良く冗談が出てノリがいい分団です。第４分団は、まとまりがよく分団長中心に団結していま
す。行事などの出席率がとても高く、懇親会も定期的に行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三豊市消防団
仁尾方面隊



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

9台

167名
分団データ

〒767-8585 香川県三豊市高瀬町下勝間2373-1

0875-73-3119

kikikanri@city.mitoyo.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三豊市消防団事務局）

毎年2月に、三豊消防署第二分署と香川県防災航空
隊の協力のもと、林野火災を想定した全分団での中
継送水訓練を行っています。また、春のじんのじょう
祭りや夏の納涼祭では、花火による火災を防ぐため
事前散水し待機しています。各分団ごとに、月に2回、
分団が所有する消防車両や資機材を点検するととも
に、警鐘を鳴らしながら地区内のパトロールを行って
います。

火災だけでなく、地震や風水害なども
いつどこで起きるかわかりません。「自
助・共助・公助」という言葉があります
が、災害時にこまめに迅速な対応がで
きるのは地元を知る消防団です。「自分
たちのまちは、自分たちで守るんだ」と
いう思いのある方の入団を心からお待
ちしています。

三豊市財田町
【屯所位置】
三豊市財田町財田上5952-1（第1分団第1部屯所）
三豊市財田町財田上6458-4（第1分団第2部屯所）
三豊市財田町財田上3487-2（財田方面隊第1分団第3部屯所）
三豊市財田町財田上130-1（第2分団第1部屯所）
三豊市財田町財田上7143-9（第2分団第2部屯所）
三豊市財田町財田上2165-1（第3分団第1部屯所）
三豊市財田町財田上1707-3（第3分団第2部屯所）
三豊市財田町財田中3439-1（第4分団屯所）
三豊市財田町財田中598（財田町防災センター）
三豊市財田町財田中1145-3（第5分団第2部屯所）

財田町は三豊市の南側で山林が多くあり、農業の町です。春には原野火災が多く発生するので、団員が力を
合わせて頑張っています。財田は自分たちが守るんだという思いの団員たちの集まりです。平日昼間には出
動できる団員が少ないということもあり、令和６年度は欠員補充に初期対応できるようにとOB2名が機能
別消防団員として再入団しました。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三豊市消防団
財田方面隊



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

14名
分団データ

〒767-8585 香川県三豊市高瀬町下勝間2373-1

0875-73-3119

kikikanri@city.mitoyo.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三豊市消防団事務局）

火災予防や防災の啓発・救護活動の普及に力を入れて
います。災害時に団員自身が自分や大切な家族、仲間
を守れるように、日々情報交換しています。保育園での
啓発活動では、寸劇などで楽しくおもしろく火災予防
や防災について伝えています。また、一つの鍋で離乳食
から介護食まで作る湯銭調理講習では、栄養や食の楽
しみも考えたメニューを提案しています。心肺蘇生や
AEDの講習のお手伝いもしており、応急手当普及員の
資格を取得するための勉強もしています。

「地域のために何かしたい」と漠然と思っ
ている方は、ぜひ入団を考えてみてくだ
さい。同じ志の仲間ができて、漠然とし
た思いを実現できて喜びを感じられま
すよ。活動に興味のある方はぜひ見学に
来てください！

 三豊市全域
【屯所位置】

入団のきっかけは操法大会出場の人数合わせでしたが、今では世代も職業も超えた友達ができ、気づけば６
年目を迎えました（※令和６年度時点）。こどもと関わったり、楽しいことを企画したりするのが好きです。得
意を生かしつつ、地域に貢献できることがあって嬉しいです。「地域のために何かしたい」と漠然と思ってい
ました。同じ志の仲間ができて、漠然とした思いを実現できて嬉しいです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三豊市消防団
女性部



土庄町
土庄町は、瀬戸内海国立公園の東部に位置し、小豆島の西北部にあ
る町です。人口は約1.2万人、面積は約74㎢です。リアス式海岸の
美しい海岸線が数多くの島々と相まって、内海美や多島美を生み出
しています。また、土庄港（オリーブポート）や四海漁港など、天然の
良港も点在しています。土庄町の消防団は7分団で組織され、「町民
の生命、身体、財産を災害から守る」という使命のもと、日々訓練に
励み、地域に貢献しています。

火災時の消火活動のほか、風水害の発生、
警戒時には、避難の呼びかけ・巡回、土のう
づくり、浸水する場所での排水を行います。

★小豆島まつりや農村歌舞伎など、地域の行事にも
　積極的に協力しています！
★女性消防団員の入団も推進しています！

土庄町TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【土庄分団】
山本 将大さん
【土庄分団】
山本 将大さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
有事の際の現場活動のほか、機材の点検、地域行事の手伝い、消防・防災に関する
知識や技術を習得するための訓練や応急手当の普及指導などを行っています。香
川県消防操法大会への出場もしており、その大会前は約３か月練習が続きます。
仕事終わりに練習するのは、大変でしたが達成感のある活動の1つです。練習を続
けるうちにホースの扱いが早くなるなど、自分自身の成長もありました。

■消防団活動の魅力は何ですか？
地域の人に頼りにされることが大きな魅力です。私自身、出身は土庄町ではないの
ですが、消防団活動を通じて顔を覚えてもらえて、地域のお祭りの警備を頼まれた
り、声をかけてもらったりすることが増えたと思います。地域の皆さんとのつなが
りや信頼関係を築けることは、消防団活動のモチベーションにもなっています。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

現場活動
豊島地区においては常備消防と協力し傷
病者の救急搬送を行っています。行方不明
者の捜索範囲が広域の場合は小豆島町消
防団とも協力しています。

救急搬送・行方不明捜索
年末の繁忙期に土庄町消防団員が一致協
力して、管轄区域を巡回します。また、小豆
島まつりの警備、農村歌舞伎の警備など地
域行事のお手伝いもしています。

年末夜警・地域行事への協力

私はもともと、積極的に何かに参加するタイプではなかったのですが、活動を
続けるうちに、自然と地域の行事などにも積極的に参加するようになりまし
た。特に意識はしていなかったのですが、消防団の活動は自分を変えるきっか
けにもなるんだと感じています。最近は土庄町への移住者が入団しました。分
団はチームワークも良く、和気あいあいとしており、気軽に参加できる環境が
整っています。興味のある方はぜひお声がけください。

香川県全域MAP

土庄町



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

5台

61名
分団データ

〒761-4106 香川県小豆郡土庄町甲557-10

0879-62-2220

r105@town.tonosho.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（土庄町消防団事務局）

当分団は、火災や台風などの自然災害時に迅速に対
応できるよう、各屯所で待機しています。また、年末
には夜警を行い、住民への火災予防に努めています。
訓練を通じて、迅速な情報共有や的確な指示が効率
的な救助活動につながることを学び、チームワーク
の重要性を再認識しました。今後も定期的に訓練を
重ね、災害時に備えて日々の準備を怠らないよう努
めていきます。

皆様からの温かいサポートがあってこそ、私
たちもより一層活動に力を注ぐことができ
ます。地域の安全を守るためには、皆で協力
し合い、緊密な連携が不可欠です。私たちは
決して見守るだけでなく、行動を起こし、地
域の皆様と共に歩んでいきたいと考えてい
ます。何かお困り事があれば、いつでもお声
掛けください。安全で安心な地域づくりの
ために、共に力を合わせていきましょう。

香川県小豆郡土庄町
（土庄地区、大木戸地区、鹿島地区、柳地
区、千軒地区、小瀬地区）
【屯所位置】
香川県小豆郡土庄町甲557-4(土庄分団屯所)
香川県小豆郡土庄町甲5426（大木戸班屯所）
香川県小豆郡土庄町甲2158-1(鹿島班屯所)
香川県小豆郡土庄町甲2845-22(柳班屯所)
香川県小豆郡土庄町甲3294(千軒班屯所)
香川県小豆郡土庄町甲3636-3(小瀬班屯所)

私たち土庄分団は6地区から構成されています。各班長のもと、地域密着を重視した活動を行っており、危
険箇所の点検や見回りをしたり自治会活動に積極的に参加したりしています。団員は20代～50代まで幅
広く、普段は年齢を問わず和やかな雰囲気で親睦を深めています。災害時にはお互いを信頼し合い、地域の
安全を守るという使命を胸に活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

土庄町消防団
土庄分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

40名
分団データ

〒761-4106 香川県小豆郡土庄町甲557-10

0879-62-2220

r105@town.tonosho.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（土庄町消防団事務局）

毎年町内の消防団合同で林野火災を想定したポン
プ車を使った中継送水訓練を行っています。分団で
は、月に２回、ポンプ車の機材点検と放水訓練を行
い、月に１回、可搬ポンプ積載車の機材点検と放水訓
練を行っています。 １月の出初式では隔年で小型ポ
ンプ操法、部隊訓練を披露しています。 12月30日に
は各班に分かれて夜警を行っています。

団員全員が仕事を持っており、緊急時に迅速
に対応できない場合もありますが、地域の安
全安心のために日々活動しています。団員の
モチベーションを保つ為にも地域の皆様のご
理解が不可欠ですので、ぜひ、消防団活動へ
の応援をお願いします。また、昨今消防団への
入団希望者が減少していることも事実です。
若い力によって地域も活性化すると思います
ので、若者の入団をお待ちしています。

香川県小豆郡土庄町渕崎地区
【屯所位置】
香川県小豆郡土庄町渕崎甲1260-1
（渕崎分団屯所）
香川県小豆郡土庄町上庄1194-1
（上庄北山班屯所）

私たちの分団は３つの班で構成され、班長が各班を取りまとめています。 機材としては、ポンプ車１台と可
搬積載車１台で運用しています。幅広い職種の団員が所属し、さまざまな事案に対応できるよう日々心がけ
ています。毎月の機材点検、放水訓練は班単位で行っていますが、活動を行う場合は基本的に分団単位で
行っています。団員の年齢層もベテランから若手まで揃っており、集合すればいつも賑やかな分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

土庄町消防団
渕崎分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

38名
分団データ

〒761-4106 香川県小豆郡土庄町甲557-10

0879-62-2220

r105@town.tonosho.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（土庄町消防団事務局）

いつでも出動できるように月に１回は機材点検を実
施しています。また、町の防災訓練では、地域の消火
栓の点検をはじめ台風対策の土のう作りなどをして
保管管理をしています。また、団員全員がポンプ車両
などの機材を使いこなすための訓練を実施していま
す。 団員一人ひとりの都合によって参加できない訓
練もありますが、部長、班長が中心になって指導して
いますので安全に活動ができています。

私たちは、地域密着の消防団活動を心
がけています。お困りごとなどがあれば
気軽にお声掛けください。火災や災害は
初期活動が重要になる場合が多いです。
例えば、あそこ危ないよとか、煙が上がっ
ているなど些細なこともご相談くださ
い。地域の声が防災活動にも役立ちます
ので、ご協力をお願いします。

香川県小豆郡土庄町大鐸地区
【屯所位置】
香川県小豆郡土庄町肥土山甲1810-1 
（大鐸分団屯所）
香川県小豆郡土庄町黒岩甲398
（黒岩班屯所）
香川県小豆郡土庄町小馬越甲662-3
（笠小馬越班屯所）

私たちは、小豆島の山の谷間に位置する大鐸地域を拠点に活動しています。この地域には文化財に指定さ
れている建物もあり消防活動が大切な役割を担っている分団です。20代～40代の団員が多く、先輩後輩で
ありながら楽しく活動をしていますが、有事の際には統率力を発揮し、先輩指導のもと災害に立ち向かう
熱い人間が集まっています。団員全員が家族のような消防団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

土庄町消防団
大鐸分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

4台

44名
分団データ

〒761-4106 香川県小豆郡土庄町甲557-10

0879-62-2220

r105@town.tonosho.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（土庄町消防団事務局）

毎月、各班の消防ポンプ車および可搬ポンプの機材
点検を行い、12月には火の用心のために、夜警をして
います。コロナ禍前までは、夏頃に各班で集まり、中
継放水訓練や消火ホースの取り扱い訓練などの合同
訓練を行っていました。

昨今の団員不足もあり、ほとんどの団員
が会社勤めとなっています。緊急の出動
等などに対応しにくいのが現状ですが、
地域防災及び地域住民の安全のため、
みんな可能な限り出動するように努めて
います。

香川県小豆郡土庄町北浦地区
【屯所位置】
香川県小豆郡土庄町見目甲1708-1
（北浦分団屯所）
香川県小豆郡土庄町馬越甲1009-4
（馬越岡班屯所）
香川県小豆郡土庄町馬越甲361-1
（馬越浜班屯所）
香川県小豆郡土庄町屋形崎甲1066-1
（屋形崎班屯所）
香川県小豆郡土庄町小海甲487-1
（小海班屯所）

北浦分団は、小海班、見目班、屋形崎班、馬越岡班、馬越浜班の5つの班で構成されています。各団員の年齢
は、下は20代、上は40代と離れていますが、地区の青年団を兼ねており、楽しく活動をしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

土庄町消防団
北浦分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

54名
分団データ

〒761-4106 香川県小豆郡土庄町甲557-10

0879-62-2220

r105@town.tonosho.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（土庄町消防団事務局）

火事の消火活動に加え、台風や大雨時の屯所待機や
土のう積み、被害復旧を行っています。また、定期的
な消防車・消火栓の点検のほか、令和5年からは土庄
町のマラソン大会警備にも参加しています。活動は
強制ではなく、団員同士が仕事やプライベートの都
合を調整しながら参加しています。

団員のほとんどがサラリーマンなので、日
中の急な災害にはすぐに出動できないこと
もありますが、各自が可能な範囲で調整し
て出動しています。消防団活動を通して四
海地区の安心安全を守ることができるほ
か、さまざまな年齢層の人との交流にも繋
がります。あまり堅苦しく考えなくても大丈
夫です。活動に興味のある方の入団をお待
ちしています！

 香川県小豆郡土庄町四海地区
【屯所位置】
香川県小豆郡土庄町伊喜末1-23
（四海分団屯所）
香川県小豆郡土庄町小江93-2
（小江班屯所）
香川県小豆郡土庄町長浜甲3241-1
（長浜班屯所）
香川県小豆郡土庄町滝宮甲640
（滝宮班屯所）

四海分団は土庄町の北部に位置する伊喜末、小江、長浜、滝宮の4集落で構成されています。 四海地区は海
と山に面しており、台風や大雨、また高潮時には海と山、両面からの自然災害が予想されます。有事の際に
は初期対応が重要になるため、定期的に役員会などを行い、災害に対する情報共有や意思疎通を図ってい
ます。団員の年齢や職種はさまざまですが、誰もが気軽に発言できる風通しの良い環境です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

土庄町消防団
四海分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

6台

50名
分団データ

〒761-4106 香川県小豆郡土庄町甲557-10

0879-62-2220

r105@town.tonosho.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（土庄町消防団事務局）

豊島は離島のため、消防署がありません。分団では消火
活動のほか、ドクターヘリ誘導を含む傷病者の救急搬
送、台風発生時の土のうの作成・管理、その他対策、行方
不明者の捜索、年末夜警などの活動を消防駐在員、診療
所医師と緊密に連携をとって行っています。これらを円
滑に行うために、送水訓練および車両・機材点検、救急
搬送訓練および機材備品点検に努めています。また、年
に1～2回、土庄町消防団の訓練に参加しています。

豊島分団は地域の子供からお年寄りま
で、現在から将来にわたり島民の安全・
安心な生活を守る大切な役割を担って
います。「自分の家族は自分で守る。自分
の島は自分で守る」そんな思いのある方
はぜひ一緒に活動をしてみませんか。男
女問わず、一人でも多くの方の参加をお
待ちしています。

土庄町豊島全域
【屯所位置】
香川県小豆郡土庄町豊島家浦2516（豊島分団屯所）
香川県小豆郡土庄町豊島家浦2516（家浦岡班屯所）
香川県小豆郡土庄町豊島家浦2312（家浦浜屯所）
香川県小豆郡土庄町豊島家浦340（硯班屯所）
香川県小豆郡土庄町豊島唐櫃1056（唐櫃岡屯所）
香川県小豆郡土庄町豊島唐櫃2113（唐櫃浜屯所）
香川県小豆郡土庄町豊島甲生388（甲生班屯所）

豊島地区において、消防団員の役割は火災時の消火活動だけではなく、傷病者の救急搬送や台風などの自
然災害時の活動、火災予防活動など幅広く、なくてはならないものになっています。団員はこれを理解し、
「自分たちの力で島を守る」という意識が強く、積極的にそれぞれの活動や訓練を行っています。また日頃
から班ごとに食事会を行うなど、団員同士、年齢を超えて親睦を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

土庄町消防団
豊島分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

5台

48名
分団データ

〒761-4106 香川県小豆郡土庄町甲557-10

0879-62-2220

r105@town.tonosho.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（土庄町消防団事務局）

消防団は、火災発生時の消火活動はもちろん、大雨
や台風時の土のう積みや見回り警戒などを行ってい
ます。その他にも、年末には夜警活動、行方不明者が
発生した場合には捜索活動も行っています。年2回、
消火訓練または各班での機材点検も行っています。

消防団員は自分の仕事もありながらこ
のような活動をしているので、たまに行
う懇親会等で親睦を深めています。

香川県小豆郡土庄町大部地区
【屯所位置】
香川県小豆郡土庄町大部甲3210番地2
（大部分団屯所）
香川県小豆郡土庄町大部甲335番地
（琴塚班屯所）
香川県小豆郡土庄町大部甲1026番地4
（田井班屯所）
香川県小豆郡土庄町小部甲664番地
（小部班屯所）

大部分団は土庄から離れているため、火災発生時は消防団員が先に消火を行います。そのため日頃の訓練
では、初動対応を特に意識して取り組んでいます。各班の班長のもと、団員同士の仲も良く、行事にも積極
的に参加する団員が多いです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

土庄町消防団
大部分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

7名
分団データ

〒761-4106 香川県小豆郡土庄町甲557-10

0879-62-2220

r105@town.tonosho.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（土庄町消防団事務局）

日常生活のなかで急病や事故に遭遇する可能性を考
え、定期的に救命講習を行っています。 また、実際に
火災現場などに出動することはありませんが、救急
同様、偶然遭遇することを想定し、消火栓やホースの
取り扱いなどの訓練も定期的に行っています。出初
式への参加は必須ですが、その他の活動については
団員それぞれの都合も考慮し、柔軟な対応をしてい
ます。

土庄町の女性消防団は、まだまだ団員
募集中です。「自分の住んでいる街は自
分たちで守る」を合言葉に一緒に楽しく
活動してみませんか？

土庄町全域
【屯所位置】
香川県小豆郡土庄町甲557-10

年齢も職種もバラバラですが、とても和やかに楽しく活動しています。出初式では、男性の団員の方たちと
ともに一斉放水に参加するため、地域の皆様に喜んでもらえるよう、事前訓練から気合いを入れて頑張って
います。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

土庄町消防団
女性消防隊



小豆島町
小豆島町は、瀬戸内海に浮かぶ小豆島の中央から東に位置する、海と
山の美しい自然に恵まれた町であり、観光・地場産業の盛んな町で
す。日本におけるオリーブ栽培の発祥地とされており、素麺、醤油、佃
煮の生産も盛んです。小豆島町の消防団組織は12分団で組織され、
有事の際はもちろん町や地域行事への参加、警備等、地域の安全を
守るため活動しています。

毎年７月の第２日曜日に「小豆島町防災の
日」として総合防災訓練を実施しています。

★令和6年12月から、県内初の小豆島町消防団
　ドローン隊を発足します！

小豆島町TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【小豆島町池田分団】
青地 浩平さん
【小豆島町池田分団】
青地 浩平さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
有事の際の消火活動を中心に、訓練や啓発活動などを行っています。数年前、
プライベートで友人と会っていた時に近くで火災が発生し、急遽、消防士の指
示のもとで消火活動にあたったことがあります。普段の訓練や操法大会の練
習などでホースの扱い方を学んでおり、その経験を活かすことができました。
数年間の活動の中でも、特に記憶に残っている活動です。

■消防団活動の魅力は何ですか？
消防士ではなくても、有事の際に自分たちで町の安全を守れることが1番の魅
力だと思います。私自身、入団前に火災に遭った経験があり、消防団の消火活
動を間近で見たことがあります。その時に「こういった活動のおかげで安全に
暮らせるんだ」ということを実感しましたし、現在自分が活動している中で、地
域の方から「消防団のおかげで安全に暮らせる」と声をかけていただけると嬉
しくなります。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

小豆島町防災訓練
1月初旬に消防団員約300名が参加し、表
彰披露や部隊更新、訓練を実施します。

消防出初式　
毎月１回以上、各分団ごとに訓練等を実施
します。

定例訓練

消防団活動は、年齢や職業に関係なく参加ができる活動です。長年地元に住ん
でいる方も、小豆島に戻ってきたという方も、どなたでも気軽にご参加くださ
い。団員みんなと経験する全ての活動が、きっと良い経験になると思います。

香川県全域MAP

小豆島町



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

31名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

分団では月に1回放水訓練を中心とした訓練と、出
動時に機材が正常に作動するよう機材点検を行って
います。台風シーズン前の土のうの点検・補修など、
季節に合わせた訓練も行っています。その他、出初式
やマラソン大会、夏祭りの警備、防災訓練、年末夜警
などの消防団行事に積極的に参加しています。

皆さんの生命、財産を災害から守るため
には、消防団の活動は必要不可欠です。
大変なこともありますが、活動を通じて
自分たちの住む地域をよく知ることが
でき、地域愛が一層強くなります。消防
団活動に関心のある方の入団を心から
お待ちしています。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆郡小豆島町西村甲1074-7

20代～50代の幅広い年齢層、職種の団員で構成されており、各自のスケジュールや都合を尊重して活動し
ています。有事の際は真剣に、それ以外では上下関係の隔たりの無い、和気あいあいとした雰囲気作りに努
めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
西村分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

32名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

月に1回の分団全体の訓練を通じて団員間の連携を図ると
ともに、機材の適切な取り扱いなどスキルアップに努めてい
ます。また、消防車両や可搬ポンプ、ホースなどの資機材を
毎月点検し、“有事の際に動かない”といったリスクを軽減す
るよう努めています。
主な活動は、火災時の消火活動や台風時の現場対応、行方
不明者の捜索、町イベントの警備補助、とんどや防災訓練な
ど地区行事への協力といった幅広い活動を行っています。

私たちは、まず自分の身を守る“自助”の意識づ
けを徹底しています。知識習得や技術の向上
を図り、退団後にも役に立つよう研鑽を積んで
います。「台風時に頼りになる大黒柱がいない
から不安」という声を耳にすることがあります
が、万一の時には団員も協力して駆けつけるこ
とができます。自分や家族の安心安全を守る
ためにも、積極的な入団をお待ちしています。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆島町草壁本町438-3

分団の年齢層は、30代後半～40代前半が半数以上を占めています。集中すべきときは集中し、楽しむとき
はしっかり楽しむ、メリハリをつけた活動を心がけています。仕事や家族構成によって、出動しにくい時期や
期間があるので、団員間で融通しあって活動しています。また、団員の家族にも活動を知っていただく家族
会を企画し、コミュニケーションを図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
草壁分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

37名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

安田分団は、地域の消防活動において重要な役割を
果たしています。月に１回、消防機材の点検や整備を
行うほか、啓発活動も積極的に行っています。また、
私たちは水防訓練を重視しており、定期的に訓練を
実施しています。消防ポンプや放水器具を使用して
実際の消火訓練を行い、団員の技術やチームワーク
の向上を図っています。

安田分団では、毎月第1木曜日に訓練を
行っています。お気軽に見学にお越しく
ださい。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆島町安田甲458-1

安田分団では、20代～60代の団員37名で活動しています。年は離れていますが、年上の先輩に君付けで呼
び合うくらい仲の良い分団です。いざ火災現場となれば、団員全員で一生懸命に活動を行います。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
安田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

32名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

毎月6日を全体の訓練日とし、停止間や行進間の部
隊訓練、有事を想定した中継送水・放水訓練、他分団
との合同訓練、器具の取扱いなどの座学といった訓
練を行っています。月に一度の用具の点検や可搬ポ
ンプの整備、備品の整備なども欠かしません。台風
接近時の警戒や土のう作成での水害の備え、年末夜
警のパトロールも実施します。

昔に比べると会社員が多く、有事の際に
出動が難しいこともありますが、団員たち
で協力しあい、地元を守るために参加でき
るようにしています。仕事や私用で参加で
きなくても大丈夫ですが、訓練は有事の
際の安全管理にも役に立ちます。訓練は
嘘をつきません。ぜひ消防団に入り、地元
の安全安心を一緒に守りましょう。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆島町苗羽甲1071

分団長以下32名で令和6年度をスタートしました。昔に比べるとやや年齢層は上がっているものの、消防団
活動には皆が率先して安全第一で訓練などに励んでいます。団員は優しい人ばかりで、新入団員4名の教育
を熱心に行っています。訓練等の労を労うため、新年会などの懇親会も行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
苗羽分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

25名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

火災時の消火活動はもちろん、台風などの自然災害
で増水した時の土のう積み、高潮の見回りなども
行っています。月に１回の定例訓練では放水訓練を
中心に、部隊訓練、分団の所有する車両と資機材の
点検を行います。年末年始の夜警、出初式など活動
は年間を通して多岐にわたります。

団員のほとんどが仕事を持ちながらも
「自分たちの町は自分たちで守る」とい
う思いのもと活動しています。地域の安
全を守り、安心して暮らすためには、消防
団が必要不可欠です。私たちと一緒にこ
の町を守りませんか。 皆さまの入団を心
よりお待ちしております。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆島町坂手甲1853-1

年齢も職業も立場も異なるなかでも色々と意見を出し合い、分かち合える居心地の良い分団です。団員同
士で話し合いをすることで、新しい気付き、訓練能力の向上、仲間同士の成長へと繋がっていく素晴らしい
場所です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
坂手分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

23名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

毎月第１土曜日の18時からの定例訓練では、資機材の
点検や消防水利施設の状況確認を行っています。また、
ダムを活用した中継放水訓練を年１回程度実施し、林野
火災へ備えています。高齢者の安全安心な暮らしを確
保するため、高齢者施設・分団・常備消防・自治会が協働
して「小規模多機能型居宅介護施設」での夜間建物火災
を想定した避難訓練と中継訓練を実施するなど、社会
の変化に応じた新たな取り組みも行っています。

人口減少が急速に進むなか、団員の確保は困難
な状況にありますが、自治会をはじめ、地域の皆
さまと助け合い、団員不足をカバーしています。
知恵と技術、連携を総動員して人口減少社会を
克服し、安全安心な地域をつくり、大切な故郷を
次の世代へ繋げていかなければなりません。新入
団員はもちろん、私たちの活動に「関係」を持って
くださる皆さまを心からお待ちしています。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆島町福田甲1195-111

当分団は、活動の拠点となる「屯所」の活用を重視しています。防災訓練や出初式などの行事終了後の交流
会は、必ず屯所を利用し、団員同士の親睦、意見交換の場としています。食事は、災害時の炊き出し訓練を兼
ねて自分たちで調理し、団員の士気向上を図っています。また、自分たちが食べられる量だけ調理するなど、
フードロスにも配慮しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
福田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

25名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

月に一度の定例訓練では、放水訓練や訓練礼式、地
域内の防火水槽の点検のほか、機械点検としてポン
プ車や消火用ポンプの動作確認を行います。
活動としては、火災時の消火活動をはじめ、台風発生
時に土砂災害や浸水の可能性がある場合の地域内
の見回り、行方不明者の捜索、年末の夜警を行なって
います。また、夏祭りやオリーブマラソンなどの町行
事の警備にも参加しています。

私たちは普段町内で生活をしながら、消
防団活動を行なっています。自分たちの
地域は自分たちで守る、地域に貢献する
という思いで活動しています。地域の皆
さまの力をお借りすることもあると思い
ますが、その際はご協力をよろしくお願
いします。消防団活動に興味のある方、参
加したいと思う方は、お声がけください。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆島町池田2063-3

普段は和やかに楽しく活動していますが、緊急時にはキビキビと動く、メリハリのある分団です。昨年度
は香川県消防操法大会に出場するため、3か月以上練習に取り組んできました。大会では惜しくも最優秀
賞を逃しましたが、練習を通して団員間の絆を深めるとともに、緊急時にも動じず対応できるようになり
ました。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
池田分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

21名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

月に1回の消防定例訓練では、ポンプを使用した放
水訓練や消防車両など資器材点検をしています。団
員が参加しやすい時間帯で、毎月第2日曜日に実施
しています。そのほか、春や秋頃の防災訓練、年末夜
警、年始の消防出初式など活動しています。

人のため、家族のために、活動するという
ことが消防団員になるということです。
団員になると地区の人や場所など、普段
気づかなかったこと、分からなかったこ
とが見えてきます。消防団活動に関心が
ある方の入団をお待ちしています。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆島町蒲生甲1789-4

分団員は、昔に比べて年齢層が高くなっていますが、年齢関係なく、班分けで買い出しやホースの片づけな
ど行っています。団員それぞれ仕事などと両立して活動に従事していますが、地区の火災や台風、人探しで
は多くの団員が出動しています。年に1回、旅行を計画するなど全員で意見を出し合い、コミュニケーション
をとって活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
蒲生分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

20名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

毎月15日を定例訓練の日と定め、機械点検を行って
います。年1回は地域内に設置されている防火水槽
の内１つを清掃し、各箇所にある消火栓の点検もし
ています。地域の行事、イベントにも積極的に協力参
加し、消防団としての役目を果たしています。

現在、全団員が会社員であり、日中の有
事にはすぐに間に合わないことが課題と
なっています。そのため、自主防災組織の
立ち上げを検討するとともに、地域の皆
さまのご理解、ご協力をお願いします。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆島町中山1791-4

地域の行事やイベントが多く、消防団として協力、参加する機会も増えているので団員同士のコミュニケー
ションも増しています。そのため、協力体制が整っており、団結力は大きいと自負しています。上下関係も和
らぎ、何でも話せる、統制が取れた分団です。誰かが退団するときには必ず旅行を計画し、労を労うのも楽
しみの一つです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
中山分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

20名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

有事に備え、団本部が開催する防災訓練に参加し、訓
練成果を確認するほか、月に1度は分団で集まり、可搬
ポンプの稼働点検を行います。また、台風シーズン前に
は土のうを準備し災害に備え、台風接近時には屯所で
の待機、水門等の巡回を行って地域の災害をいち早く
確認し、被害拡大防止を心がけています。自治会の防
災訓練に参加したり、年末の夜間警備に参加したりす
るなど、団員一人ひとりが防火、防災に努めています。

当分団は令和5年度において7年間の無
火災表彰を受けました。この表彰も、地域
の皆さまが日頃から防火・防災に気をつ
けているからこそと思っています。心から
お礼申し上げます。これからも地域の防
火・防災活動において団員も協力してま
いりますので、よろしくお願いします。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆郡小豆島町室生281-7

当分団は小豆島の南側の湾岸の真ん中あたりに位置します。室生地区の出身者20名、会社員、自営業と
いったいろいろな職種の団員で構成されています。訓練などで集合すると、時間が経つのが早く感じるほ
ど、情報交換が絶え間なく続きます。今年度は屯所が建て替えられることになり、団員も心待ちしていまし
た。今まで以上に団活動を頑張っていく意気込みです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
室生分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

15名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

火災時の消火活動はもちろん、台風警戒や年末夜警
などの出動、毎月の消防車両、可搬ポンプなどの機
材点検や放水訓練を行っています。また、地区の要望
により、排水路などの清掃を兼ねた放水訓練を行っ
ています。団員は会社勤めが多く、訓練でも全員が
揃うことは稀ですが、協力して調整しています。

消防団に入団すれば、年齢を問わず友
人関係が広がり、地域の人達からの信頼
も厚くなります。消防活動に関心のある
方の入団を心からお待ちしております。

小豆島町全域
【屯所位置】
小豆島町二面319

私たちは、小豆島町の二面地区を中心に活動しています。山林地帯が多く、消防団の対応が非常に重要な地
域です。自分の家族はもちろん、地域全体を守る意識で活動しています。 現在、団員15名と他の分団より少
人数ですが、団結力があり序列に関係なく、何でも相談でき仲間意識が高いです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
二面分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

28名
分団データ

〒761-4411 香川県小豆郡小豆島町安田甲144-90

0879-82-0119

higashi8@syouzu119.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（小豆島町消防団事務局）

火災時の初期消火、消防隊の後方支援、防災訓練、消
防装備機材、車両の点検、出初式、年末夜警、町内行事
の警備、土のうの準備・設備、自然災害時の危険個所の
パトロール、住民への避難呼びかけ、誘導、AED講習、
行方不明者捜索など、上記以外にも多岐にわたり活動
しています。自然災害にも備え、人命救助もできるよう
消防署員のご指導、ご支援のもと、他分団とも協力し
合いながら技術や知識の習得に努めています。

消防団の活動にご理解、ご協力いただきありがと
うございます。地域の高齢化に伴い、団員の確保
が年々難しくなっています。異常気象による自然
災害や南海トラフ地震など今後備えるべき課題が
あり、地域全体で連携し、防災力を高めていく活
動や訓練が重要と考えています。地域の安全、安
心を守るため何かあれば気軽にお声がけくださ
い。今後ともよろしくお願いします。

小豆島町全域
【屯所位置】
（吉野屯所）小豆島町吉野176-3
（神浦屯所）小豆島町神浦577

当分団は吉野、蒲野、南蒲野、神ノ浦の4地区から集まった分団です。年代は30代～60代まで幅広く、職種
も多様です。三都地区では移住者も増えており、消防団の活動に興味を持ち入団する方もいます。
訓練後には屯所で交流会をしたり地域の行事に参加したりするなど雰囲気が良く、普段の生活で困りごと
があった際には協力して助け合える、団結力の強い分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

小豆島町消防団
三都分団



三木町
三木町は人口約2.6万人、面積は約76㎢の豊かな自然環境と生活面
での利便性が調和した暮らしやすい町です。三木町消防団は、６分団
14部で組織され、三木町の安心安全のため、団員が一致団結して活
動しています。

女性部団員が消防職員と共に独居高齢者
宅を訪問し防火啓発を行っています。

★令和５年４月より女性部を創設し、女性団員も広報啓発
　活動を行っています！
★地域の防災イベントにも積極的に参加しています！
★団員同士の交流を目的として消防団スポーツ大会を
　毎年開催しています！

三木町TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【第4分団】
坂上 慶さん
【第4分団】
坂上 慶さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
主な活動は、火災時などの現場活動です。実際の火災現場での消火活動は気
持ちが焦り、上手くいかないこともありますが、他の分団の方々と共に協力し、
鎮火できた時には達成感があります。その他にも消防操法大会など、消防に必
要なスキルを学ぶ活動にも取り組んでいます。

■消防団活動の魅力は何ですか？
地域の安心・安全を守り、地域貢献できることです。火災現場で消火活動を
行ったり、台風等の自然災害の際には町内巡回を行ったりすることで、防災に
関する知識を知ることができるのは、有意義な経験だと思います。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

防火訪問
毎年1月初旬に町立三木中学校にて消防
出初式を開催。団員約200名が参加し、式
典や操法等を披露します。

消防出初式
地域の寺社などで、三木消防署と合同訓
練を実施しています。

文化財防火デー消防合同訓練

団員一人ひとり年齢や職業が異なり、考え方、価値観も違います。消防団では、
普段は関わることのないような方々の意見も知ることができ、お互いを尊重し
あえる人間に成長できる場です。

香川県全域MAP

三木町



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

5名
分団データ

〒761-0692 香川県木田郡三木町大字氷上310

087-891-3301

somu@town.miki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三木町消防団事務局）

三木町女性消防団は令和５年度から活動を開始し、
啓発・広報活動を行っています。主な活動は保育所な
どでの防災教育や火災予防週間の際の独居高齢者
宅への防火訪問、高松市消防局が実施する救命講習
の補助です。活動は平日が多くなってしまいますが、
仕事やプライベートの都合と調整しながら、無理のな
い範囲で活動しています。

地域の方々と直接触れ合いながら、三木
町がより安心安全に過ごせる町となるよ
う活動しています。活動に興味がある方
の入団をお待ちしています！

町内全域

私たちは、活動を開始して２年目ということもあり、日々の活動の中で多くのことを学んでいます。団員の
年齢層や職種も幅広く、各団員の得意分野や特徴を生かして楽しく活動ができるよう心がけています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三木町女性消防団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

1台

50名
分団データ

〒761-0692 香川県木田郡三木町大字氷上310

087-891-3301

somu@town.miki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三木町消防団事務局）

火災現場で迅速に活動が行えるよう、毎月、各部の
定例会でポンプの操作方法や放水について確認を
行っています。その他にも、地域の花火大会での予
防放水や自治会での防災訓練にも参加しています。

消防団員に興味のある方の入団を心か
らお待ちしています。ぜひ、一緒に地域
のために活動しましょう！

三木町大字鹿伏、大字平木、大字池戸、大
字井上
【屯所位置】
三木町大字平木217（第１分団第１部）
三木町大字池戸2340-1（第１分団第２部）
三木町大字井上639-5（第１分団第３部）

私たちの活動地域は、三木町北部の広い範囲が活動地域となっており、住宅街から山間部までさまざまな
地形を有するため、どんな火災でも迅速に対応できるよう備えを行っています。 団員同士の結束も強く、メ
リハリのある活動を心がけています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三木町消防団 第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

26名
分団データ

〒761-0692 香川県木田郡三木町大字氷上310

087-891-3301

somu@town.miki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三木町消防団事務局）

災害出動や火災予防週間の啓発、年末警戒などの団
全体の活動を行っています。また、地元からの依頼を
受け、池の野焼きの際に消火活動を行うなど、平時
には地域への奉仕活動も行っています。

地域の高齢化に伴う影響を、分団でも受
けつつありますが、これからも地域のた
め、町のために活動していきます！ 一緒
に活動できる仲間を募集中です！

三木町大字鹿庭、大字奥山
【屯所位置】
三木町大字鹿庭1501-1（第2分団第1部）
三木町大字奥山562-1（第2分団第2部）

私たちは、町南東部に位置する鹿庭地域と奥山地域を拠点に活動しており、活動地域の半分以上が山間部
となっています。団員同士の交流のため、団員とその家族たちで旅行やバーベキューを行うなど、日頃から
意思疎通が行えるような環境づくりをしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三木町消防団 第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

46名
分団データ

〒761-0692 香川県木田郡三木町大字氷上310

087-891-3301

somu@town.miki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三木町消防団事務局）

火災での消火活動や台風などの際の水防活動と
いった災害出動のほか、毎年、春・秋・年末には火災予
防の啓発を行っています。また、秋には地元小学校で
地域の防災訓練に参加し、けが人の搬送方法などを
指導しています。

消防団は地域のため、なくてはならない
存在であると考えています。地域の安全
を守るため、消防団の一員として一緒に
活動しましょう！

三木町大字田中、大字朝倉、大字小蓑
【屯所位置】
三木町大字田中3841-1（第3分団第1部）
三木町大字小蓑1357-1（第3分団第2部）

私たちは、三木町の南東部に位置する田中・朝倉・小蓑地域を拠点に活動しています。地域の多くが山間部
となっており、火災発生時には少しでも被害を少なくできるよう、迅速な出動を心がけています。団員の年
齢層は幅広いですが、分団での旅行などを通して団員同士の交流を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三木町消防団 第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

2台

1台

45名
分団データ

〒761-0692 香川県木田郡三木町大字氷上310

087-891-3301

somu@town.miki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三木町消防団事務局）

主な活動は、火災現場での消火活動、台風や大雨、地
震などの甚大な災害から、地域の人命と財産を守る
ための見回り、不明者の捜索命令が出たときの出動
などです。このほか、春と秋の火災予防運動や年末
警戒の巡視、部ごとの毎月の定例会、車両や可搬ポン
プや管轄内の消火栓の点検を行っています。また、各
部での放水訓練や4分団での放水中継訓練、町が主
催する訓練などに参加しています。

消防団活動は、地域の生命と財産を守る
ことを心がけ、安心安全のために必要不
可欠な存在だと考えています。あなたも
消防団の一員となり、地域のため、一緒
に活動しませんか？ 男女問わず大歓迎
です。どうぞよろしくお願いします。

三木町大字氷上、大字上高岡
【屯所位置】
三木町大字氷上1989（第4分団第1部）
三木町大字上高岡2367-1（第4分団第2部）
三木町大字氷上872-1（第4分団第3部）

私たちは、三木町の中心部に位置する大字氷上、大字上高岡を拠点に活動しています。建物火災や田畑・山
間部火災の啓発活動時は、できるだけ多くの住民に周知するよう意識しています。また、各部で定期的に部
員が交流できる場を設け、定期的な訓練や連携、講習などを第４分団がONEチームとなって行えるよう、意
思疎通を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三木町消防団 第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

17名
分団データ

〒761-0692 香川県木田郡三木町大字氷上310

087-891-3301

somu@town.miki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三木町消防団事務局）

火災や水防といった災害への出動に加えて、活動地
域内にある数か所の防災倉庫の定期的な点検や地
元小学校の授業への参加、自主防災組織の防災訓
練での活動も積極的に行っています。

地域密着で日々、町の安心安全のために
活動しています！一緒に活動できる熱意
のある方はぜひ入団をお願いします！

三木町大字下高岡、大字井戸
【屯所位置】
三木町大字1058-8

私たちは、三木町の中心部に位置する下高岡地域を拠点に活動しています。毎月２回実施している定例会な
どへの参加率も高く、団員同士がコミュニケーションを取りながら力を合わせて頑張っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三木町消防団 第５分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

29名
分団データ

〒761-0692 香川県木田郡三木町大字氷上310

087-891-3301

somu@town.miki.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（三木町消防団事務局）

火災や台風などの災害出動のほか、年数回の火災啓
発活動、町主催訓練への参加、地元の自主防災組織
が主催する防災訓練への協力も行っています。各活
動への参加は強制ではなく、団員各自が自分の都合
と調整しながら活動しています。

消防団の活動に興味のある方はぜひ一
緒に活動しましょう！地域のため、一緒
に活動できる皆さんの入団をお待ちし
ています！

三木町大字井戸
【屯所位置】
三木町大字井戸2616-1（第6分団第1部）
三木町大字井戸503-4（第6分団第2部）

私たちは、三木町の東部に位置する井戸地区を拠点に活動しています。団員構成は年齢も職種も幅広いで
すが、地元愛の強い団員が多く、日々地域のために活動を行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

三木町消防団 第6分団



直島町
直島町は、瀬戸内海に浮かぶ直島を中心に27の島々で構成され、そ
の南部は緑豊かな瀬戸内海国立公園に指定されています。漁業や製
造業、観光業が盛んなこの町は、離島でありながら活発な町として国
内外から注目を集めています。直島町消防団は4つの分団で構成さ
れ、町民の生命と財産を守るために消防精神を大切にしながら訓練
や地域の防災力向上に努めています。

毎年1月初旬に中学校グラウンドにて消防
出初式があります。消防団員など約100名
が参加し、式典や訓練を実施します。

★県下唯一の非常消防自治体のため、消防団が地域防災の
　要です。
★平成28年4月から消防団員の確保策の1つとして、
　機能別消防団員を募集しています。

直島町TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【マスコット名】
直島町観光キャラクターすなおくん
【マスコット名】
直島町観光キャラクターすなおくん

【第5分団】 西岡 裕喜広さん【第5分団】 西岡 裕喜広さん
■消防団としてどのような活動をしていますか？
災害時の活動経験は、山崩れで生き埋めになった方の捜索や水難事故発生時
の小型船での捜索活動などさまざまです。特に印象に残っているのは、出火か
ら6日目に鎮火した山林火災です。当時、真冬の寒さの中、不眠不休で消火活
動を続けていました。体力も気力も限界に近づいたとき、防災ヘリや自衛隊ヘ
リからの空中消火、近県の消防隊や他の消防団の応援を受け、無事に鎮火する
ことができました。

■消防団活動の魅力は何ですか？
消防団の魅力は、多様な職業や年齢の人々が集まるなかで、地域住民の生命を
守るという共通の思いがあることです。毎月の訓練や活動時に、地域の方から
「頑張って」「ありがとう」と声をかけてもらうことが、消防団員ならではの励み
になります。その瞬間、感謝の気持ちとともに、自分が消防団員であることの誇
りを感じられます。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

消防出初式
ダム周辺にて、林野火災や水利が確保しづ
らい場所を想定し、分団間での連携送水な
どを実施します。

夏季訓練
消防ホースを使った放水体験や水消火器
を使った消火体験、消防車の見学会を行い
ます。

幼少中合同避難訓練・防災学習

消防団の活動は、正直入ってみないと分からない部分も多いと思います。団体
としての個性も異なるでしょうが、どの消防団も、地域住民に寄り添い、災害時
は地域のために全力で活動しています。今、全国的に消防団員数が減少してい
ます。少しでも入団を迷われている方は、まずは見学にいらしてください。

香川県全域MAP

直島町



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

27名
分団データ

〒761-3110 香川県香川郡直島町1122-1

087-892-2222

somu1@town.naoshima.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（直島町消防団事務局）

月に1回、資機材の点検を兼ねて放水訓練を行いま
す。また、春と秋、年末に火災予防運動を行うほか、年
に1回、全分団で出初式や夏季訓練を行います。出初
式ではホース延長競技に参加して意識を高めていま
す。災害が想定される場合は、消防団本部からの指
示のもと屯所に集まり、すぐに対応できるようにして
います。緊急時以外は、団員の都合を話し合い、無理
なく活動できるように調整しています。

団員の多くが会社員なので、日中の災害時
は基本的に交代番の人を中心に対応してい
ます。緊急時は、会社員の団員も会社の理
解を得て災害対応優先していますが、人員
不足は否めません。直島町では有事の際、消
防団が頼みの綱です。自分たちの町は自分
たちで守るという熱い意思を持ち、愉快で
楽しいメンバーと一緒に活動しませんか？
皆さんの入団を心から歓迎します。

本村地区
【屯所位置】
直島町1125-5
※R6移設予定：直島町1088-1

私たちは本村地区を拠点に活動しています。直島町には常駐の消防署がないため、有事の際に町民の生
命、財産を守るためには直島町各分団が頼みの綱です。団員は、自分たちの町は自分たちで守るという熱い
思いを持っていますので、各分団とのコミュニケーションもしっかり取れていますし、特に分団単位では信
頼関係も強く、組織として非常に高いレベルにあると思います。活動外でも仲が良く、ゴルフコンペ、ボウリ
ング大会、旅行などを楽しんでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

直島町消防団 第１分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

26名
分団データ

〒761-3110 香川県香川郡直島町1122-1

087-892-2222

somu1@town.naoshima.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（直島町消防団事務局）

毎月1回の月例演習時に消火車両の放水訓練・点検、
地域の消火設備の点検などを行います。さらに夏季
演習の際の火事を想定した放水訓練や出初式での
消火操法の模擬演技、放水活動があります。その他
にも防災活動として、春と秋の火災予防運動や火災
予防への啓発活動として年末の夜警活動での町内パ
トロール、花火大会の花火打ち上げ時の警護活動が
あります。

消防団は大変そうなイメージを持たれがちで
すが、全ての活動は強制ではなく、飲み会など
も参加自由です。団員たちが、お互いの生活や
思想を尊重しあい、無理のない範囲で活動で
きます。直島町では年々団員数が減少していま
す。消防団の存続にはあなたの力が必要です。
消防団は非常勤特別職の地方公務員となり、
活動には報酬が出ます。必要な資格などは不
要なので、興味のある方はぜひお声がけくださ
い。最後に、温かく見守ってくれる地域の皆さ
ま、団員の家族の皆さま、活動の際に会社で業
務を引き継いでくださる皆さま、いつもありが
とうございます。

積浦地区
【屯所位置】
直島町4780-10

第2分団には、20代～50代の幅広い年齢の団員が約20名所属しています。団員同士とても仲が良く、いつ
も冗談を言い合い会話が途切れません。上下関係の厳しい体育会系のような雰囲気もなく、立場関係なく
率先して行動できる雰囲気の良い分団です。また、皆やさしく親切なので、新しく入団される方でもすぐに
馴染めると思います。業務以外にも団員同士が集まって年に数回ゴルフやBBQ、2年に1回の旅行などのイ
ベントもあります。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

直島町消防団 第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

3台

28名
分団データ

〒761-3110 香川県香川郡直島町1122-1

087-892-2222

somu1@town.naoshima.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（直島町消防団事務局）

消防署がない直島町にとっては消防団の存在は非常
に大事です。いざという時に備え、月に1回、消防車両
や可搬ポンプなどの点検整備を兼ねた防水訓練を
実施しています。また、夏には直島町消防団の全分団
が集結し、山林火災を想定した放水訓練をします。
訓練以外にも、春と秋の火災予防運動や年末の特別
警戒など、地域の安心安全を守るためのさまざまな
活動を行っています。

災害時の被害を最小限に留めるためには消
防団の力が欠かせません。消防団員の数が
年々減少している今、ひとりの力は大変大
きく、重要なものとなっています。消防団員
は消防職員とは違い、特別な資格や技能は
必要ありません。消防について少しでも興
味のある方、またイベント好きな方も大歓
迎です。地域防災の要となる消防団活動に、
あなたの力をぜひともお貸しください。入
団を心からお待ちしております。

宮ノ浦地区
【屯所位置】
直島町2249-9

当分団には20代～50代の幅広い年代の団員が約30名所属しています。「自分たちのまちは自分たちで守
る」という理念のもと、熱い意思を持ち活動しています。普段は全員が仲良く和気あいあいとし、アットホー
ムな分団です。また、旅行やゴルフなどのイベントを行い楽しみながら団結力を高めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

直島町消防団 第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

11名
分団データ

〒761-3110 香川県香川郡直島町1122-1

087-892-2222

somu1@town.naoshima.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（直島町消防団事務局）

毎月、消火設備整備を兼ねた月例演習として放水訓
練を実施しています。また、火災予防週間中の火災予
防巡回パトロールや消火栓の点検、山林火災を想定
した夏の放水訓練活動、年末警戒や出初式などを行
います。そのほか幼稚園、小学校、中学校の地震を想
定した避難訓練にも参加し、初期消火の重要性や消
火器の使い方や放水訓練の指導に携わる活動も行
うなど、活動の幅は多岐にわたります。

人口減少に伴い団員数が減少している
今、消防団による活動に期待される地域
住民の思いに応えるには、団員増員が必
須です。平成16年1月13日に発生した山
林火災で消防団員が不眠不休で消火に
あたり、1月19日に鎮火した教訓もあり、
マンパワーの必要性を感じています。近
い将来を見据えた消防団員確保のた
め、共に活動していただける方をお待ち
しています。

文教地区
【屯所位置】
直島町2801-20

当分団では家族も団員の１人とし、思いやりのある分団作りをしており、団員の活動継続にはご家族の方
の、ご理解とご協力が大切だと考えています。親交を深めるためのバーベキュー大会などを開催し、コミュ
ニケ―ションを図っています。普段は和気あいあいとした雰囲気ですが、いざ火災や災害時には全力で立ち
向かう分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

直島町消防団 第5分団



宇多津町
宇多津町は坂出市と丸亀市の間に位置し、北には海、東西には低山、中央
には河川が流れる沖積平野が広がっています。沿岸部はかつての塩田が
市街地化し、高い人口密度を保っています。また、山の麓には木造住宅を
中心とした旧市街地が広がり、町南部の田畑では住宅建設が活発です。
この小さな町では、現場への到着が早い一方で思考を巡らせる時間が短
いため、これまでの経験を活かし、臨機応変に活動しています。

水損防止を一番に考え、必ず50㎜ホースを
使用し、水量は毎分200L以下とします。泡
消火を行い、下層階への水損に十分留意し
ています。

★出初式では、事故車両に閉じ込められた要救助者がいる想定で、救助の展示
　訓練を行っています。
★水損のリスク軽減のため、使用する水の量を減らし、窒息効果によって消火
　できる泡放水設備を整備しています。
★渇水時には給水車として活動するため、定期的に水槽車のタンク内を清掃
　しています。
★水道が遮断された際に利用できる飲料水兼用の貯水槽（４万リットル）を、
　町内２カ所に整備しており、給水訓練も行っています。

宇多津町TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【第1分団】
國友 慎太郎さん
【第1分団】
國友 慎太郎さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
消防団では、消火活動や事故処理、予防活動を行っています。初めての現場に
向かった時、自分には何もできないと後ろ向きになっていましたが、先輩たちの
姿を見て自分のできることをしようと前向きになれました。
火気厳禁の場所での花火による火災や事故処理中の渋滞解消などを経験し、
日々の活動から、啓発の大切さや消防団の重要性を感じています。

■消防団活動の魅力は何ですか？
消防団の魅力は、地域社会との繋がりを築けることです。若い頃は人との関わりを煩わしく
感じることもありましたが、年齢を重ねるにつれ、人と関わることの重要性がわかるように
なりました。火災や風水害といった非常時に団員と共に過ごすことで、親近感や連帯感が生
まれ、ともに困難を乗り越えた経験がとても大切になっていくことを感じています。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

中高層火災
消火活動時間にゆとりが持てるように、面
体を150キロから300キロに変更し、小型
排風機や大型ブロアーなども利用して自
傷事故が起きないよう留意しています。

自傷事故防止
県外からの視察研修を受け入れています。
これにより私たち自身の消防活動も、バー
ジョンアップが図れています。

視察研修受け入れ

消防団への入団を迷っている方には、まず関わってみることをおすすめします。消
防団に興味を持ったその気持ちを、ぜひ大切にしてください。現場活動には危険が
伴いますし、ためらいもあるかと思いますが、活動を続けるうちに、できることは増
えていきます。いざという時、家族や地域のために動けるようになりますよ。

香川県全域MAP

宇多津町



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

4台

1台

30名
分団データ

〒769-0292 香川県綾歌郡宇多津町1881

0877-49-8027

kikikanri@town.utazu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（宇多津町消防団事務局）

面積の狭い宇多津町ですが、山や田畑、マンションの
多い新市街地、木造住宅の密集する旧市街地など、
様々な顔を持つ町です。交通量の多い道路もあり、
事故による車両火災等への対応も求められます。
火災予防活動を行いながら様々な事案に対応でき
るよう、定期的な訓練を行っています。

いざ助け合う時には普段からの接点が
とても大切です。私たち消防団員も平時
に集い、装備の点検や操作方法の確認、
日常の情報交換を行っています。消防団
は地域防災の要と自負し、自分たちには
何ができるのかを考えていきます。

宇多津町全域
【屯所位置】
宇多津町2144-1

幅広い年齢層が集まり、みんなが親しく活動しています。現場や訓練を経験する度に絆が深まっているよ
うにも感じます。
また、車両や装備が多いため、技術や知識、経験が次に引き継がれていくよう、努めてコミュニケーションが
取られて普段の活動はとても和やかです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

宇多津町消防団 第１分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

15名
分団データ

〒769-0292 香川県綾歌郡宇多津町1881

0877-49-8027

kikikanri@town.utazu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（宇多津町消防団事務局）

毎月第２日曜日の朝８時から２時間程度、第２分団
屯所にて定例会を行っています。定例会では担当地
区の消火栓や防火水槽、山の危険個所等の巡回、資
機材を点検するほか、分団長をはじめとする先輩団
員からポンプ車の取り扱いや各資機材の使用方法
を指導してもらいます。また、本部と協力して、春と秋
の火災予防週間に町内を巡回し、広報活動及び訓練
を行い、年末には夜警を実施しています。

団員達は「自分たちの町は自分たちで守
る」といった気持ちを持って平常時から
活動しています。これからもより一層、訓
練や地域のための防災活動を行ってい
きますので、消防団の一員となって宇多
津町を守りたい、活動してみたい方の入
団を心よりお待ちしています。

宇多津町全域
【屯所位置】
宇多津町2803

2分団の団員はそれぞれいろいろな職業の人たちの集まりです。広報活動や夜警など、みんなで協力しなが
ら分担して行っています。また、火災の際は消防本部に後れを取らないように各団員がすぐに出動できるよ
うに、各自準備しており、互いに連絡を取りながら災害対応を行っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

宇多津町消防団 第２分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

13名
分団データ

〒769-0292 香川県綾歌郡宇多津町1881

0877-49-8027

kikikanri@town.utazu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（宇多津町消防団事務局）

火災での消火活動や台風、豪雨等の風水害に対し、
関係行政機関と連携して対応しています。
また、毎月１回の消防車両による放水訓練と資機材
点検、年末の特別警戒活動など、有事に備えて地道
な活動も行っています。

あなたも宇多津町消防団の一員とな
り、自分たちの町を自分たちで守ってみ
ませんか？皆様の入団をお待ちしてお
ります。

宇多津町全域
【屯所位置】
宇多津町3588

各自が自分の仕事をしながらの消防団活動となるため、お互いに協力しあい、助け合って活動しています。
平時は広報活動などで、消防本部に後れを取らないように励み、災害が発生した際はすぐに出動できるよう
に、互いに連絡を取りながら各自準備をしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

宇多津町消防団 第３分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

13名
分団データ

〒769-0292 香川県綾歌郡宇多津町1881

0877-49-8027

kikikanri@town.utazu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（宇多津町消防団事務局）

宇多津町消防団全体の訓練として、主に春と秋の火
災予防週間の時に、山林火災等を想定して、吸水・中
継・放水訓練を実施しています。
また、分団単独として、毎月１回の屯所での放水点検
及び走行点検として町内を１時間程度巡回していま
す。主な活動内容としては、 火災出動や春と秋の広
報活動、 年末警戒（12月27日～30日）、月１回屯所
での周知会などがあります。

全団員が、仕事・家庭・交友関係を持っ
ており、全ての訓練・活動に参加するこ
とは難しい状況です。
しかし、少しでも地域・社会に貢献出来
ればと思って活動しています。

宇多津町全域
【屯所位置】
宇多津町大字東分1612-1

現在の分団員は、20代～60代の計13名で、メンバー全員が津之郷地区で暮らしています。気さくでざっく
ばらんな団員が集まっているので、月１回の周知会の席は色々な話題で盛り上がっています。
年に数回は食事会を開催したり、2年に１度は旅行に行き、団員同士の親睦も図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

宇多津町消防団 第５分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

20名
分団データ

〒769-0292 香川県綾歌郡宇多津町1881

0877-49-8027

kikikanri@town.utazu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（宇多津町消防団事務局）

火災での消火活動や台風、豪雨等の風水害に対し、
関係行政機関と連携して対応しています。
また、毎月１回の消防車両による放水訓練と資機材
点検、年末の特別警戒活動など、有事に備えて地道
な活動も行っています。

あなたも宇多津町消防団の一員とな
り、自分たちの町を自分たちで守ってみ
ませんか？みなさまの入団をお待ちし
ています。

宇多津町全域
【屯所位置】
宇多津町東分43

私たちは、宇多津町の南部に位置する鍋谷地域を拠点に活動している分団です。団員の年齢層や職種は多
種多様ですが、各自の都合に配慮しながらうまく活動できるように心がけています。
また、ゴルフ、バイク、キャンプなどの趣味を同じくする団員が集い、団員同士の親睦も図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

宇多津町消防団 第6分団



綾川町
綾川町は、香川県のほぼ中央に位置し、人口は約2.3万人、面積は
109.75㎢です。町内には国道32号や高松琴平電鉄琴平線が走って
おり、周辺には高松空港や四国横断自動車道があるため、県内だけ
でなく、都市部へのアクセスにも優れています。綾川町消防団は、全
11分団で組織され、地域に密着した、顔の広い消防団です。

各分団から選ばれた団員が、迅速・確実か
つ安全に行動するため、定められた消防用
機械器具の取り扱いおよび操作の基本に
ついての技術を競います。

★平成18年に綾川町が誕生して以来、綾川町消防団として結束を強め活動しています。
★令和元年より、女性分団と災害支援分団の２つの機能別分団を創設しました。
★火災や自然災害時の活動だけでなく、平時の防災啓発活動や災害時の
　体制づくりにも力を入れています。
★消防・防災イベントでは、元消防団長お手製のミニ消防車が大活躍して
　います！

綾川町TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

団長
須田 敏彰さん
団長
須田 敏彰さん

副団長
福井 敏行さん
副団長
福井 敏行さん

団員
津村 高史さん
団員
津村 高史さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
有事の際の出動や、救助活動、行方不明者の捜索活動などを行っています。消防団の
活動は、町の安心・安全のためにとても重要性の高い活動だと感じています。特に印
象的だったのは、令和元年、行方不明になった高齢者の捜索活動です。捜索範囲は山
中でとても広く、難航したのですが、綾川町消防団全員で捜索にあたり、無事に救助
することができました。その時の達成感は何ものにも代えがたく、活動をしていて本
当に良かったと感じました。（須田団長）

■消防団活動の魅力は何ですか？
住民との繋がりや分団内での人脈づくりなど、普通はできない経験ができることが
魅力です。特に住民との繋がりや信頼関係は、有事の際、消防団活動にも大きく影響
するので、とても大切にしています。活動中は正直大変なこともありますが、住民の
方からの声かけ1つで大変さや辛さもリセットされるので、とてもありがたいです。
（福井副団長）

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

綾川町消防操法大会
毎年１月初旬の消防出初式には、消防団員
や女性防火クラブ員が参加し、式典、訓練
や消防イベントを実施します。

消防出初式
消防出初式や防災フェスなどのイベントの
際、消防ポンプ車やミニ消防車の乗車体
験、消防車との写真撮影を実施しています。

消防防災イベント

地元のために何かしたいという方は、ぜひ消防団に入団してみてください。自分自身、
入団するまで消防団がどういうところなのか分からず、すごく厳しいんじゃないか、
と不安もあったのですが、実際にはそういったこともなく、各自が職に就きながら可
能な範囲で活動していて、とても居心地がよく、続けやすい場所でした。1人では微力
でも、大人数でまとまれば大きな力になります。ぜひ一緒に、町を守る活動をしてい
きましょう。（津村団員）

香川県全域MAP

綾川町



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

17名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

本部分団では、毎月1日と15日に定期点検（屯所掃
除、草抜き、機材点検）を実施し、年末警戒や地域防
災訓練、新年出初式、山林火災防ぎょ訓練、消火栓点
検、普通救命講習などを行っています。また、新入団
員には基礎教育訓練研修が義務付けられています。
町主催の操法大会にも参加し、日頃から地域の安全
に備えています。団員同士の協力で効率的な防災活
動を心がけています。

近年は町外で働く団員が多く、団員確保
には苦労していますが、『おらの町はおら
が守る！』の意気込みで頑張っていま
す。団員同士で意識を高め合い、何の行
事にもできる限り多くの参加を心がけて
おります。ぜひ、地域の若い力を我が分
団にお貸しください。

綾南地区
【屯所位置】
綾川町畑田2372-1

私たちの分団の年齢構成は、20代～60代です。毎月の点検日には4班の当番制で基本自炊を心がけてお
り、1年を通して6月～9月は郷土料理の『打ち込みうどん』、それ以外の月は『親鳥の水炊き』を作っていま
す。比較的歳の近い者同士で同じ鍋をつつき、以前はお酒も酌み交わしていましたが、現在は食事のみと
なっています。また、年末警戒終了後は希望者で年越しそばを手作りしています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
綾南第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

16名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

当分団では、毎月1日と15日に消防車両や資機材の
点検を行い、緊急出動体制を維持しています。台風や
大雨時には巡回し、被害状況を確認しています。野焼
き時期には安全確認の立ち合いを実施し、年末年始
も火災防止の警戒を続けています。その時の都合で
参加できない団員もいますが、団員同士で協力し合
い、互いに助け合える環境が整っており、各団員がそ
れぞれの立場で活動に貢献しています。

地域の皆さまの安全を守るため、私たち消防団へ
の入団を厚くお願いします。地域に根差した消防
団の存在は、大規模災害時の初期消火や救助活動
の要となります。訓練を重ね、出動体制を整えてい
ますが、団員不足が深刻な問題です。入団すること
で防火意識が高まり、地域の絆も深まります。住み
慣れた地域を守るため、消防団活動へのご理解と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

綾南地区
【屯所位置】
綾川町陶4164-4

当分団は「家族を大切に、地域に寄り添う分団」を目指し、幅広い年齢層や職種の団員が集まっています。地
元愛が強く、仕事で培った知識を活かし災害対応に尽力しています。無理なく参加できる体制が整い、効率
的な訓練と団員同士の絆が特徴です。家族ぐるみの参加も多く、地域行事にも積極的に参加しています。こ
うした活動が災害時の初期消火や救命活動にも役立っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
綾南第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

16名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

火災発生時にはポンプ車で出動し、消火活動を行い
ます。また、年末年始や野焼きの時期には地域で防
火広報も実施しています。当分団では、コロナ前に小
学校の運動会で子どもたちが模擬消火訓練を行い、
消防団を身近に感じてもらう活動を行っていました。
子どもたちからは「消防団に入りたい！」や「近所の
おっちゃんが消防団員でかっこいい！」という声が上
がり、地域に好評なイベントです。

「自分たちのまちは自分たちで守る。」消
防団ではこのような誇りを持てる活動
ができます。大変なこともありますが、
入団後は地域との繋がりを深め、地域を
愛することができます。ぜひ入団し、自
分たちの『愛するまち』を一緒に守りま
しょう！

綾南地区
【屯所位置】
綾川町滝宮522-2

私たちの分団は20代～60代までの16名で活動しており、職業も会社員や自営業、役場職員など多岐にわ
たります。地域を守るという共通の目的に向かって、年齢や職種を超えたワンチームで取り組んでいます。
訓練や点検の後には親睦を深めるための食事会を行い、近況報告やプライベートの話をすることも楽しみ
の一つです。団員同士の絆を強め、活動を円滑に進めるための重要な時間となっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
綾南第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

18名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

消火栓の点検、町主催の操法大会への出場、消防お
よび防災訓練への参加、年末の警戒巡視、消防出初
式への参加などの活動を行っています。さらに、毎月
第1・第3日曜日には点検を実施しています。これらの
取り組みを通じて、地域の安全を守り、消防団の能力
向上に努めています。

消防団は「地域防災の要」であることを
意識し、日々の訓練や予防活動、車両資
機材の点検に励んでいます。火災・災害
時にはいち早く駆けつけ、綾南第４分団
をはじめとした綾川町消防団が対応し
ます。地域の皆さま、応援のほどよろし
くお願いいたします。

綾南地区
【屯所位置】
綾川町羽床下2289-2

当分団には20代～60代まで幅広く在籍しています。地元で働く団員も多く、集合した際は地域の情報を共
有しています。消防活動の際は常に2/3以上の団員が参加し、町内トップクラスの出動率です。地域防災の
考えが団員に浸透しており、災害にはいち早く駆けつけています。夏には消防団関係者を招いて暑気払い
を行うこともあり、消防関係者とも普段からコミュニケーションをとることで、災害や有事の際に連携が取
れた対応ができています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
綾南第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

15名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

毎月1日と15日に機材器具の点検を行い、5月と6月
には綾川町消防操法大会の練習、7月は普通救命講
習、10月と11月は消防団教育訓練を実施します。ま
た、11月には消火栓点検と地区公民館の警備を行
い、12月には年末警戒も行います。3月には綾川町
林野火災防ぎょ訓練があり、不定期で火災・災害・救
助活動も行っています。

少子高齢化が進む枌所では、大きな災害時
に個人での対応が難しいことがあります。
その際はためらわずに消防団にご連絡く
ださい。また、野焼き時の警戒監視活動も
行っていますので、お気軽にお声がけくだ
さい。地域の皆さまと協力し、火災や災害
のない安全な地域づくりに努めてまいりま
す。ご協力をよろしくお願いします。

綾上地区
【屯所位置】
綾川町枌所東1111-3

平均年齢50歳の高齢分団ですが、団員同士の年齢が近く、楽しく活動しています。しかし災害時には団結
し、被害を最小限に抑える力があります。この団結力の背景には、毎月1日の点検後に食事をしながら近況
や地域の状況を話す時間があります。昔はお酒を交わしていましたが、現在は食事のみ。それでも月に一度
の集まりが楽しみであり、その時間があるからこそ団結力が保たれています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
綾上第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

15名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

月2回、消防車両や可搬ポンプの点検を中心に設備・
資機材の確認を行っています。また、消防水利点検
や祭りの火災警戒も行います。4月下旬からは綾川町
主催の消防操法大会に向けた訓練を約2ヶ月間実施
します。火災や重要な行事以外では、団員の負担軽
減を考慮し、仕事やプライベートの都合を話し合いな
がら調整して活動しています。

西分地区には「堀池のしだれ桜」や「高
鉢山の風穴」など、魅力的なスポットが
多くあります。これらの大切な資源や人
命、財産を火災から守るのが消防団の
役割です。また、住民の防火意識も重要
です。地域の安全を一緒に守りましょ
う。綾上第2分団を今後ともよろしくお
願いします。

綾上地区
【屯所位置】
綾川町西分1387-4（JA香川県ふれあいセ
ンター綾南店　隣接）

当分団は、綾川町南側の自然豊かな西分地区を拠点に活動しています。山林や田畑が多く、農業が盛んな
地域で、多くの団員が地元出身です。団員は30代～60代まで幅広い年齢層で構成されていますが、年齢差
に関わらず円滑なコミュニケーションを図りながら、地域を守るための活動に取り組んでいます。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
綾上第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

16名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

当分団は明治時代の消防組から始まり、歴代の先輩方
の消防精神を受け継ぎながら活動しています。団員の
知識や技術向上のため、月２回の機材・車両点検や防火
教育訓練、防ぎょ訓練を行い、毎年の消防操法大会で
も上位を目指し、切磋琢磨しています。過去には６回の
優勝と４回の準優勝を達成し、綾川町消防団「1」の精
鋭分団を目指しています。火災や災害時だけでなく、地
域の祭りやイベントにも積極的に参加しています。

私たち消防団員は、地域住民の「安心・
安全の確保と生命財産を守る」という使
命を理解し、団員それぞれが地域のリー
ダーとして活動します。地域の皆さまの
理解と協力のもと、頼られる存在になる
べく今後も努力していきます。町内の若
者よ、 Hero is coming. 綾上第３分団
は「あなた」を待っています。

綾上地区
【屯所位置】
綾川町山田上甲1284-3
（JA香川県綾上支店の前、高松西警察署
山田駐在所の隣）

分団内には公務員や会社員、自営業などさまざまな職業・年齢層の団員が所属し、互いに認め合いながら
活動しています。機材・車両点検後には交代制で賄いを作り、コミュニケーションを深めています。毎年、団
員の視野を広げるために研修旅行を計画し、士気を高めています。現場では「厳しく」、訓練は「熱く」、それ
以外は「緩く」をモットーに、バランスの取れた活動を心がけています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
綾上第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

17名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

火災・水防の広報・啓発活動を行い、防災訓練や指導、
補助も実施しています。さらに、ポンプ車や軽可搬ポ
ンプの点検やメンテナンス、無線機の確認を行い、火
災時の水利確認や消火栓の点検も行っています。屯所
の備品確認や清掃、植木剪定、草抜き、障子張替えも
行い、野焼き農家への後片付けや声がけもします。団
員同士で消防関係情報を共有し、活動地域での火災
対策として消防車通行支障木の伐採も行います。

地震・火災・水害・台風などすべての災害
に対して地域の安心安全をお届けする
ため、私たちは日々たゆまぬ努力をし、
住民の皆さまに寄り添ってまいります。

綾上地区
【屯所位置】
綾川町山田下2134-1

「明るく元気溢れる分団」をモットーに、団員全員が意見を言い合い、意見を尊重し個性を活かし、それを伸
ばして活動しています。消防団活動以外でも、ボウリング・ゴルフ・釣り・オールナイトソフトなどを行い、絆
を深めています。その絆が消火活動にも活かされていると思います。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
綾上第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

13名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

火災時の消火活動はもちろん、大雨などの時に地域
の皆さまの安全を守るための巡回や、年末年始には
火災予防運動の放送を流しながら火災予防巡回を
行っています。また、綾川町消防団年間行事訓練へ
の参加や、毎月機材点検・火災予防のため、活動地域
の巡回活動をしています。

職種や通勤先が異なる団員が多く、日中の出動が
難しいこともありますが、地元で働く団員が中心
となって全力で対応しています。地区外で働く団
員も可能な限り現場に駆けつけ、被害を最小限に
抑えるべく活動しています。地域の安全を守るた
めに消防団の活動は不可欠です。あなたが生ま
れ、暮らす地域を安心して生活できる場として存
続させるため、あなたも消防団の一員として活動
しませんか？皆さまの入団をお待ちしています。

綾上地区
【屯所位置】
綾川町羽床上774-13

綾川町南部の羽床上・牛川地区（中山間地域）を拠点に活動しています。地域に密着した団員は和気あいあ
いとした雰囲気で仕事も年代もさまざまですが、有事の際には一致団結して我が地域を守る思いのある団
員たちの集まりです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
綾上第5分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

14名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

秋季火災予防週間の一人暮らしの高齢者宅を訪問、
地区防災訓練や年末警戒、出初式への参加が主な活
動です。災害時には避難所運営スタッフとして活動
し、応急手当普及員として指導も行います。防災デイ
キャンプやミニ防災フェスでは、ミニ消防車の乗車
体験などのイベントも実施しています。

当分団は、主に災害時の避難所運営を
担当しています。仕事や家事、育児の合
間に参加が難しいこともありますが、分
団長を中心に地域の安全に貢献してい
ます。南海トラフ地震に備え、毎年防災
訓練で避難所運営の訓練を実施してい
ます。活動に興味がある方のご参加を心
よりお待ちしております。

綾川町内全域

私たち女性消防団は、綾川町を拠点に20代～50代まで幅広い年齢層で活動しています。仕事や家事、育児
に忙しいなか、各自が空いている時間にイベントや活動に参加しています。高い意識を持ちつつ、アットホー
ムな雰囲気で「ONE TEAM」をモットーに和気あいあいと楽しみながら活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
女性分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

0台

26名
分団データ

〒761-2392 香川県綾歌郡綾川町滝宮299

087-876-1906

bosai@town.ayagawa.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（綾川町消防団事務局）

平時は地域の防災力向上のため、防災訓練や啓発活
動を行っています。台風や大規模災害時には、避難所
運営や情報収集などの後方支援が主な役割です。平
常時には防災・減災訓練、資格取得、各種訓練に参加
し、災害時には避難所運営、緊急処置、情報収集や救
急・救護活動を行います。身に付けた知識・技術で、
家族や地域を守ります。

災害時には避難所運営スタッフとして活
躍し、綾川町の防災訓練や消防・防災イ
ベントにも参加しています。団員同士や
女性分団、町職員と和気あいあいと協力
しています。消防や防災の経験がある
方、興味がある方は、住民の安全・安心の
ためにぜひ私たちと共に活動し、知識や
経験を活かしませんか？

綾川町内全域

分団にはもともと消防団員や消防吏員、防災関係職員だった方が多く、経験や知識を活かした濃い内容の
会議や訓練を行っています。年齢層は高いですが、各自の都合や得意分野に配慮し、円滑に活動できるよう
心がけています。訓練やイベント前には説明会を開き、定期的に団員同士の意思疎通を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

綾川町消防団
災害支援分団



琴平町
琴平町は香川県の中央部に位置し、面積8.47㎢、人口約8,000人
の町です。讃岐のこんぴらさん「金刀比羅宮」があり、門前町として
栄え、全国有数の観光地として有名です。琴平町の消防団組織は５
分団で構成され、町民の生命、財産を守るため、日々消防団活動に
あたっています。

金刀比羅宮など、町の歴史的価値を守る訓
練を行います。

★緊急走行訓練を実施しています！
★女性消防団員の入団促進を図っています。
★第30回全国消防操法大会に出場しました。

琴平町TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【団本部】
辻 菜摘さん
【団本部】
辻 菜摘さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
火災の防止や災害時の救助活動に備えるため、救急救命などの研修や消化訓
練に定期的に参加しています。研修では、災害時に必要な知識や技術を学ぶだ
けでなく、同じような志を持つ他の女性団員たちと意見交換をすることができ
ました。お互いの経験を共有することで、消防団活動への理解が深まりました。

■消防団活動の魅力は何ですか？
救急救命や消火訓練の研修など、普段の生活では学べない貴重な経験や学
びを得られることが大きな魅力です。消防団での活動は、災害時はもちろん、
日常の中で地域社会と繋がり、自分自身を成長させてくれます。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

文化財防火訓練の出動
香川県警察本部職員を指導員として招き、
各分団の機関員などを対象に訓練を行い
ました。

香川県初の緊急走行訓練
１月の第２日曜日に全団員が出動し、出初
式を行います。ポンプ車などによる町内パ
レードや観閲式、ポンプ車操法の展示、一
斉放水などを行います。

消防団出初式

消防団は地域を守る大切な役割を担っています。特別な知識や経験がなくて
も、仲間と一緒に学びながら成長できる環境です。私自身、琴平町消防団で唯
一の女性団員として活動していますが、災害時などに女性ならではの視点が大
いに役立つと感じています。ぜひ入団を検討していただけると嬉しいです。

香川県全域MAP

琴平町



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

22名
分団データ

〒766-8502 香川県仲多度郡琴平町817-10

0877-75-6711

kikaku@town.kotohira.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（琴平町消防団事務局）

毎月第3日曜日午前９時から、1時間ほど分団の定期
点検活動を行っています。その他、災害出動以外に、
町および団本部から警備の依頼を受けて出動する
場合があります。「こんぴら歌舞伎」警備、「例大祭」警
備、こども園避難訓練、年末警戒、その他各種訓練な
ど観光の町琴平町ならではの活動が多いのも特色
です。

消防団活動は、基本的に勤め先や諸行事を優先して
良いため、普段の生活の負担になることはありませ
ん。活動参加が滞ったとしても、お互い様なので全く
気にすることはないです。機器の操作や出動時の立
ち回りなど、先輩団員に気軽に聞ける環境ですし、
入団しないと経験できないような体験も数多くあり
ます。定期点検活動の見学希望は随時受け付けてお
り、お子様連れでもかまいません。未来の消防団員
になるかもしれない子供たちは大歓迎！地元の方の
新規入団を心から歓迎します！

琴平町全域
（火災時残火処理担当区域は川西・川東
地区及び五條地区の一部地域）
【屯所位置】
香川県仲多度郡琴平町129-1

私たち第１分団は、ここ10年間で活動の中心になる世代が大幅に若返り化し、30代・40代の若手団員が中心
となっています。分団長や前分団長、分団内の幹部も穏やかな方ばかりで、世代交代に理解を示し、誰にでも
話しやすい雰囲気です。さらに団員の誰もが、それぞれ本業を持ち社会で活躍しているため、困りごとの相談
なども気軽にできます。団員内の不定期懇親会はありますが、参加は全く自由で強制などはありません。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

琴平町消防団 第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

22名
分団データ

〒766-8502 香川県仲多度郡琴平町817-10

0877-75-6711

kikaku@town.kotohira.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（琴平町消防団事務局）

災害時の活動としては火災現場での消火活動、残火
処理、大雨により増水した河川の警戒や水防工法の
設置等を行っています。平時では、消防ポンプ車、
ホース、発電機などの機材点検、地域内の防火水槽
を点検など、地域に密着した巡回広報、年末夜警、住
民への防火指導を行っています。

災害時に地域の安心、安全のために活動
する消防団員が地域から頼られる存在
となれるよう、分団一丸となって活動し
ていきますので、ご理解とご協力をよろ
しくお願いします。

琴平町全域
（火災時残火処理担当区域は榎井五條地区）
【屯所位置】
香川県仲多度郡琴平町榎井58-3

第2分団は幅広い年齢層で構成され、職種も公務員、会社員、自営業と多様な人材が地域の安心安全のため
に活動しています。団員同士、上下関係なく、楽しくコミュニケーションを取りながらさまざまな意見を言う
ことができる雰囲気で風通しの良い分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

琴平町消防団 第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

21名
分団データ

〒766-8502 香川県仲多度郡琴平町817-10

0877-75-6711

kikaku@town.kotohira.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（琴平町消防団事務局）

火災発生時の消火活動、現場における警戒活動、地
震や風水害といった大規模災害発生時には警戒監
視、災害防御活動を行います。このほかにも、行方不
明者の捜索などを行っています。分団での活動につ
いては、月２回、分団が所有しているポンプ車、発電
機、ホース等の機材点検、本番さながらの放水訓練を
行っています。

災害等発生した場合、消防団員は必ず出
動しなければならないのではなく、団員
それぞれが本業と両立し、自分が出動で
きる時に活動を行っています。地域の安
全を守り、安心して暮らすために、一緒に
活動しましょう！

琴平町全域
（火災時残火処理担当区域は象郷地区）
【屯所位置】
香川県仲多度郡琴平町上櫛梨617-1

現在の団員は20代～40代が均等に配属され、若者中心に構成されており、自由な意見を言える雰囲気で
す。また、団員の職種も幅広く、各自の本業の都合、得意分野などに配慮しながら活動できるように心がけ
ています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

琴平町消防団 第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

16名
分団データ

〒766-8502 香川県仲多度郡琴平町817-10

0877-75-6711

kikaku@town.kotohira.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（琴平町消防団事務局）

火災発生時の消火活動、風水害時の巡回、水防活動、
行方不明者捜索活動が主な活動内容です。平時にお
いては、ポンプ車をはじめとした資機材の点検整備、
防火パレード、出初式、消防団総会、四国金毘羅歌舞
伎大芝居、金刀比羅宮例大祭、防災訓練などの地域
のイベントに出動しています。

琴平町を愛し、琴平町の魅力に取りつか
れている団員たちが所属しています。平
時・有事問わず、気兼ねなくお声かけい
ただき、「文化と歴史のまち琴平町」をと
もに守っていきましょう！

琴平町全域
【屯所位置】
香川県仲多度郡琴平町榎井817-10

消防隊は町職員で構成され、居住地が町外の団員も多くいる中で、日中の火災などを中心に出動態勢を整
えています。本業でも各自がコミュニケーションを取り合っているため、連携力抜群のアットホームな雰囲
気です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

琴平町消防団消防隊



多度津町
多度津町は香川県中部に位置する、人口約2万人、面積約24㎢の町
です。江戸時代には金毘羅参詣の上陸港や北前船の寄港地として栄
え、明治期には四国初の鉄道が開通し、現在も予讃線と土讃線の接
続点となっています。町内には2つの島や古い町並み、工業地帯、田
畑が広がる自然豊かな地区があり、さまざまな景観が見られます。多
度津町消防団は6つの分団で構成され、町の多彩な姿を災害から守
るため日々訓練に励んでいます。

年に２回、春と秋の火災予防運動の時期に
合わせて、消防本部と合同で消防車両にて
火災予防広報を行っています。

★小さな町の消防団ならではの関係や距離感を活かし、
　チームワークで地域の安全を支えています。
★男女問わず消防団員の募集を行っています、地域を守る
　力になろう！

多度津町TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【マスコット名】
多度津町マスコットキャラクターさくらちゃん
【マスコット名】
多度津町マスコットキャラクターさくらちゃん

【第１分団】　福田 純さん【第１分団】　福田 純さん
■消防団としてどのような活動をしていますか？
火災時の消火活動や災害対応、啓発活動など幅広く活動しています。20年ほ
ど前に起きた林野火災では、消防車が入れないような斜面を、ホースを担いで
現場に向かい、消火活動に従事しました。かなり時間はかかりましたが、消防職
員と協力し、誰もケガをすることなく鎮火できました。分団のチームワークの良
さが活かされた現場だったと思います。

■消防団活動の魅力は何ですか？
年齢も職種もさまざまな団員が在籍しており、それぞれの視点で得た防災知識を共有
できることです。多度津町民としてそもそも顔見知りの団員も多く、また、同じ趣味を持
つ団員と意気投合することもあり、非常にアットホームな雰囲気で活動しやすいです。
チームワークもうまく築けており、団員同士の信頼関係が強いことも魅力です。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

防宣パレード
１月初旬に町内の小学校にて消防出初式
を開催しており、消防ポンプ操法や一斉放
水を行って消防団員の技術と団結力を披
露しています。

消防出初式
毎年４回、町内の全消防団を対象とした訓練
を行っています。火災対応や水防活動、救急・
救助・後方支援など、座学や実技の訓練を通
して知識・技能の向上に努めています。

各種訓練

訓練活動は時には厳しくて辛いときもありますが、消防に関する知識を身に付けること
ができますし、仲間や友達もできます。地域の安心・安全に貢献できることはもちろん、
自分自身のスキルアップができることは、とてもやりがいが感じられるポイントです。消
防団員の一員として、一緒に多度津町を守る活動をしましょう！

香川県全域MAP

多度津町



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

1台

17名
分団データ

〒764-0033 香川県仲多度郡多度津町大字青木951-8

0877-33-0119

syoubou@town.tadotsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（多度津町消防団事務局）

団員の知識・技術の向上、資機材の動作確認を行うため、月に１
回、消防ポンプ自動車および資機材の点検を実施しています。多
度津町は台風や大雨の時に河川や用水路の水位が増水すること
が多いため、巡視警戒活動のほか、土のう積みなどの越水対策も
行います。また、啓発活動として毎年幼稚園などで消防団の活動
内容や体験談を説明しています。今年は「たどつさくらまつり」で
も同様の活動に参加しました。団員は自身の仕事などの都合を調
整しながら、可能な範囲で消防団活動に従事しています。

第１分団は、島しょ部を除く町内6つの分団の中で
も団員数が少ないですが、少数精鋭で活動してい
ます。活動は時には厳しく、辛いこともあります
が、地域の安心安全を守るためにも消防団は不可
欠です。消防団活動にご理解いただくとともに、あ
なたも団員として多度津町を守る活動をしません
か？第１分団に入団したいと思うあなたをお待ち
しています。多度津町消防本部へご連絡ください。

多度津町栄町1丁目、栄町2丁目、栄町3丁目、仲
ノ町、元町、本通1丁目、本通2丁目、京町、西浜、
東浜、大通り、家中、日の出町、東新町、寿町、東
港町、桃山、本通3丁目(一部を除く)、堀江1丁目
(一部を除く)、堀江2丁目(一部を除く)、桜川1
丁目(一部を除く)、桜川2丁目(一部を除く)
【屯所位置】
多度津町日の出町251-30

20代～70代まで年齢の幅が広く、さまざまな職種の団員が所属しており、色々な話をしたり聞いたりして
コミュニケーションをとっています。また、同じ趣味を持つ団員同士での交流もあります。分からないこと
は気軽に聞くことができる雰囲気で、理解できるまで丁寧に指導するため、団員のレベルアップにも繋がっ
ています。福利厚生の一環として隔年で旅行をしており、団員同士の意思疎通を図っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

多度津町消防団
第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

22名
分団データ

〒764-0033 香川県仲多度郡多度津町大字青木951-8

0877-33-0119

syoubou@town.tadotsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（多度津町消防団事務局）

台風接近時や大雨時、高潮ゲート設置や河川の氾濫
の監視、氾濫箇所での通行止めによる交通整理など
を行っています。また、大雨時は可能な範囲で河川の
自主監視も行っています。年末の繁忙時の年末警戒
は、屯所に集まり消防車による巡視等警戒にあたっ
ています。地域の巡視を行うほか、文化財防火デーに
合わせた消火活動訓練や定期的な機材の自主点検
などで非常時に備えています。

当分団は南北に細長い地域を担当していま
す。日々の活動のほか、地域住民への防災のア
ドバイスなど、何かあれば消防にと言われるよ
うに一致団結して頑張ります。町への橋渡し役
として遠慮なく相談してください。『あの人が消
防団だから大丈夫、安心だ。』と思ってもらえる
分団であり続けたいと思います。火の元には十
分注意して、豊原地区がいつまでも豊かな原っ
ぱであるように、私たちは頑張ります。

多度津町堀江3丁目、堀江4丁目、幸町、北
鴨1丁目、北鴨2丁目、若葉町、大字堀江、大
字北鴨、大字南鴨、大字道福寺、大字葛原、
堀江1丁目、堀江2丁目、桜川2丁目の一部の
地域
【屯所位置】
多度津町大字南鴨667-1

当分団の団員数は22名です。団員は地域の獅子舞に熱心に取り組んでおり、その団結力で消防活動にも熱
い情熱を持ってあたっています。自主的に防災士の資格を取得した団員もおり、皆が『共助』で地域愛を尊
重しています。
団員同士でバイクツーリングに出かけたり、分団内のコミュニケーションを深めるために親睦会を行った
り、良い関係づくりをしています。『絆』を持った明るい雰囲気の分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

多度津町消防団
第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

22名
分団データ

〒764-0033 香川県仲多度郡多度津町大字青木951-8

0877-33-0119

syoubou@town.tadotsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（多度津町消防団事務局）

当分団は3班に細分化され、班ごとに消防車・機械器
具の点検を実施しています。各班は地元消防団ならで
はのメリットを活かして情報を共有し、分団全体が精
力的な活動を行っています。また、団員同士、同級生や
職場などの繋がりがある場合も多く、常に連絡を取合
うことで連携した活動を心がけています。平成28年
度香川県消防操法大会では小型ポンプの部で準優勝
を獲得し高い技能レベルを維持しています。

自治会から団員を選出していたこともあ
りましたが、現在は団員の確保が難しく、
自治会を超えて団員推進を実施していま
す。自然災害など大きな災害が現在少な
い多度津町ですが、未来に備える啓発努
力を働きかけています。

多度津町大字山階、大字三井、大字青木、大
字庄、桜川1丁目、本通3丁目の一部の地域
【屯所位置】
多度津町大字三井431-1

分団の最小単位は班ですが、基本的には分団での活動が主のため、先輩・後輩団員、OBも含めてコミュニ
ケーションが取れています。ボランティア精神を最大限発揮してお互いに助け合い、交流会などを行いなが
ら消防団活動を充実させています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

多度津町消防団
第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

23名
分団データ

〒764-0033 香川県仲多度郡多度津町大字青木951-8

0877-33-0119

syoubou@town.tadotsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（多度津町消防団事務局）

月に２回、ポンプ車や可搬ポンプなどの資機材を点検・整
備しています。また、ホースの延命および点検も、年に数
回行います。年末には火災予防のアナウンスをしながら
巡回する年末警戒を実施しています。
消火活動のほかには、大雨や高潮などの出動時には屯所
での待機と管内の巡回、要請があれば土のう積みやポン
プでの排水作業も行います。消防団全体の研修・訓練で
は、防災活動に必要な技術や知識を身につけています。

管轄地域には、山、川、ため池、海があり自然
豊かですが、その分、色々な災害の発生が懸
念されます。自分たちの地域を守るため、団員
が点検や訓練をしています。団員の多くが会
社勤めのため出動が難しいこともあります
が、皆責任感が強く、可能な限り出動していま
す。大変なこともありますが、職場とは違った
楽しさもあります。防災に興味のある方、地域
を守りたい方の入団をお待ちしています。

多度津町西港町、大字東白方、大字西白方、
大字見立、大字奧白方
【屯所位置】
多度津町大字西白方740

当分団は団員の年齢層や職種が幅広く、地域のことはもちろん、さまざまな情報が共有できます。点検や訓
練などで集まれば、会話が弾んで賑やかです。行事参加は、強制ではなく団員の意思を尊重し、仕事やプラ
イベートの都合を話し合って決めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

多度津町消防団
第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

25名
分団データ

〒764-0033 香川県仲多度郡多度津町大字青木951-8

0877-33-0119

syoubou@town.tadotsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（多度津町消防団事務局）

人口30名程度の高見島では、平成以降、火災は数回しか
なく、活動の中心は高齢化が進む島民の救急対応です。
島には坂や階段が多く、人力で港の桟橋まで傷病者を搬
送しています。島内に住む団員と多度津町陸地部に住む
団員が混在しており、分団内で訓練をする機会はほとん
どありませんが、漁師として培ったチームワークを活かし
て活動しています。多度津町消防団の定期的な訓練に参
加し、知識や技能を身に付けています。

島の人口は減り、高齢化が進んでいます
が、いつまでも安心して暮らせるよう一
致団結して頑張ります。島民の皆さんが
顔見知りで、家族同様に思っていますの
で、何かあれば遠慮せずに相談してくだ
さい。火の元には十分注意して、美しい
島の景観を共に守っていきましょう。

多度津町高見
【屯所位置】
多度津町高見1657

当分団は25名で構成されており、ほとんどが漁業を営んでいます。管轄する高見島は自然石を積み上げた
石垣が美しく、映画「男はつらいよ」のロケ地にもなり、瀬戸内国際芸術祭が開催される島としても知られ
ています。団員の多くは、今では陸地部で生活していますが、災害時には自前の船でいつでも駆けつける覚
悟を持っています。海での経験を生かして困難に立ち向かう信頼関係があり、明るくて心優しく、身体屈強
な団員が集まっています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

多度津町消防団
第5分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

5名
分団データ

〒764-0033 香川県仲多度郡多度津町大字青木951-8

0877-33-0119

syoubou@town.tadotsu.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（多度津町消防団事務局）

当分団が管轄する佐柳島は多度津町陸地部より北
西へ約15km離れたところに位置しており、人口は
40名程です。穏やかな環境で災害は少なく、主な活
動としては、消防機器の点検整備や、高齢化が進む
島内で傷病者が出た時の港までの搬送です。団員が
少なくなり、分団のみで訓練する機会は限られてい
ますが、知識や技術を積み重ねてこれからも島の安
全を守ることに尽力します。

島は高齢化が進み、人口は少なくなっています
が、美しい景観や地域猫とのふれあいを求めて
訪れる観光客は増えています。島民の暮らしだ
けでなく、初めて島を訪れる人の安全と安心を
守れるよう努力します。皆さん顔の見える関係
ですので、些細なことでも気兼ねなく相談して
ください。火災には十分に注意して、平穏で自
然溢れる島を共に守っていきましょう。

多度津町佐柳
【屯所位置】
多度津町佐柳2597-5

佐柳島は穏やかな瀬戸内海気候と落ち着いた雰囲気で、島民よりもたくさんの猫が住むことから、近年は
「ネコの島」として話題となり、猫好きの観光客が多く訪れるようになりました。分団の構成は地域おこし協
力隊で移住してきた団員、役場出張所と兼職している団員を含めて5名と少数ですが、全員が地域をより良
い場所にするために貢献したいと思っています。また、島民とは家族のような絆があり、助け合う気持ちを
強く持っています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

多度津町消防団
第6分団



まんのう町
まんのう町は、香川県南西部に位置する町です。西の山間部には町
名の由来にもなっている日本一の灌漑用ため池「満濃池」をはじめ、
約900ものため池が点在しています。まんのう町の消防団組織は15
分団で組織化され、地域の安全と豊かな自然を守るため活動してい
ます。

当町は山林に囲まれていることから、林野
火災などを想定した中継送水訓練を中心
に毎年訓練を実施しています。春と秋に
は、防火宣伝活動を行っています。

★平成27年4月から、消防団員の確保策の1つとして、機能別
　団員の入団を推進しています。
★団員の年齢層は10代～60歳以上のベテランまで幅広く、
　和気あいあいと活動しています。
★各地域の学校の避難訓練や地域のイベントにも積極的に
　参加しています。

まんのう町TOPICS

消防団の活動状況

団員
interview

【第1分団】
大西 創太さん
【第1分団】
大西 創太さん

■消防団としてどのような活動をしていますか？
日々の訓練はもちろん、現場活動や啓発活動など、幅広く行っています。自分が経
験した活動のなかで印象的だった活動の1つは、遭難者の捜索活動です。警察や
消防署と連携し、山間部で発生した遭難者を捜索しました。地元の地理や地形を
熟知している先輩たちの力で、無事に遭難者を発見できたことが印象に残ってい
ます。地域の消防団ならではの強みを活かした活動だったと感じました。

■消防団活動の魅力は何ですか？
普段の生活では得られない体験ができることが魅力です。活動を通じて、消火技
術や効果的な土のうの積み方、ロープワーク、AEDの使い方など、災害時の対応
力や日常でも役立つスキルを学べます。最近は水害や地震が増えており、消防団
員として技術を高めることは、家族や周囲の人々を守る力になると感じています。

■消防団への入団を考えている人にアドバイスをください！

訓練
梅雨時期や台風発生時は、浸水防止のた
めの土のう積みやパトロールを行ってい
ます。

水防活動
年末の3日間、まんのう町消防団員が協力
して分団管轄区域を巡回します。

年末警戒

災害時に家族や周りの人の命を守るための技術を学べる環境はとても貴重で
す。入団したからといって、全ての活動に参加しなければいけないわけではあ
りません。家族との時間や仕事を大切にしながら、無理のない範囲で消防団活
動を行えるので、この貴重な経験を、皆さんにもぜひ体験してもらいたいです。

香川県全域MAP
まんのう町



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

23名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

毎月第1日曜日の夕方にポンプ点検を行い、土器川
の土器どき広場で消防車両を動かして小型ポンプの
エンジンを作動させ、放水訓練を実施しています。定
期的な点検を通じて、いざという時に備えを万全に
し、出動要請があれば迅速に対応できるよう日々の
準備を怠りません。防災訓練への参加も積極的に
行っています。

防災は、地域ぐるみでの備えに加え、コ
ミュニケーションも大事だと考えていま
す。地域を守るために必要なあらゆる活
動を頑張りますので、分団の活動につい
てご理解とご協力を何卒よろしくお願
いします。

まんのう町造田地区
【屯所位置】
香川県仲多度郡まんのう町造田1981-5
(まんのう町役場琴南支所前)

地域の安全安心を想い、団員全員が協力しあい助け合いながら活動しています。いつも前向きな雰囲気の
分団です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第1分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

24名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

消防団の活動は、住宅や山林、田畑の火災に対する消火活
動や台風・大雨時の水防活動、地域住民への火災予防活動
が中心です。これらを円滑に進めるため、毎月第1日曜日に
機材の点検や地域パトロール、放水練習を行っています。
さらに、3月、11月、年末の火災予防週間には団員が分担し
て防火宣伝活動を実施するほか、2年ごとに異なる水利を
利用した放水訓練も行います。また、年1回は仲多度南部
消防と第1～4分団合同で山林火災を想定した中継送水訓
練を行っています。

分団には、普段は会社員として仕事を
行っている団員が多いです。それぞれ仕
事や家庭の都合があるなかで、地域を守
る消防団として活躍しています。救命処
置などの知識やスキルは、日常生活でご
自身の家族を守ることに役立つことも
あります。私たちと一緒に、地域や大切
な人たちを守る活動をしてみませんか？

まんのう町　中通地区・川東地区
【屯所位置】
香川県仲多度郡まんのう町中通896-1
(まんのう町琴南公民館南隣)

当分団は、大川山や笠形山に囲まれた活動拠点を持っています。分団は2部構成で、第1部は野口自治会か
ら西の中通地区、第2部は川東地区と皆野自治会から東の中通地区を担当しています。団員は50歳以上の
ベテランが多いものの、20代～40代も10名ほど所属しています。町外での勤務者も多いため、普段は顔を
合わせる機会が少ないですが、月1回の月例点検で集まり、コミュニケーションを図りながら技能向上に努
めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第2分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

25名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

林野火災を想定した中継訓練や放水訓練では、防火用水
や川から水を取り、ホースやポンプを連結させる活動を
行っています。毎月ホースや消防車両、ポンプ、チェーン
ソーなどの資機材点検も実施します。特に林野火災や人命
救助への意識が高く、台風や大雨時には全集落を回り、状
況確認や安否確認をしながら屯所待機を行います。また、
春・秋や年末の火災予防運動を通じて、地域の火災や災害
に対する意識向上を呼びかけています。

自分たちの土地は自分たちで守ってい
くため、命を大切に活動しています。

まんのう町美合地区、西谷地区全域
【屯所位置】
香川県仲多度郡まんのう町川東919
香川県仲多度郡まんのう町勝浦672-3

私たちの活動地区は広い山間部が中心です。町中心部からかなりの遠距離のため、有事の際は地元消防団
の即応が非常に重要で、土砂災害などで車が通れない時の先行部隊が必要で重要になる地域です。土地勘
を活かし、愛する地域を我が手で守る意識の高い団員が集まり、力を合わせて頑張っています。 　

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第3分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

24名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

火災時の消火活動のほか、梅雨や大雨時には川の増
水に備えて土のう積みや屯所での待機を実施しま
す。春・秋、年末の火災予防運動や月に1回の放水訓
練を通じて機材の点検を行い、消防車両やチェーン
ソーなども合わせて点検します。また、香川県と徳島
県合同の三頭トンネルでの訓練に参加し、毎年8月に
は第4分団として林野火災を想定した中継送水訓練
も行うなど、精力的に活動しています。

団員のほとんどが町外で仕事をしてい
るため、日中の災害に出動できないのが
悩みですが、皆、地域愛や責任感が強い
ため、なるべく出動して地域の安全を
守っています。若者が少ない地域ではあ
りますが、消防団活動に関心のある方の
入団を心からお待ちしています。

まんのう町全域（分団の区域：まんのう町
東谷・川奥地区）
【屯所位置】
まんのう町川東1496-1（4-1屯所）
まんのう町川東2748-6（4-2屯所）

当分団は、まんのう町琴南地区の山間部である東谷・川奥地域を拠点に活動しています。団員の年齢層や
職種が幅広く、各自の都合や得意分野などに配慮しながらうまく活動できるよう心がけています。団員同
士の親睦を深めるため定期的に交流会を開催し、意思疎通を図っています。そのため団員は仲が良く、とて
も良い雰囲気の中で活動していることが自慢です。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第4分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

26名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

当分団は、まんのう町の長炭地区を活動範囲としていま
す。毎月班ごとに集まり、小型ポンプやホースなどの資機
材の点検のほか、火災に備えた放水訓練を行っています。
また、林野火災を想定した訓練にも参加し、他の分団と連
携してポンプ操法を習得しています。12月には年末警戒
に合わせて消防車による地域巡回を行い、台風などによる
水害時には浸水した場所に土のうを運ぶなど、水防団とし
ての活動も行っています。

普段同じ地域に住んでいても、なかなか
顔を合わせることがなく、話をしたこと
がない方がたくさんいるかと思います。
私たち消防団の仲間となって、地域での
生活をより充実したものにしてみません
か。皆さまの入団を心よりお待ちしてい
ます。

まんのう町全域
【屯所位置】
仲多度郡まんのう町炭所西1431-1

日中は、消防団員全員が町内や町外で仕事をしており、各々ができる範囲で地域の安全・安心の為に消防団
活動を行っています。また、団員のコミュニケーションを図るために、定期的に会食を開催しており、団員同
士の雰囲気はとても和やかです。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第5分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

24名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

年間を通じて、機材点検を兼ねた放水訓練や他分団
と合同の林野火災を想定した中継送水訓練、指揮本
部との連携確認のための指揮本部訓練を実施して
います。災害に備え、各班による定期的な車両や資
機材の点検も行っています。さらに、地域イベントに
参加し、消防車の展示や消火器の扱い方を学べる体
験型の啓発活動を通じて、子どもから大人まで幅広
い世代に消防活動の重要性を伝えています。

地域の生命と財産を守るためには、私たち団
員だけでなく、地域の皆さまの防災意識の
向上が大切です。また、私たちの地域におい
ても、少子高齢化により分団員の高齢化につ
いても考えさせられる時期が迫っています。
災害対応時を除いては、和気あいあいとした
雰囲気で参加できますので、消防団に関心
のある方はぜひお声がけください。

まんのう町全域
【屯所位置】
仲多度郡まんのう町吉野1923-2

当分団は讃岐平野の最南端に位置し、住宅地と国営讃岐まんのう公園などの中山間地域が混在する地域
で活動しています。最近は大きな災害はありませんが、火災や水防に関する活動が多くを占めています。団
員は30代～40代が中心で、各自が仕事の傍ら消防活動に参加し、地域行事にも積極的に関わっています。
定期的な交流会を開催し、団員同士のコミュニケーションを深め、消防活動の推進に努めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第6分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

23名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

平時には4つの班に分かれて、毎月、機械器具や車両
の点検を兼ねて地域内の巡回を行っています。春・秋
の火災予防週間の防火宣伝活動では、パレードや分
団ごとの招集訓練、防火水道の点検・放水訓練、年末
の夜警、新年の消防出初式などがあります。緊急時に
は、消火活動や梅雨・台風時の巡回・水防活動、避難誘
導を行います。香川県は自然災害が比較的少ないで
すが、地域の安心を築くために訓練を重ねています。

神野地区には、神野自衛消防団と言う自
衛消防団もあるので、助け合いながら、安
心して暮らせる地域づくりに取り組んでい
きたいと考えています。近年、各地で起こ
る災害時にも、消防団活動が多く取り上
げられて、達成感や充実感を得られます。
自分たちの地域を自分たちで守るという
郷土愛と使命感で地域を守るために活動
する消防団員に、あなたもなりませんか？
皆さまの入団をお待ちしています。

まんのう町（旧満濃地区）神野地区
【屯所位置】
まんのう町岸上108番地
(神野公民館敷地内)

私たちの活動区域は、弘法大師空海が修築したとされる日本最大級のため池「満濃池」がある神野地区で
す。団員の年齢層や職業はさまざまで、町外で働く団員もいるため、昼間の活動に参加できない場合もあり
ます。そのため各自の都合に応じて活動に参加できるよう配慮しています。また、定期的に交流会を開き、
団員同士のコミュニケーションを深めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第7分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

1台

0台

24名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

旧まんのう地区では中継送水訓練を実施し、年に2回
の防火週間活動（春・秋）や、こども園・小学校での避
難訓練を行っています。また、年末には夜警として地
域巡回や機材点検を実施しています。さらに、消防車
両や機材の点検も年に4～6回行い、常に災害に備え
た体制を整えています。これらの活動を通じて、地域
の安全を確保するための取り組みを強化しています。

地域のパトロールや訓練を通じて、安心
して暮らせる環境を作る消防団活動は、
とても重要です。地域の安全を守るた
め、皆さまの入団を心よりお待ちしてい
ます。

まんのう町（旧満濃地区）
【屯所位置】
まんのう町吉野下443-1

南海トラフなどの災害リスクが課題となる中、地元消防団の活動の重要性が増しています。当分団では年
間3回の交流会を開催し、地域の防災活動や方針について意見交換を行い、団員の絆を強化しています。こ
れらの活動を通じて、地域の安全を確保し、災害に対する備えを充実させていきたいと思います。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第8分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

1台

21名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

毎年9月には、各分団と連携した中継送水訓練を実
施しています。また、4班に編成された班ごとに、毎
月、消火栓や防火水槽のポンプ点検を行い、設備の
整備を徹底しています。これにより、災害時に迅速か
つ効果的に対応できる体制を維持しています。団員
が一丸となって地域の安全を守るための重要な活動
です。

高篠地区内には高篠婦人消防クラブを
含む自衛消防団が4団体あります。火
災・水害などの発生時は協力体制が不可
欠です。主に現場でしか会う機会がない
ので、連携を取りながら対応しています。
各団体それぞれが団員不足の中、入団状
況を共有し、加入促進に努めていきたい
と思っています。

旧満濃町（旧町単位）での活動
【屯所位置】
仲多度郡まんのう町東高篠288-4

団員同士、年齢の差はありますが、和気あいあいとした雰囲気です。定期的に団員研修会を開催し、コミュ
ニケーションを図っています。団員研修会を企画するにあたり、日時・場所・研修内容などを班ごとで順番に
することで、全団員が参加することを目的としています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第9分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

3台

32名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

まんのう町は美しい自然環境に恵まれていますが、財田川
や山間地帯など、災害リスクも高まります。私たちは河川
や山間地帯に特化した防災活動を行い、水害や山岳事故
に対する迅速かつ効果的な対応を目指して訓練を重ねて
います。また、消防団に参加することで地域貢献や安全確
保に携わることができ、団員として防災力を高め、住民の
生活を守るお手伝いができます。地域に根差した活動を
通じて、重要な役割を果たしています。

もしも地域の防災活動に興味をお持ち
で、まんのう町の豊かな自然を守りたい
と思われるのであれば、ぜひ消防団に参
加してみてください。一緒に地域を守り、
安全を確保する喜びを共有しましょう！

塩入・春日・久保・本目地区
【屯所位置】
香川県仲多度郡まんのう町七箇1640

当分団には30歳～60歳代と幅広い年齢層が揃い、消防団の活動を通じてさまざまなスキルを磨くことが
できます。消火や救助活動、防災訓練を通じて専門的な知識や技術を身につけることが可能です。また、活
動を通じて団員同士の絆が深まり、新しい友人や仲間を作る機会もあります。まんのう町の消防団は、地域
の安全を守り、防災力を向上させるために日々尽力しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第10分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

3台

26名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

消防本部の指導のもと、消火や救助など、あらゆる
ケースを想定して定期的に訓練しています。また、地
域の防災訓練にも参加し、連携を深めるほか、毎月1
日には屯所で資機材の点検整備を実施しています。
仕事の都合で参加できない団員とはグループLINE
を使って連絡を取り合い、活動を調整しています。

年齢層は20代～60代まで幅広く、ほと
んどが会社員です。有事の際は参加でき
ない団員も多いですが、定期的な訓練は
計画的に取り組んでいます。多種多様な
人材が揃っており、地域の皆さまのお役
に立てるかと思います。地域密着でわが
町を守る消防団活動に、あなたも参加し
てみませんか。 入団お待ちしています。

まんのう町七箇（旧仲南地区）
照井/福良見/小池
【屯所位置】
（照井地区）
仲多度郡まんのう町七箇2783-1
（福良見地区）
仲多度郡まんのう町七箇2662-1
（小池地区）
仲多度郡まんのう町七箇1932-1

私たち11分団は3地域で構成されています。現在は地域別に屯所があり、活動をしていますが、今後これら
の屯所が統合される予定です。令和６年の春には統合に向けて親睦会を行い、楽しい時間を過ごしました。
団員の都合も確認しながら旅行も計画しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第11分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

3台

27名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

「自分たちのまちは自分たちで守る」という思いで、
各自の仕事と両立しながら、災害時には消火や水防
活動に取り組んでいます。平時には毎年、仲南地区の
各分団と合同訓練を行い、毎月1日には車両や資機
材の点検、地域内の巡回、消火栓の確認などを実施
しています。また、自治会の防災訓練にも積極的に参
加し、地域の防災力向上に貢献しています。

消防団と聞くと災害時の出動など大変なイメージ
があるかと思います。しかし、その分地域の方々か
らの感謝の言葉をいただくなど、達成感を感じる
ことも多くあります。最初は誘われて仕方なくとい
う気持ちで入団した団員がほとんどですが、防災
に関する教育や消防の訓練など、普段できない経
験に加え、幅広い年齢や職種の団員と交流ができ
ることに魅力を感じています。

まんのう町帆山地区、後山地区、大口地
区、追上地区
【屯所位置】
まんのう町帆山173-10（帆山屯所）
まんのう町大口272-1（大口・後山屯所）
まんのう町追上663（追上屯所）

これまでは屯所単位での活動が中心で、他の屯所との交流は少なかったのですが、まんのう町仲南地区の
消防組織再編により新たな分団が発足しました。これを機に、各屯所間の相互訪問や交流会を積極的に開
催し、団員同士の意思疎通を図りながら、連携強化を目指しています。地域全体の防災力向上に繋げていき
たいと考えています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第12分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

21名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

林野火災を想定した中継送水訓練や地域のため池
での小型ポンプ放水訓練を実施しています。また、給
水箇所の確認・整備や主要道路の除草作業なども行
い、地域の安全を守る活動に力を入れています。さら
に、水害対策訓練も定期的に実施し、災害時に迅速
に対応できるよう備えています。

地域の方に安心して生活していただくた
めにも、地元消防団が日ごろの訓練また
火災、災害の予防に尽力していきたいと
思います。

香川県仲多度郡まんのう町山脇、新目
【屯所位置】
香川県仲多度郡まんのう町新目1645-4
香川県仲多度郡まんのう町山脇564-2

団員の中には普段は町外に住んでいる者も何人かいますが、まんのう町の消防訓練、地域防災活動の時に
は、積極的に活動に参加し、地域のために活動しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第13分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

23名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

私たち消防団員は、普段は町内外の職場で働く会社員
ですが、有事の際には心を一つにし、地域の防災リー
ダーとして活動します。火災や風水害の発生時には出
動可能な団員が屯所に集まり、消火や防災活動を行い
ます。平時でも毎月の定期訓練でポンプや発電機など
の資材点検や放水訓練を行い、有事に備えています。
春・秋の火災予防週間や定期訓練では、消防車で集落
内を巡回し、防火宣伝活動も行っています。

消防団員になったからといって特別なこ
とは必要ありません。仕事やプライベー
トを優先しながら、可能な範囲で消防活
動に参加していただければ十分です。地
域を自分たちの手で守りませんか。会食
や研修旅行も自由参加です。消防団活
動に興味のある方の入団を心からお待
ちしています。

まんのう町全域(仲南地区)
【屯所位置】
宮田屯所・・・まんのう町宮田748-1
佐文屯所・・・まんのう町佐文520

当分団は、まんのう町内の宮田地区と佐文地区を主な活動範囲とし、幅広い年齢層の団員が所属していま
す。年齢による上下関係はなく、アットホームな雰囲気で、定期訓練後の会食を通じて交流を深めています。
会食は炊事当番制で準備を分担し、各家庭の味を楽しむことができるのが魅力です。また、3～4年に1度、
消防団OBも参加する県外研修旅行を通じて、消防活動だけでなく多くの思い出を共有しています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第14分団



■ 団員数

■ 普通消防ポンプ自動車

■ 小型動力ポンプ付積載車

0台

2台

18名
分団データ

〒766-0022 香川県仲多度郡まんのう町吉野下430

0877-73-0100

somu@town.manno.lg.jp

お問い合わせ

県ホームページ

（まんのう町消防団事務局）

分団では、毎年9月に神社井戸からポンプを設置して
ホースを延長する中継送水訓練や、数年に1度、池か
ら寺への放水訓練を実施しています。また、月1回の
地域巡回や資材点検も行っています。火災時の消火
活動や大雨警報時には地区巡回や土のう積みを行
い、屯所で待機します。さらに、春・秋・年末の火災予
防運動をスピーカーで告知し、地元小学校の防災訓
練にも毎年参加しています。

現在、分団長以下18名の団員で活動して
います。地域に貢献したいと思う方は、出
動できる行事だけで構いませんので、私
たちと一緒に消防団活動に励みません
か。地元在住の方、地域の安全を守り安
心して暮らせるまちづくりを目指しましょ
う。皆さまの入団をお待ちしています。

まんのう町買田・生間
【屯所位置】
仲多度郡まんのう町買田369-2

令和5年5月より仲南地区に先駆けて新屯所が建設され、2つの地区が合併して第15分団として活動を開始
しました。合併前から小型ポンプ操法で合同チームとして活動していたため、違和感なく合流し、毎月1日に
定例会を開催しています。団員には自営業や会社員などさまざまな職業の方がいます。LINEを活用して団
員同士の意思疎通を図りながら、地域の防災活動をスムーズに進めています。

活動地域 訓練・活動内容 地域の人への
メッセージ

まんのう町消防団
第15分団


